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 欠 席 議 員         
 

 地方自治法第   町 長 竹村匡正               副町長 森田政美 
 

 121条の 規定   教育長 山嶋健司           理事 藤井隆弘    
 

 により説明の  総務部長 西村俊哉         福祉部長 奥 隆至 
 

 ため出席した  教育次長 栗原 進         水道部長 福本哲也 
 

 者の職氏名  会計管理者 福本誠治       総務課長 石田知孝  

  総合政策課長 山口尚亮   税務課長 西川直明 
 

   住民保険課長 大西成弘   健康福祉課長 吉岡秀樹 
 

   産業建設課長 中川辰也   社会教育課長 岡田充浩 
 

   監査委員 木村 衛 
 

 本会議に職務 議会事務局長  安井洋次 
 

 のため出席し モニター係  篠原愛子  
 

 た者の職氏名          
 

 本日の会議に   別紙議事日程に同じ 
 

 付した事件  
 

 会 議 録 署 名         議長は会議録署名議員に次の２人を指名した 
 

 議員の氏名      ７番 松本史郎 議員 ８番 寺澤秀和 議員 
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川西町議会第１回定例会（議事日程） 

   
平成３０年３月９日（金）午前 10 時 00 分開会   

日 程 議案番号 件           名 

      
第１   会議録署名議員の指名 

      

第２   会期の決定 

      

第３   諸報告 

  報告第１号 定期監査報告について 

      

第４ 議案第１号 平成 30 年度川西町一般会計予算について 

      

第５ 議案第２号 平成 30 年度川西町国民健康保険特別会計予算について 

      

第６ 議案第３号 平成 30 年度川西町後期高齢者医療特別会計予算について 

      

第７ 議案第４号 平成 30 年度川西町介護保険事業勘定特別会計予算について 

      
第８ 議案第５号 平成 30 年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 

      
第９ 議案第６号 平成 30 年度川西町水道事業会計予算について 

      

第 10 議案第７号 平成 30 年度川西町下水道事業会計予算について 

      

第 11 議案第８号 平成 29 年度川西町一般会計補正予算について 

      

第 12 議案第９号 平成 29 年度川西町国民健康保険特別会計補正予算について 

      

第 13 議案第 10 号 平成 29 年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      

第 14 議案第 11 号 平成 29 年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算について 

      
第 15 議案第 12 号 平成 29 年度川西町水道事業会計補正予算について 

      

第 16 議案第 13 号 平成 29 年度川西町下水道事業会計補正予算について 

      

第 17 議案第 14 号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について 

      

第 18 議案第 15 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

      

第 19 議案第 16 号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

      

第 20 議案第 17 号 川西町行政組織条例の一部改正について 

      
第 21 議案第 18 号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 
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第 22 議案第 19 号 川西町税条例等の一部を改正する条例の一部改正について 

      

第 23 議案第 20 号 川西町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

      

第 24 議案第 21 号 川西町国民健康保険条例の一部改正について 

      

第 25 議案第 22 号 川西町国民健康保険税条例の一部改正について 

      

第 26 議案第 23 号 川西町指定介護支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居宅介護

支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例について 

      

第 27 議案第 24 号 川西町介護保険条例の一部改正について 

      

第 28 議案第 25 号 川西町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

について 

      
第 29 議案第 26 号 川西町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正について 

      

第 30 議案第 27 号 川西町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

      

第 31 議案第 28 号 川西町企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化

に関する法律第 10 条第 1 項の規定に基づく準則を定める条例の一部改正

について 

      
第 32 議案第 29 号 川西町都市公園条例の一部改正について 

      

第 33 議案第 30 号 川西町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

      

第 34 議案第 31 号 川西町道路線の認定について 

      

第 35 議案第 32 号 川西町道路線の廃止について 

      

第 36 議案第 33 号 川西町道路線の一部廃止について 

      

第 37 議案第 34 号 川西町体育施設の指定管理者の指定について 

      

第 38 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 

      
第 39 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

      

第 40 同意第１号 川西町監査委員の選任について 
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（午前１０時００分  開会）  

議   長（森本修司君）   皆さん、おはようございます。  

これより平成３０年川西町議会第１回定例会を開会いたします。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ ２ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 議 会 は 成立

いたしましたので、これより会議を開きます。  

町長より、定例会招集についての挨拶を受けることにいたします。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）   議員の皆様、おはようございます。  

本 日 こ こ に 、 平 成 ３ ０ 年 川 西 町 議 会 第 １ 回 定 例 会 を 開 催 い た し ま し た と こ ろ、

議 員 各 位 に お か れ ま し て は 、 公 私 何 か と 御 多 用 の 中 、 御 出 席 を 賜 り 、 ま こ と に あ

り が と う ご ざ い ま す 。 ま た 、 平 素 よ り 町 政 運 営 に 関 し ま し て 格 別 の 御 理 解 、 御 協

力を賜っておりますことに厚く御礼申し上げます。  

さ て 、 本 定 例 会 に 提 案 い た し て お り ま す の は 、 平 成 ３ ０ 年 度 一 般 会 計 及 び 特別

会 計 及 び 事 業 会 計 予 算 案 、 平 成 ２ ９ 年 度 一 般 会 計 、 特 別 会 計 及 び 事 業 会 計 補 正 予

算 案 、 条 例 の 制 定 及 び 一 部 改 正 、 町 道 路 線 の 認 定 と 廃 止 、 人 事 同 意 案 件 な ど 、 合

計３７議案の案件につきまして御審議をお願いするものでございます。  

何 と ぞ 慎 重 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 開 会 の 御 挨 拶 と さ せ てい

ただきます。  

どうぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員は、会議規則第１２ ７条の規定によって、７番  松本史郎君及び

８番  寺澤秀和君を指名いたします。  

日程第２、会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。  

本 定 例 会 の 会 期 は 、 本 日 よ り ２ ３ 日 ま で の １ ５ 日 間 と い た し た い と 思 い ま す が 、

これに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、本定例会の会期は、本日より２３日までの

１５日間と決定いたします。  

日程第３、諸報告に入ります。  

行 政 報 告 と し て 、 報 告 第 １ 号 、 平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 か ら 平 成 ３ ０ 年 ２ 月 期 ま での

例 月 出 納 検 査 の 結 果 報 告 が 提 出 さ れ て お り ま す の で 、 木 村 監 査 委 員 よ り 報 告 を 求

めます。  

木村監査委員。  

監査委員（木村  衛君）   平成２９年１２月から平成３０年２月期に実施いたしました

例月監査の結果を御報告申し上げます。  

寺 澤 監 査 委 員 と と も に 、 地 方 自 治 法 第 ２ ３ ５ 条 の ２ 第 １ 項 並 び に 地 方 公 営 企業

法 第 ２ ７ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に よ り ま し て 、 平 成 ２ ９ 年 度 の 川 西 町 一 般 会 計 及 び
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特 別 会 計 並 び に 企 業 会 計 の 出 納 及 び 予 算 の 執 行 状 況 に つ き ま し て 、 会 計 管 理 者 並

び に 水 道 部 長 に 必 要 な 調 書 の 提 出 を 求 め て 、 関 係 帳 簿 及 び 証 拠 書 類 を 対 照 し な が

ら 説 明 を 受 け 、 厳 正 な る 審 査 を 実 施 い た し ま し た 結 果 、 各 会 計 に お け る 予 算 の 執

行 並 び に 現 金 の 出 納 ・ 保 管 な ど に つ き ま し て は 、 過 誤 も な く 適 正 に 行 わ れ て い る

ものと認めましたので、御報告申し上げます。  

議   長（森本修司君）   以上で諸報告を終わります。  

お諮りいたします。  

日程第４、議案第１号、平成３０年度川西町一般会計予算についてより、日程第

４０、同意第１号、川西町監査委員の選任についてまでの各議案につきましては、

既に招集通知とともに配布しております関係上、各位におかれましては熟読願って

おりますので、この際、議案の朗読を省略したいと思いますが、これに御異議ござ

いませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、議案の朗読を省略いたします。  

お諮りいたします。  

日程第４、議案第１号、平成３０年度川西町一般会計予算についてより、日程第

３７、議案第３４号、川西町体育施設の指定管理者の指定についてまでの３４議案

を一括議題といたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括議題といたします。  

 議案の朗読を省略し、当局より説明を求めます。  

 町長。  

町   長（竹村匡正君）   本日、平成３０年度当初予算案を初め、平成２９年度補正予

算 案 な ど 多 数 の 案 件 を 上 程 し 、 町 議 会 の 御 審 議 を お 願 い す る に 当 た り 、 議 員 各位

を 初 め 、 住 民 の 皆 様 の 御 理 解 と 御 協 力 を 賜 り た く 、 新 年 度 の 主 要 施 策 を 中 心 に所

信を申し上げます。  

現 在 、 我 が 国 の 経 済 状 況 は 、 海 外 経 済 の 不 確 実 性 や 金 融 資 本 市 場 の 変 動 の 影響

に 留 意 す る 必 要 は あ り ま す が 、 安 倍 内 閣 に お け る 経 済 政 策 の 推 進 等 に よ り 、 雇

用 ・ 所 得 環 境 の 改 善 が 続 き 、 経 済 の 好 循 環 が さ ら に 進 展 す る 中 で 、 消 費 や 設 備 投

資など民需を中心とした景気回復が見込まれています。  

物 価 に つ き ま し て は 、 景 気 回 復 に 伴 う 需 給 が 引 き 締 ま る 中 で 、 消 費 者 物 価 指数

が １ ３ カ 月 連 続 の 上 昇 と な っ て お り ま す が 、 急 激 な 上 昇 で は な く 、 緩 や か な 成 長

を維持した、適度な景気状況にあるものと考えております。  

一方、本町の財政面でございますが、経常収支比率 （平成２８年度８８ .４％、

県内平均９７ .４％、全国平均９２ .５％）、実質公債比率（平成２８年度４ .２％、

県 内 平 均 １ ０ .２ ％、 全 国 平 均 ６ .９ ％） と も に 引 き 続 き 全国 ・ 県 内 市 町 村 と 比較

いたしましても良好な状態にあります。  

こ の よ う な 経 済 ・ 財 政 の 状 況 下 に お け る 来 年 度 予 算 編 成 の 基 本 的 考 え 方 と いた



 

- 7 - 

 

し ま し て は 、 国 や 県 の 予 算 ・ 情 報 等 を 活 用 し 、 財 政 の 健 全 化 も 考 慮 し な が ら 、 町

の 未 来 を 築 く た め の 事 業 の 着 実 な 実 行 と 、 暮 ら し や す い ま ち づ く り を 実 現 し て い

く こ と に あ る と 考 え て お り ま す 。 具 体 的 に は 、 近 鉄 結 崎 駅 周 辺 整 備 事 業 及 び 工 業

ゾーン形成事業を、県と連携しながら本格的に実施してまいります。  

結 崎 駅 周 辺 整 備 事 業 に お き ま し て は 、 結 崎 駅 周 辺 の 交 通 結 節 機 能 の 強 化 と 安

全 ・ 円 滑 な 交 通 環 境 を 実 現 す る と と も に 、 川 西 町 の 玄 関 口 に ふ さ わ し い 、 交 流 ・

に ぎ わ い の あ る 駅 を 目 指 し 、 駅 前 広 場 の 詳 細 設 計 を 進 め な が ら 、 用 地 買 収 に 着 手

します。  

ま た 、 川 西 町 の 長 年 の 課 題 で あ り ま し た 結 崎 駅 北 側 県 道 踏 切 の 拡 幅 に つ き まし

て 、 拡 幅 条 件 と さ れ て い た 別 途 の 町 内 踏 切 廃 止 に つ い て 、 地 元 の 協 力 が 得 ら れ る

見 込 み と な り ま し た の で 、 県 及 び 近 鉄 と 踏 切 拡 幅 に 関 す る 協 定 を 結 び 、 踏 切 拡 幅

工事の早期着工を求めていきます。  

工 業 ゾ ー ン の 形 成 事 業 に お き ま し て は 、 今 後 の 人 口 や 税 収 の 減 少 を 踏 ま え 、町

財 源 及 び 雇 用 の 確 保 の た め 、 既 存 の 唐 院 工 業 団 地 の 周 辺 を 約 １ ５ ヘ ク タ ー ル 拡 張

し 、 企 業 誘 致 を 行 い ま す 。 昨 年 、 川 西 町 へ の 進 出 企 業 の ニ ー ズ な ど を 把 握 す る た

め 、 企 業 の 募 集 を 行 い ま し た が 、 拡 張 予 定 面 積 の ２ 倍 以 上 の 応 募 が あ り 、 非 常 に

強 い 手 応 え を 感 じ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 拡 張 予 定 地 の 詳

細設計及び土地所有者との交渉に着手します。  

ま た 、 従 来 か ら 力 を 入 れ て お り ま す 子 育 て 支 援 や 高 齢 者 支 援 に つ い て も 充 実を

行 い な が ら 継 続 し 、私 の 公 約 の 柱 で あ る「 人 ・ 企 業 に と っ て魅 力 あ る ま ち づ く り」

「 子 ど も や 子 育 て し て い る 人 に と っ て や さ し い ま ち づ く り 」 「 安 心 し て 暮 ら せ る

ま ち づ く り 」 「 住 民参 加 で 開 か れ た ま ちづ く り 」 を よ り 一 層推 進 し て ま い り ま す。  

こ の よ う な 考 え の も と 、 平 成 ３ ０ 年 度 一 般 会 計 予 算 は 、 ４ ８ 億 ７ ２ ３ 万 円 とな

り、歳入の部におきましては、町税収入は平成２９年度から３ ,７２６万円減の１

０億９ ,５００万円を見込んでおります。  

こ の 主 な 内 容 は 、 町 民 税 に お い て 、 納 税 義 務 者 の 減 少 や 主 要 法 人 の 税 収 見 込み

減などにより、個人町民税で４５０万円の減、法人町民税では１ ,２８５万円減の

４億６ ,７２４万円、固定資産税において、主に路線価格の下落と評価替えなどに

よ り 、 １ ,８ ５ １ 万円 減 の ５ 億 ７ ,４ ４１ 万 円 を 見 込 ん で おり ま す 。 地 方 消 費 税交

付 金 に お き ま し て は、 消 費 動 向 を 踏 ま えて 、 １ ,４ ３ ０ 万 円増 の １ 億 ４ ,３ ０ ０万

円 を 見 込 ん で お り ます 。 地 方 交 付 税 に つき ま し て は 、 国 の 交付 税 総 額 を 考 慮 し て、

前年度と同額の１２億４ ,０００円を見込んでおります。  

一 方 、 歳 出 に つ き ま し て は 、 本 格 的 に 事 業 着 手 す る 結 崎 駅 周 辺 整 備 事 業 及 び工

業 ゾ ー ン 形 成 事 業 に 係 る 経 費 や 国 営 大 和 紀 伊 平 野 土 地 改 良 事 業 費 負 担 金 の 一 括 償

還 費 な ど を 予 算 計 上 し た こ と に よ り 、 平 成 ３ ０ 年 度 予 算 は 、 前 年 度 予 算 に 比 べ て

３億３ ,９８３万円増となっております。  

今 後 も 引 き 続 き 、 行 財 政 の 健 全 化 と 効 率 化 に 配 慮 し な が ら 、 町 政 運 営 に 全 力で

取 り 組 ん で ま い り ま す が 、 議 員 各 位 並 び に 住 民 の 皆 様 の 一 層 の 御 理 解 と 御 協 力 を
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お願いする次第でございます。  

それでは、これより新年度予算の概要について御説明申し上げます。  

お 手 元 に 配 付 さ せ て い た だ い て お り ま す 「 平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 案 の 主 要 施策

の概要」に基づき説明させていただきます。  

２ページをお開きください。まず、総務部関係の予算でございます。  

「１  広報事業の推進」でございます。  

町 の 施 策 に つ い て 周 知 を 図 り 、 住 民 の 皆 様 の 理 解 と 信 頼 の 上 、 町 政 運 営 を 進め

る こ と は 大 変 重 要 で ご ざ い ま す 。 こ の た め 、 広 報 紙 に つ い て は 、 引 き 続 き 内 容 の

充 実 と 見 や す い 紙 面 づ く り を 初 め 、 き め 細 や か な 情 報 発 信 を 行 い ま す 。 ま た 、 刊

行 物 に よ る 広 報 活 動 だ け で な く 、 ホ ー ム ペ ー ジ や Ｓ Ｎ Ｓ に も 重 点 を 置 き 、 住 民 参

加型の広報活動を目指します。  

次に、「４  企画事業の充実」でございます。  

高 齢 者 な ど 交 通 弱 者 の 方 々 の 移 動 手 段 と し て 稼 働 し て お り ま す コ ミ ュ ニ テ ィバ

ス に つ い て は 、 平 成 ２ ９ 年 度 に 運 行 路 線 の 延 長 及 び 天 理 市 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と の

連 携 を 図 っ た と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 常 に 運 行 路 線 及 び 状 況 等 を 検 証 し 、 引 き 続

き 運 行 を 行 っ て ま い り ま す 。 ま た 、 愛 着 と 誇 り の 持 て る 住 民 主 体 の 魅 力 あ る 地 域

づ く り を 目 的 に 、 住 民 団 体 な ど が 自 主 的 に 企 画 ・ 提 案 を 行 う ま ち づ く り 事 業 に 対

して支援を行います。  

３ページになります。「６  防犯対策の推進」でございます。  

住 環 境 と 安 全 で 住 み よ い ま ち づ く り を 目 指 し て 、 街 路 灯 の 設 置 や 維 持 管 理 を図

るとともに、消費電力の抑制とＣＯ ２ 排出量の削減を図るために、通学路等におけ

る 既 設 街 路 灯 を 省 エ ネ 照 明 （ Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 ） へ 転 換 す る 経 費 を 昨 年 に 引 き 続 き 計 上

しております。  

次に、「７  地方創生事業」でございます。  

地 方 創 生 推 進 交 付 金 を 活 用 し 、 町 内 在 勤 の 町 外 在 住 者 を 対 象 に 、 町 の 魅 力 発信

Ｐ Ｒ 事 業 を 実 施 し 、 人 口 の 増 加 を 目 指 し て ま い り ま す 。 ま た 、 商 工 会 と 連 携 し 、

雇用促進や就業促進を目的に、創業支援に係る補助などを行います。  

４ページになります。「８  空き家対策の推進」でございます。  

地 域 の 課 題 で あ る 空 き 家 に つ い て 、 所 有 者 な ど の 調 査 を 行 い 、 適 切 な 対 応 を求

め る と と も に 、 危 険空 き 家 の 除 却 や 利 活用 可 能 な 空 き 家 の 活用 方 法 を 検 討 し ま す。

ま た 、 経 済 的 な 理 由 に よ り 危 険 空 き 家 の 除 却 が 困 難 な 所 有 者 に 対 し て 、 除 却 支 援

を行います。  

次に、「１１  工業ゾーンの形成」でございます。  

雇 用 の 確 保 や 税 収 の 増 加 を 目 的 と し て 、 企 業 を 誘 致 す る た め の 新 た な 産 業 用地

の 創 出 を 行 い ま す 。 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 測 量 及 び 地 質 調 査 、 工 業 団 地 の 詳 細 設 計 、

物件の補償調査に要する経費などを計上しております。  

次に、「１２  駅周辺整備事業」でございます。  

川 西 町 の 玄 関 口 で あ る 近 鉄 結 崎 駅 周 辺 に お け る 交 通 環 境 の 改 善 と 機 能 の 充 実を
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図 る た め 、 駅 前 の 周 辺 整 備 を 推 進 い た し ま す 。 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 新 設 の 公 園 、 道

路 、 施 設 の 基 本 設 計 ま た は 詳 細 設 計 、 物 件 及 び 営 業 な ど の 補 償 調 査 、 用 地 買 収 に

要する経費などを計上しております。  

５ページになります。「１５  消防防災対策の推進」でございます。  

各 種 災 害 に 適 切 に 対 処 し 、 住 民 の 生 命 と 財 産 を 守 る た め 、 消 防 施 設 及 び 装 備を

充 実 し 、 消 防 体 制 の 強 化 を 図 る と と も に 、 非 常 食 、 毛 布 な ど の 備 蓄 物 資 の 確 保 及

び防災訓練の実施、防災士育成補助など、防災体制の強化を図ります。  

ま た 、 ア ナ ロ グ 放 送 の 終 了 に 伴 う デ ジ タ ル 防 災 行 政 無 線 の 整 備 に つ い て は 、整

備 年 度 の 変 更 を 行 い 、 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 基 本 設 計 及 び 実 施 設 計 な ど に 要 す る 経 費

を計上しております。  

次に、「１６  地方税共通納税システムの導入」でございます。  

納 税 者 が 一 度 の 手 続 で 複 数 の 地 方 公 共 団 体 宛 て の 納 税 が 可 能 と な る 地 方 税 共通

納 税 シ ス テ ム の 導 入に 伴 う 基 幹 シ ス テ ムの 改 修 に 要 す る 経 費を 計 上 し て お り ま す。  

続きまして、福祉部関係の予算でございます。  

６ページをお開きください。まず、「１  地域福祉の推進」でございます。  

地 域 住 民 の 参 加 と 行 動 に よ る 住 民 主 体 の 福 祉 を 目 指 す た め 、 そ の 活 動 の 要 とな

っ て お り ま す 社 会 福 祉 協 議 会 に 対 し て 運 営 補 助 を 行 う と と も に 、 各 種 福 祉 団 体 の

活動に対する助成を行ってまいります。  

次に、「２  障害者福祉の推進」でございます。  

障 害 の 程 度 に か か わ ら ず 、 安 心 し 、 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う 、

支 援 を 行 っ て ま い り ま す 。 ま た 、 障 害 者 総 合 支 援 法 及 び 児 童 福 祉 法 に 基 づ き 、 よ

り 多 く の 方 々 が 公 平 か つ 適 切 な 福 祉 サ ー ビ ス を 受 け ら れ る よ う 、 事 業 展 開 を 行 っ

てまいります。  

「３  高齢者福祉の推進」でございます。  

長 寿 を お 祝 い す る １ ０ ０ 歳 の 祝 い 、 結 婚 ５ ０ 周 年 を 迎 え ら れ た 御 夫 婦 へ の 記念

品 贈 呈 事 業 を 継 続 し て 実 施 い た し ま す 。 ま た 、 地 域 の 高 齢 者 が 仕 事 を 通 じ て 積 極

的 に 社 会 参 加 し 、 家 庭 や 地 域 に 活 力 を 生 み 出 す た め の 活 動 の 要 と な る シ ル バ ー 人

材 セ ン タ ー に 対 す る運 営 補 助 や 、 高 齢 者の 方 が 安 心 し て 生 活し て い た だ け る よ う、

必要に応じた養護老人ホーム等への措置経費等を計上しております。  

次に、「４  児童・母子福祉の推進」でございます。  

少 子 化 問 題 へ の 対 応 と い た し ま し て は 、 子 育 て 不 安 の 解 消 を 目 指 す こ と が 大切

で あ り 、 保 育 所 、 認 定 こ ど も 園 な ど に 対 す る 運 営 補 助 を 行 い ま す 。 ま た 、 保 育 ニ

ー ズ が 高 い 延 長 保 育 、 一 時 預 か り 保 育 、 障 害 児 保 育 に 対 し て も 助 成 等 を 行 う 等 、

保育サービスの充実を図ります。  

な お 、 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 保 育 士 の 負 担 軽 減 を 目 的 と し た 無 呼 吸 ア ラ ー ム の 導入

及び園児の情報管理を自動化するためのシステム導入に対する補助も行います。  

７ページになります。「７  福祉医療対策の推進」でございます。  

障 害 の あ る 方 、 ひ と り 親 家 庭 、 子 ど も の 健 康 の 保 持 と 増 進 を 図 る た め 、 医 療費
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助 成 を 引 き 続 い て 実 施 い た し ま す 。 子 ど も 医 療 費 助 成 に つ い て は 、 平 成 ２ ８ 年 度

よ り 、 中 学 校 卒 業 ま で 「 入 院 の み 」 か ら 「 入 院 及 び 通 院 」 へ 助 成 を 拡 充 し て お り

ま す 。 ま た 、 子 ど も 医 療 費 助 成 の う ち 、 未 就 学 児 を 対 象 と し て 、 平 成 ３ １ 年 ８ 月

よ り 「 償 還 払 い 」 か ら 「 現 物 給 付 」 へ 助 成 制 度 を 充 実 さ せ る 予 定 で あ り 、 平 成 ３

０年度は当該制度への対応を行います。  

８ページをお開きください。「１３  保健衛生事業の推進」でございます。  

住 民 の 健 康 維 持 ・ 向 上 の た め 、 病 気 に な る 前 の 予 防 に 注 力 し て い ま す 。 子 ども

を 対 象 と し た イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン 、 Ｂ 型 肝 炎 、 お た ふ く 風 邪 、 ロ タ ウ イ ル ス

ワ ク チ ン な ど の 予 防 接 種 や 、 が ん 検 診 、 乳 幼 児 健 診 を 初 め 、 健 康 に 関 す る 相 談 事

業 な ど を 引 き 続 き 実 施 す る と と も に 、 地 域 医 療 の 確 保 の た め 、 国 保 中 央 病 院 へ の

運 営 負 担 金 の ほ か 、 救 急 医 療 の 病 院 輪 番 制 、 休 日 応 急 診 療 所 、 産 婦 人 科 一 次 救 急

に係る経費の負担を行います。  

ま た 、 妊 娠 期 か ら 子 育 て 期 ま で の 切 れ 目 の な い サ ポ ー ト を 行 う 川 西 町 版 ネ ウボ

ラ 事 業 の 充 実 を 行 い 、 産 後 の 母 親 の 心 身 ケ ア や 育 児 サ ポ ー ト な ど の 支 援 を 行 い ま

す。  

１０ページをお開きください。「１７  環境衛生の推進」でございます。  

廃 棄 物 の 適 正 処 理 と 減 量 化 を 図 る た め 、 資 源 ご み 分 別 収 集 に つ き ま し て も 、引

き 続 き そ の 定 着 を 図 り ま す 。 町 内 の 清 掃 活 動 や 資 源 回 収 に 対 し ま し て も 助 成 を 継

続し、リサイクル意識の向上と、さらなる廃棄物の減量化を図ってまいります。  

ま た 、 山 辺 ・ 県 北 西 部 広 域 環 境 衛 生 組 合 で 進 め て い る 廃 棄 物 処 理 施 設 へ の 交付

金 確 保 の た め 、 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 及 び 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 の 策 定 経 費 及 び

老朽化したごみ収集車の購入費も計上しております。  

次に、 「１ ８  人権 施策事 業」 及び １１ ページ の「 １９  人 権文化 セン ター 等運

営事業」でございます。  

あ ら ゆ る 差 別 撤 廃 に 向 け た 人 権 啓 発 に 引 き 続 き 取 り 組 む と と も に 、 住 民 交 流、

地 域 の 福 祉 の 拠 点 と も な り ま す 東 西 両 人 権 文 化 セ ン タ ー 等 の 経 費 を 計 上 し て お り

ま す 。 な お 、 人 権 文 化 セ ン タ ー に つ き ま し て は 、 従 来 ど お り 補 助 金 を 利 用 し な が

ら事業を運営します。  

続きまして、産業建設部関係の予算でございます。  

１２ペ ージ をお 開き くださ い 。 「２  農 業基盤 の整 備」 「 ３  農業 振興 」で ござ

います。  

井 堰 改 修 等 の 農 業 基 盤 の 整 備 、 多 面 的 機 能 農 地 維 持 対 策 事 業 の 実 施 、 結 崎 ネブ

カ の 地 域 ブ ラ ン ド 推 進 の た め の 経 費 、 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 の 更 新 経 費 等 を 計 上

いたしました。  

ま た 、 国 営 大 和 紀 伊 平 野 土 地 改 良 事 業 が 平 成 ２ ９ 年 度 中 に 完 了 す る た め 、 起債

償還のための地元負担金を計上しています。  

次に、「４  環境整備事業の整理」でございます。  

第 １ 浄 化 セ ン タ ー 周 辺 環 境 整 備 事 業 に 係 る 道 路 及 び 水 路 等 に つ い て 、 未 登 記で
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ある土地の所有権整理のため、分筆登記業務等を実施します。  

次に、「５  道路整備の推進」でございます。  

道 路 及 び 橋 梁 に 係 る 長 寿 命 化 対 策 事 業 や 維 持 補 修 工 事 、 町 道 除 草 工 事 、 道 路拡

幅工事等の経費を計上しております。  

１３ページになります。「６  公園維持管理事業費」でございます。  

健 康 増 進 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 と し て 利 用 し て い た だ い て い る 都 市 公 園の

遊 具 に つ い て 、 調 査 ・ 点 検 及 び 維 持 補 修 を 行 い 、 各 世 代 に 、 よ り 使 い や す く す る

ための施設整備費を計上しております。  

次に、「７  公営住宅管理事業」でございます。  

公 営 住 宅 の 管 理 経 費 及 び 公 営 住 宅 等 長 寿 命 化 計 画 に 基 づ き 、 老 朽 化 し た 住 宅の

外壁塗装工事等に要する経費を計上しております。  

続きまして、教育委員会関係の予算でございます。  

１４ページをお開きください。「１  学校教育の推進」でございます。  

将 来 の 川 西 町 を 担 う 幼 稚 園 児 、 小 中 学 生 の た め の 学 校 教 育 の 推 進 で ご ざ い ま す 。  

ま ず 、 新 年 度 に お け る 園 児 ・ 児 童 数 で ご ざ い ま す が 、 幼 稚 園 は １ ０ ７ 名 、 小学

校は４０７名の見込みとなっております。  

予 算 に つ き ま し て は 、 事 務 局 費 と し て 、 学 校 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 事 業 を 活 用 して

の 放 課 後 子 ど も 学 習 支 援 事 業 の 継 続 、 教 育 振 興 費 と し て 、 保 護 者 の 負 担 軽 減 や 、

貝 ボ タ ン の Ｐ Ｒ の た め 、 新 １ 年 生 に 対 し 、 校 名 入 り 貝 ボ タ ン を つ け た 制 服 の 支 給

を 継 続 し ま す 。 ま た 、 経 済 的 な 理 由 に よ り 就 学 が 困 難 な 児 童 の 保 護 者 に 対 す る 就

学 援 助 費 の 支 給 も 継 続 実 施 し ま す が 、 新 入 学 児 童 の 学 用 品 費 に つ い て は 、 入 学 前

に支給できるよう改めたところでございます。  

社 会 科 副 読 本 制 作 費 に つ き ま し て は 、 小 学 校 ３ 年 生 以 上 に 配 布 し て お り ま す川

西 町 の 社 会 科 副 読 本 を 教 育 課 程 の 改 定 に 伴 い 改 訂 す る も の で ご ざ い ま し て 、 平 成

３ ０ 年 度 は 副 読 本 の 原 稿 を 作 成 す る た め の 事 務 用 品 費 等 を 計 上 し 、 平 成 ３ １ 年 度

に製本、平成３２年度に配布する計画でございます。  

川 西 小 学 校 管 理 費 及 び 川 西 幼 稚 園 管 理 運 営 費 に つ き ま し て は 、 小 学 校 及 び 幼稚

園 の 管 理 運 営 に 必 要 と な る 経 費 に 加 え 、 預 か り 保 育 実 施 に 係 る 経 費 並 び に 副 担 任

制 を 初 め と す る 各 種 支 援 員 の 配 置 に 係 る 経 費 な ど に つ き ま し て 引 き 続 き 計 上 い た

しております。  

そ の 他 、 中 学 校 費 で は 、 全 校 生 徒 ３ ５ １ 名 、 そ の う ち 川 西 町 生 徒 分 の 分 担 金 を 、

委託費として天理市の二階堂小学校・幼稚園への委託経費を計上しております。  

１ ５ ペ ー ジ に な り ま す 。 給 食 運 営 費 に お き ま し て 、 管 理 運 営 経 費 に 加 え 、 平成

２９年度から公会計化とした学校給食費に係る経費を計上いたしました。  

次に、「３  生涯学習等の推進」でございます。  

文 化 会 館 の 修 繕 と し て 、 監 視 カ メ ラ の Ｈ Ｄ Ｄ 交 換 、 火 災 受 信 盤 の 入 れ 替 え 及び

昨 年 度 に 引 き 続 き 空調 設 備 の 改 修 工 事 を実 施 し ま す 。 コ ス モス ホ ー ル に つ い て も、

老 朽 化 し た ピ ン ス ポ ッ ト 及 び ロ ビ ー に 設 置 し て い る ソ フ ァ ー 、 テ ー ブ ル な ど の 入
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れかえを行います。  

ま た 、 各 種 の 文 化 活 動 や 講 座 、 町 文 化 祭 を 含 め た 芸 術 文 化 振 興 に 係 る 事 業 、文

化 教 室 な ど の 開 催 費 用 並 び に 本 町 の 文 化 活 動 の 拠 点 と な る 文 化 会 館 の 管 理 ・ 運 営

費を計上しております。  

１６ページをお開きください。「４  文化財保存事業の推進」でございます。  

地 域 の 文 化 資 源 を 保 存 ・ 継 承 し て い る 団 体 等 に 対 す る 支 援 並 び に 島 の 山 古 墳に

係 る 出 土 物 の 整 理 、 報 告 書 の 作 成 、 基 本 計 画 の 策 定 等 の 業 務 委 託 、 古 墳 周 辺 の ガ

ードレール更新工事に要する経費等を計上しております。  

次 に 、 「 ５  ふ れ あ い セ ン タ ー の 運 営 及 び 図 書 館 の 充 実 」 、 １ ７ ペ ー ジ の 「 ６  

社会体育の推進」「７  子どもセンター運営」でございます。各施設の運営管理費

を計上しております。  

ふ れ あ い セ ン タ ー に お き ま し て は 、 経 年 劣 化 に 伴 う 屋 根 、 外 壁 な ど の 改 修 及び

トイレの洋式化を行うための設計委託経費等を計上しております。  

図 書 館 に つ き ま し て は 、 書 籍 購 入 費 及 び 平 成 ２ ９ 年 度 に 更 新 し た 図 書 館 管 理シ

ス テ ム の 運 用 経 費 等 を 計 上 し て お り ま す 。 体 育 施 設 に 関 し ま し て は 、 指 定 管 理 委

託 料 、 中 央 体 育 館 ア リ ー ナ の 電 動 カ ー テ ン 及 び カ ー テ ン レ ー ル の 取 替 え 、 健 民 運

動 場 南 東 側 に 設 置 し て い る 野 球 用 ベ ン チ の 撤 去 及 び 新 設 工 事 に 要 す る 経 費 等 を 計

上しております。  

ま た 、 災 害 避 難 所 と し て の 機 能 を 充 実 さ せ る た め 、 中 央 体 育 館 に お い て 、 武道

場 の 空 調 整 備 、 ト イ レ 及 び シ ャ ワ ー 室 の 改 修 、 自 家 発 電 機 の 設 置 な ど を 行 う た め

の設計委託経費を計上しております。  

子 ど も セ ン タ ー に 関 し ま し て は 、 野 外 活 動 、 創 作 教 室 等 、 地 域 ふ れ あ い 事 業を

引き続き実施いたします。  

以 上 、 一 般 会 計 予 算 に つ い て 、 「 平 成 ３ ０ 年 度 当 初 予 算 案 の 主 要 施 策 の 概 要」

に基づき説明いたしました。  

続いて、債務負担行為に付する事業について御説明いたします。  

「平成３０年度一般会計予算書」の９ページをお開きください。  

川 西 町 防 災 行 政 無 線 デ ジ タ ル 化 整 備 事 業 に つ き ま し て は 、 基 本 設 計 か ら 固 定局

や 戸 別 受 信 機 な ど の 整 備 ま で の 期 間 が ２ カ 年 度 に わ た り ま す こ と か ら 、 次 年 度 へ

の債務負担をお願いするものであります。  

駅 周 辺 整 備 建 築 設 計 業 務 に つ き ま し て も 、 駅 前 に 設 置 予 定 の 附 属 施 設 に 係 る基

本 設 計 ・ 実 施 設 計 の 業 務 履 行 期 間 が ２ カ 年 度 に わ た り ま す こ と か ら 、 次 年 度 へ の

債務負担をお願いするものであります。  

川 西 町 体 育 施 設 等 指 定 管 理 委 託 料 に つ き ま し て は 、 町 内 の 体 育 施 設 等 に 係 る管

理 を 指 定 管 理 に よ る 委 託 と し て 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら ３ 年 間 と す る た め 、 平 成 ３ ２

年度までの債務負担をお願いするものであります。  

川 西 町 中 央 体 育 館 改 修 工 事 設 計 監 理 委 託 業 務 に つ き ま し て は 、 改 修 工 事 そ のも

の の 着 工 が 次 年 度 に な り ま す こ と か ら 、 次 年 度 へ の 債 務 負 担 を お 願 い す る も の で
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あります。  

続いて、各特別会計について御説明を申し上げます。  

議案第２号、平成３０年度国民健康保険特別会計予算についてでございます。  

当 会 計 に つ き ま し て は 、 平 成 ３ ０ 年 度 よ り 国 民 健 康 保 険 の 運 営 が 市 町 村 単 位か

ら 県 単 位 に な る た め 、 国 民 健 康 保 険 料 の 税 率 等 の 制 定 を 、 こ れ ま で の ４ 方 式 か ら

資 産 割 を 廃 止 し た ３ 方 式 に 変 更 を 行 い 、 被 保 険 者 の 負 担 軽 減 の た め 、 財 政 調 整 基

金を取り崩して活用する形で予算計上しております。  

ま た 、 こ れ ま で 高 額 な 医 療 費 の 発 生 に よ る 保 険 者 の 財 政 負 担 の 緩 和 や 保 険 者間

の 平 準 化 を 図 る た め に 、 国 民 健 康 保 険 連 合 会 が 実 施 主 体 の 共 同 事 業 に 係 る 拠 出 金

及 び 交 付 金 を 予 算 計 上 し て き ま し た が 、 県 単 位 化 後 は 当 該 事 業 の 予 算 計 上 が 不 要

と な る こ と か ら 、 歳入 歳 出 総 額 は 、 対 前年 度 ２ 億 ２ ,８ ６ ８万 円 減 の 総 額 ９ 億 ８ ,

１８５万円を計上いたしております。  

次 に 、 議 案 第 ３ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 予 算 に つ い て で ござ

います。  

当 会 計 に つ き ま し て は 、 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 へ の 納 付 金 等 の 増 に よ り 、対

前 年 度 １ ,３ ２ ０ 万円 の 増 、 予 算 総 額 は１ 億 ４ ,２ １ ８ 万 円を 計 上 い た し て お りま

す。  

次 に 、 議 案 第 ４ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 予 算 に つ い て でご

ざいます。  

当 会 計 に つ き ま し て は 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら ３ ２ 年 度 ま で の 計 画 で あ る 第 ７ 期介

護 保 険 事 業 計 画 に 基 づ き 、 当 該 計 画 の 初 年 度 と し て 予 算 計 上 し て お り ま す 各 種 サ

ービス利用の見込みや保険料の変更等により、対前年度８ ,４３６万円の減、予算

総額８億５ ,８６９万円を計上いたしております。  

次 に 、 議 案 第 ５ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 に つ い てで

ございます。  

本 事 業 に つ き ま し て は 、 奈 良 県 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金 回 収 管 理 組 合 に お い て債

権 回 収 を 行 っ て お り 、 組 合 に よ り 回 収 さ れ た 貸 付 金 を 返 戻 金 と し て 受 け 入 れ て お

り ま す 。 当 会 計 の 予 算 と し て 、 公 債 費 の 減 等 に よ り 、 対 前 年 度 １ ７ ６ 万 円 の 減 、

予算総額５２６万円を計上いたしております。  

次に、議案第６号、平成３０年度水道事業会計予算についてでございます。  

水 道 事 業 に つ き ま し て は 、 給 水 戸 数 ３ ,７ ６ ０ 戸 、 年 間 総 給 水 量 ８ ９ 万 ５ ,０ ０

０立方メートルを予定し、水道事業収益２億２ ,０６２万円、水道事業費用は １億

９ ,４ ６ ４ 万 円 、 資本 的 収 入 ５ ４ ３ 万 円、 資 本 的 支 出 ６ ,１９ ２ 万 円 を 予 定 し てお

ります。  

な お 、 磯 城 郡 に お け る 水 道 広 域 化 を 目 指 し 、 田 原 本 町 水 道 部 内 に 設 置 予 定 の磯

城 郡 水 道 事 業 体 設 立 準 備 室 の 運 営 に 係 る 負 担 金 及 び 県 が 実 施 す る 磯 城 郡 水 道 広 域

化共同調査研究事業に係る負担金を新たに計上しております。  

次に、議案第７号、平成３０年度下水道事業会計予算についてでございます。  
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下水道事業につきましては、水洗化人口 ７ ,０４５人、年間総処理水量約１０２

万 ２ ,０ ０ ０ 立 方 メー ト ル を 予 定 し 、 収益 的 収 入 ・ 支 出 は ２億 ５ ,６ ５ ６ 万 円 、資

本的収入・支出は１億６ ,３５７万円を予定しております。  

以 上 が 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 、 特 別 会 計 及 び 水 道 事 業 会 計 、 下 水 道事

業会計の予算案の概要でございます。  

平 成 ３ ０ 年 度 に お き ま し て も 、 川 西 町 が 直 面 す る 諸 課 題 に 対 し ま し て 取 り 組み

の 強 化 を 行 い 、 よ り 一 層 将 来 を 見 据 え た 町 政 の 運 営 に 努 め た い と 考 え て お り ま す

ので、議員各位の御理解と御協力をお願いする次第でございます。  

続きまして、平成２９年度の補正予算について御説明申し上げます。  

議案第８号、平成２９年度川西町一般会計補正予算についてでございます。  

１６ページをお開きください。まず、歳出についてでございます。  

款１ .議会費におきましては、職員の配置により予定していたアルバイト職員の

賃金などが不要となったことから、１３１万円の減額をお願いするものです。  

款２ .総務費  項１ .総務管理費におきましては、実施時期の翌年度への変更や事

業 実 績 に よ り 、 デ ジ タ ル 防 災 行 政 無 線 整 備 事 業 費 や 行 政 評 価 制 度 構 築 業 務 委 託 費

の 減 、 年 度 途 中 で の 退 職 に よ る 退 職 手 当 組 合 特 別 負 担 金 の 増 、 基 金 の 積 み 増 し な

どにより、差し引き２億９ ,１６１万円の減額、１７ページに移っていただき、項

２ .徴税費におきまして、 公売及び強制執行を行う必要がなくなったことによる弁

護士委託料など２０３万円の減額、項３ .戸籍住民基本台帳費におきまして、国補

助 金 の 確 定 に よ り 、 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 等 へ 旧 姓 表 記 を す る た め の シ ス テ ム 改 修

費４０６万円の減額、項５ .統計調査費におきましても、国補助金の確定により財

源更正をお願いするものでございます  

１８ページを御覧ください。款３ .民生費  項１ .社会福祉費におきましては、職

員 の 退 職 に 伴 う 人 件 費 の 減 に よ る 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 へ の 繰 出 金 の 減 、 事

業 実 績 に よ る 臨 時 福 祉 給 付 に 係 る 国 へ の 返 還 金 の 増 な ど 、 差 し 引 き １ ９ ９ 万 円 の

増額、項２ .児童福祉費におきまして、 事業実績により、保育所及び認定こども園

の運営委託費など３６４万円の増額、款４ .衛生費  項１ .保健衛生費におきまして、

事業実績により上水道老朽管更新事業の一般会計負担金１６０万円の減額、項２ .

清 掃 費 に お き ま し て 、 入 札 執 行 に よ る 分 別 収 集 指 定 袋 及 び 塵 芥 車 購 入 費 の 不 用 額

３７０万円の減額をお願いするものです。  

１９ページに移っていただき、款５ .農商工業費  項１ .農業費におきましては、

国補助金の確定により財源更正をお願いするもの、項２ .商工費におきまして、唐

院 工 業 団 地 拡 幅 予 定 地 の 確 定 に 時 間 を 要 し 、 予 定 し て い た 用 地 測 量 及 び 境 界 明 示

業務が実施できなかったため、委託料３００万円の減額、款６ .土木費  項１ .土木

管 理 費 に お き ま し て 、 第 １ 浄 化 セ ン タ ー 周 辺 環 境 整 備 事 業 に 係 る 未 登 記 地 の 分 筆

登記等委託実績により、委託料５２３万円の減額、 項２ .道路橋梁費におきまして、

事 業 実 績 に よ る 道 路 ・ 橋 梁 長 寿 命 化 対 策 工 事 費 の 減 、 設 計 変 更 に よ る 町 道 拡 幅 工

事の実施年度変更などにより、１億４ ,２７２万円の減額をお願いするものでござ
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います。  

２０ページを御覧ください。項３ .都市計画費におきまして、入札執行による駅

前 周 辺 整 備 事 業 に 係 る 請 負 金 額 の 減 少 や 、 業 務 進 捗 に 伴 う 業 務 量 の 減 少 な ど に よ

り 、 １ ,６ ２ ９ 万 円の 減 額 、 項 ４ .住 宅費 に お き ま し て 、 事業 実 績 に よ る 公 営 住宅

修理費３００万円の減額、款８ .教育費  項１ .教育総務費におきまして、対象者の

減 に よ る 就 園 ・ 就 学 助 成 費 の 減 な ど に よ り 、 １ ７ ６ 万 円 の 減 額 、 ２ １ ペ ー ジ に 移

っていただき、項２ .小学校費におきまして、実績に伴うアルバイト賃金 の減及び

パ ソ コ ン の 導 入 時 期 が 変 更 と な っ た こ と に よ る パ ソ コ ン 使 用 料 等 の 減 に よ り 、 ４

７５万円の減額、項４ .中学校費におきまして、平成２９年度執行額の精算に伴う

式下中学校川西町分担金の減により、２１５万円の減額、 項５ .幼稚園費におきま

して、運動場改修工事の執行実績により 、１５３万円の減額、項６ .社会教育費に

お き ま し て 、 文 化 会 館 に お け る 第 １ 期 空 調 設 備 改 修 工 事 な ど 各 種 事 業 実 績 に よ る

減 、 県 補 助 の 不 採 択 に よ る 事 業 の 未 実 施 、 町 職 員 の 配 置 に よ る ア ル バ イ ト 賃 金 の

減 な ど に よ り 、 １ ,９ ７ ８ 万 円 の 減 額 、２ ２ ペ ー ジ に 移 っ てい た だ き 、 項 ７ .保健

体 育 費 に お き ま し て は 、 施 設 備 品 の 購 入 実 績 に よ り 、 ３ ０ 万 円 の 減 額 を お 願 い す

るものでございます。   

主な歳出につきましては以上です。  

次に、歳入につきましては、戻っていただいて、１１ページを御覧ください。  

款１３ .国庫支出金におきましては、実績により補正を行うもので、主に児童措

置 費 国 庫 負 担 金 の 増 、 道 路 橋 梁 費 補 助 金 や 都 市 公 園 等 整 備 交 付 金 の 減 な ど 、 差 し

引き４ ,８６０万円の減額をお願いするものでございます。  

１２ページを御覧ください。款１４ .県支出金におきましても、実績により補正

を 行 う も の で ご ざ い ま し て 、 主 に 児 童 措 置 費 県 費 負 担 金 の 増 、 ま ち づ く り 連 携 事

業 補 助 金 や 社 会 教 育 費 補 助 金 の 減 な ど 、 差 し 引 き ２ ４ ５ 万 円 の 減 額 を お 願 い す る

ものでございます。  

１３ページに移っていただき、款１６ .寄附金におきまして、社会福祉法人いわ

れ会 から の 指定 寄附 金６ 万１ ,０ ０ ０円 の増 額、 款 １７ .繰 入金  項 １ .基金 繰 入 金

に お き ま し て 、 文 化 会 館 に お け る 第 １ 期 空 調 設 備 改 修 工 事 、 第 １ 浄 化 セ ン タ ー 周

辺 環 境 整 備 事 業 に 係 る 分 筆 登 記 委 託 等 に 係 る 原 資 と し て 、 地 域 づ く り 振 興 基 金 、

環 境 整 備 基 金 等 の 基 金 の 取 り 崩 し を 予 定 し て お り ま し た が 、 当 初 予 定 よ り 工 事 費

や委託費などが少額で済んだことから、２ ,１２４万円の減額、１４ページに移っ

ていただき、項２ .他会計繰入金におきまして、国民健康保険特別会計における奈

良県特別調整交付金の増により７６万円の増額、 款１９ .諸収入におきまして、新

市 町 村 振 興 宝 く じ 交 付 金 の 減 及 び 後 期 高 齢 者 医 療 給 付 費 負 担 金 の 返 還 に 伴 う 増 、

差し引き７４万円の増額、款２０ .町債におきまして、デジタル防災行政無線の整

備 年 度 変 更 に 伴 う 緊 急 防 災 ・ 減 債 事 業 債 の 減 、 道 路 橋 梁 長 寿 命 化 対 策 工 事 等 の 補

助 対 象 額 が 確 定 し た こ と に 伴 う 公 共 事 業 債 の 減 、 町 道 拡 幅 工 事 の 実 施 年 度 変 更 に

伴う地方道路等整備事業債の減など、計４億２ ,８５０万円の減額をお願いするも
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のです。  

以上によりまして、歳入歳出それぞれ４億９ ,９２３万円の減額補正をお願いす

る も の で あ り ま す 。 こ れ に よ り ま し て 、 平 成 ２ ９ 年 度 の 一 般 会 計 予 算 の 総 額 は 、

歳入歳出それぞれ４１億６ ,５５７万円となります。  

そのほか、繰越明許としまして、６ページを御覧ください。  

産 業 団 地 形 成 事 業 に 係 る 市 街 化 区 域 編 入 協 議 図 書 作 成 事 業 及 び 川 西 幼 稚 園 ・小

学 校 空 調 設 備 設 置 事 業 に つ い て 、 今 年 度 中 で の 執 行 が 困 難 な こ と か ら 、 翌 年 度 に

繰り越して使用するため、１億８８２万円の繰越明許費をお願いいたします。  

７ページを御覧ください。債務負担行為の補正についてでございます。  

国 庫 補 助 の 減 に よ る 事 業 量 の 縮 小 に 伴 い 、 債 務 負 担 行 為 の 廃 止 を お 願 い す るも

のでございます。  

８ページを御覧ください。地方債限度額の補正についてでございます。  

各 種 事 業 の 実 績 に 合 わ せ て 、 そ れ ぞ れ 限 度 額 の 減 額 を お 願 い す る も の で ご ざい

ます。  

次 に 、 議 案 第 ９ 号 、 平 成 ２ ９ 年 度 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ い て でご

ざいます。  

４ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 保 健 セ ン タ ー で 策 定 し た 第 １ 次 食 育 推 進 計 画 （ 後期

計 画 ） に つ い て 、 国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 に 係 る 部 分 の 策 定 費 用 に 対 し て 県 補 助 金

が交付されたため、歳入歳出とも７６万８ ,０００円の増額をお願いするものでご

ざいます。  

これによりまして、同特別会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ１ ２億１ ,９９

４万円となります。  

次 に 、 議 案 第 １ ０ 号 、 平 成 ２ ９ 年 度 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ いて

でございます。  

４ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 保 険 料 収 納 額 の 増 額 見 込 み に 伴 う 後 期 高 齢 者 医 療広

域 連 合 へ の 保 険 料 負 担 金 の 増 等 に よ り 、 歳 入 歳 出 と も １ ９ ５ 万 円 の 増 額 を お 願 い

するものでございます。  

これによりまして、同特別会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ１億 ３ ,０９２

万円となります。  

次 に 、 議 案 第 １ １ 号 、 平 成 ２ ９ 年 度 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 補 正 予 算 に つい

てでございます。  

４ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 職 員 の 退 職 等 に 伴 う 人 権 費 の 実 績 見 込 み 減 に よ り、

歳入歳出とも４００万円の減額をお願いするものでございます。  

これによりまして、 同特別会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ ９億４ ,４６２

万円となります。  

次 に 、 議 案 第 １ ２ 号 、 平 成 ２ ９ 年 度 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て で ご ざ いま

す。  

３ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 収 益 的 収 入 に お き ま し て 、 水 道 料 金 の 収 入 減 、 新規
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給水の減少に伴うその他営業収益の減などにより 、１ ,１０４万円の減額、収益的

支 出 に お き ま し て 、 県 水 受 水 費 の 増 、 減 価 償 却 費 及 び 消 費 税 の 増 、 受 託 工 事 費 の

減などにより、差し引き５２４万円の増額をお願いするものでございます。  

４ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 資 本 的 収 入 に お き ま し て 、 上 水 道 の 老 朽 管 更 新 事業

の 一 部 が 国 庫 補 助 の 対 象 と な っ た こ と に よ り 、 １ ６ ０ 万 円 の 減 額 、 資 本 的 支 出 に

お き ま し て 、 大 和 中 央 道 の 水 道 管 布 設 工 事 が 中 央 道 の 工 事 延 期 に よ り 未 執 行 と な

ったことにより、２ ,４２０万円の減額をお願いするものでございます。  

以 上 に よ り、 収 益 的収 入  第 １ 款 水 道事業 収 益 は ２億 ２ ,５３ ７ 万 円 、収 益 的 支

出  第１款水道事業費用は２億１ ,３８９万円、資本的収入  第１款資本的収入は７

３９万円、資本的支出  第１款資本的支出は５ ,４９６万円となります。  

次 に 、 議 案 第 １ ３ 号 、 平 成 ２ ９ 年 度 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て で ご ざい

ます。  

まず、起債限度額の補正についてでございます。  

２ ペ ー ジ の 第 ４ 条 を 御 覧 く だ さ い 。 事 業 実 績 に 合 わ せ て 限 度 額 の 増 を お 願 いす

るものでございます。  

３ ペ ー ジ を ご ら ん く だ さ い 。 収 益 的 収 入 に お き ま し て 、 下 水 道 料 金 の 収 入 減、

消 費 税 の 還 付 に よ るそ の 他 特 別 利 益 の 増な ど に よ り 、 差 し 引き １ ２ ５ 万 円 の 増 額、

収 益 的 支 出 に お き ま し て 、 委 託 料 や 工 事 費 の 減 に よ る 管 渠 費 の 減 、 消 費 税 確 定 に

よ る そ の 他 特 別 損 失 の 減 な ど に よ り 、 ９ ４ ８ 万 円 の 減 額 を お 願 い す る も の で ご ざ

います。  

以 上 に よ り、 収 益 的収 入  第 １ 款 下 水道事 業 収 益 は２ 億 ７ ,８ ３ １ 万 円、 収 益 的

支出  第１款下水道事業費用は２億６ ,２４８万円、資本的収入  第１款資本的収入

は２億５１６万円、資本的支出  第１款資本的支出は２億５１６万円となります。  

以上が、平成２９年度の補正予算関係でございます。  

続 き ま し て 、 条 例 の 制 定 及 び 一 部 改 正 等 、 予 算 外 議 案 に つ い て 御 説 明 い た しま

す。  

ま ず 、 議 案 第 １ ４ 号 、 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つい

てでございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 地 方 公 共 団 体 の 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用等

に 関 す る 法 律 に 基 づ き 、 役 場 業 務 で は 得 ら れ に く い 専 門 的 な 知 識 や 経 験 を 備 え た

人 材 ま た は 公 務 の 能 率 的 運 営 に 必 要 な 人 材 を 確 保 す る た め の 条 例 の 制 定 で ご ざ い

ます。  

次 に 、 議 案 第 １ ５ 号 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つい

て 、 議 案 第 １ ６ 号 、 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て で ご ざ い

ます。  

こ れ ら は 、 先 ほ ど 説 明 い た し ま し た 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条例

の 制 定 に 伴 い 、 短 時 間 勤 務 の 任 期 付 職 員 に 係 る １ 週 間 の 勤 務 時 間 、 週 休 日 及 び 勤

務 時 間 の 割 り 振 り 、 年 次 有 給 休 暇 の 日 数 な ど 、 服 務 規 程 を 整 備 す る た め の 改 正 で
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ございます。  

次 に 、 議 案 第 １ ７ 号 、 川 西 町 行 政 組 織 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 １ ８ 号 、

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正についてでございます。  

こ れ ら は 、 組 織 の 簡 素 化 を 目 的 と し た 組 織 改 革 の 実 施 に よ る も の で ご ざ い まし

て 、 部 の 廃 止 と 課 の 統 廃 合 及 び 級 別 基 準 職 務 表 を 変 更 す る た め の 改 正 で ご ざ い ま

す。  

次 に 、 議 案 第 １ ９ 号 、 川 西 町 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つい

てでございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 軽 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 の 課 税 免 除 の 特 例を

加 え る 規 定 の 整 備 で あ り 、 県 内 の 全 市 町 村 が 奈 良 県 の 税 条 例 の 規 定 に 統 一 す る た

めの改正でございます。  

次 に 、 議 案 第 ２ ０ 号 、 川 西 町 後 期 高 齢 者 医 療 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ いて

でございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 高 齢 者 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 の 改 正 に 伴う

も の で ご ざ い ま し て 、 国 民 健 康 保 険 法 上 の 住 所 地 特 例 の 適 用 を 受 け て い る 被 保 険

者 が 、 ７ ５ 歳 到 達 等 に よ り 後 期 高 齢 者 医 療 に 加 入 す る 場 合 、 特 例 を 引 き 継 ぎ 、 従

前 の 住 所 地 の 後 期 高齢 者 医 療 広 域 連 合 の被 保 険 者 と す る た めの 改 正 で ご ざ い ま す。  

次 に 、 議 案 第 ２ １ 号 、 川 西 町 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第２

２号、川西町国民健康保険税条例の一部改正についてでございます。  

こ れ ら は 、 国 民 健 康 保 険 法 施 行 令 の 改 正 に よ り 、 国 民 健 康 保 険 の 運 営 が 市 町村

単位から県単位になることに伴う条例改正でございます。  

主 な 改 正 内 容 は 、 国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 会 等 に 係 る 表 現 の 変 更 、 出 産 育 児 一時

金 の 加 算 額 の 変 更 、基 礎 課 税 額 等 の 定 義の 変 更 、 保 険 税 率 の変 更 等 で ご ざ い ま す。

な お 、 保 険 税 率 に つ き ま し て は 、 平 成 ３ ６ 年 度 に 保 険 料 水 準 の 県 内 統 一 が 予 定 さ

れ て お り ま す が 、 被 保 険 者 の 急 激 な 負 担 増 を 避 け る た め 、 段 階 的 に 保 険 料 率 を 見

直 す こ と と し て お り ま す 。 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 賦 課 方 式 の 見 直 し と あ わ せ 、 基 金 の

取り崩しも考慮しながら保険税率の設定を行っています。  

次 に 、 議 案 第 ２ ３ 号 、 川 西 町 指 定 介 護 支 援 事 業 者 の 指 定 に 関 し 必 要 な 事 項 並び

に 指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 に つ い て

でございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 １ 日 よ り 指 定 居 宅 介 護 支 援事

業 者 の 指 定 権 限 が 都 道 府 県 か ら 市 町 村 へ 移 譲 さ れ る こ と に 伴 い 、 当 該 事 業 者 の 指

定基準等について条例を制定するものでございます。  

次に、議案第２４号、川西町介護保険条例の一部改正についてでございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 第 ７ 期 介 護 保 険 事 業 計 画 に 基 づ く 介 護 保 険料

等 の 変 更 及 び 介 護 保 険 法 の 改 正 に よ る 罰 則 規 定 対 象 者 の 見 直 し な ど を 行 う た め の

改 正 で ご ざ い ま す 。 な お 、 保 険 料 の 変 更 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ８ 年 度 末 時 点 の

介 護 保 険 準 備 基 金 へ の 積 立 額 （ ７ ６ ， ４ ９ １ 千 円 ） 全 額 を 取 り 崩 す な ど 、 保 険 料
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の軽減に努め、被保険者の負担に配慮しております。  

次 に 、 議 案 第 ２ ５ 号 、 川 西 町 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 の 指 定 に 関 し 必 要 な 事項

並 び に 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 支 援 等 に 係

る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 に

つ い て 、 議 案 第 ２ ６ 号 、 川 西 町 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 ２ ７ 号 、 川 西 町 指 定

地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 地 域 密 着 型

介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 を 定

める条例の一部改正についてでございます。  

こ れ ら の ３ 条 例 に つ き ま し て は 、 関 係 す る 厚 生 労 働 省 令 の 公 布 に 伴 い 、 各 事業

等の運営に関する基準の変更等を行うための改正でございます。  

次 に 、 議 案 第 ２ ８ 号 、 川 西 町 企 業 立 地 の 促 進 等 に よ る 地 域 に お け る 産 業 集 積の

形 成 及 び 活 性 化 に 関 す る 法 律 第 １ ０ 号 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 準 則 を 定 め る 条 例 の

一部改正についてでございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 関 係 す る 法 律 の 改 正 及 び 新 規 法 律 の 施 行 に伴

う も の で ご ざ い ま し て 、 根 拠 法 令 の 変 更 、 緑 地 面 積 等 の 緩 和 、 適 用 区 域 に 唐 院 工

業 団 地 を 追 加 、 唐 院 工 業 団 地 内 の 既 存 工 場 等 に 係 る 取 り 扱 い 規 定 の 整 備 等 を 行 う

ための改正でございます。  

次に、議案第２９号、川西町都市公園条例の一部改正についてでございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 都 市 公 園 法 の 改 正 に よ り 、 飲 食 店 、 売 店 等の

公 園 施 設 に つ い て 、 設 置 ・ 管 理 が で き る 者 を 公 募 に よ り 決 定 で き る 制 度 、 い わ ゆ

る 公 募 設 置 管 理 制 度 が 導 入 さ れ た こ と に 伴 い 、 引 用 条 項 の 変 更 を 行 う た め の 改 正

でございます。  

次 に 、 議 案 第 ３ ０ 号 、 川 西 町 消 防 団 員 等 公 務 災 害 補 償 条 例 の 一 部 改 正 に つ いて

でございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 非 常 勤 消 防 団 等 に 係 る 損 害 補 償 の 基 準 を 定め

る 政 令 の 改 正 に 伴 う も の で ご ざ い ま し て 、 非 常 勤 消 防 団 員 等 に 対 す る 損 害 補 償 に

係る補償基礎額に関しての改正でございます。  

次に、議案第３１号、川西町道路線の認定についてでございます。  

こ れ は 、 分 譲 住 宅 開 発 に よ る 道 路 移 管 や 駅 前 周 辺 整 備 事 業 の 計 画 策 定 等 に 伴 い 、

７路線について町道の新規認定を行うものでございます。  

次 に 、 議 案 第 ３ ２ 号 、 川 西 町 道 路 線 の 廃 止 に つ い て 、 議 案 第 ３ ３ 号 、 川 西 町道

路線の一部廃止についてでございます。  

こ れ ら は 、 公 営 住 宅 の 用 途 廃 止 や 公 営 住 宅 建 替 事 業 な ど 町 事 業 に よ る 区 画 形状

を 変 更 し た こ と に 伴 い 、 一 般 交 通 に 支 障 が な く な っ た 町 道 の 廃 止 ま た は 一 部 廃 止

を行うものでございます。  

次 に 、 議 案 第 ３ ４ 号 、 川 西 町 体 育 施 設 の 指 定 管 理 者 の 指 定 に つ い て で ご ざ いま

す。  
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こ れ は 、 体 育 館 や 運 動 公 園 な ど 町 内 ７ 体 育 施 設 の 指 定 管 理 に つ い て 、 Ｎ Ｐ Ｏ法

人 川 西 ス ポ ー ツ ク ラブ と の 契 約 期 間 が 今月 末 で 満 了 と な る ため 、 引 き 続 き ３ 年 間、

川 西 ス ポ ー ツ ク ラ ブ を 指 定 管 理 者 と し て 指 定 を 行 い た く 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も

のでございます。  

以上でございます。何とぞよろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   説明が終わりました。  

お諮りいたします。  

た だ い ま の 議 案 に つ い て は 、 各 関 係 委 員 会 に 付 託 す る こ と に 御 異 議 ご ざ い ませ

んか。  

       （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、厚生、総務・建設経済各常任委員会に付託

いたします。  

な お 、 各 委 員 会 の 開 催 は 、 既 に 配 付 し て お り ま す と お り お 取 り 計 ら い く だ さい

ますようお願い申し上げます。  

続 き ま し て 、 日 程 第 ３ ８ 、 諮 問 第 １ 号 及 び 日 程 第 ３ ９ 、 諮 問 第 ２ 号 、 人 権 擁護

委 員 候 補 者 の 推 薦 に つ い て 、 日 程 第 ４ ０ 、 同 意 第 １ 号 、 川 西 町 監 査 委 員 の 選 任 に

ついての３議案を一括議題といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括議題といたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長 （竹 村 匡 正君 ）   次 に、 諮 問第 １ 号 及 び 諮問 第 ２号 の 人 権 擁 護委 員 候補 者の

推薦についてでございます。  

こ れ は 、 現 在 、 人 権 擁 護 委 員 と し て 就 任 し て い た だ い て お り ま す 葛 原 の り 子委

員 、 岩 井 良 則 委 員 の 任 期 が 平 成 ３ ０ 年 ６ 月 末 で 満 了 と な る た め 、 後 任 と し て 、 池

田 安 希 子 氏 、 椿 井 勇 司 氏 を 委 員 候 補 者 と し て 推 薦 し た く 、 議 会 の 意 見 を 求 め る も

のでございます。  

池 田 氏 は 、 昭 和 ２ ５ 年 １ １ 月 ２ ２ 日 生 ま れ で ご ざ い ま す 。 昭 和 ４ ６ 年 か ら 平成

２２年まで、八尾市の小学校教諭として勤務をなされました。  

椿 井 氏 は 、 昭 和 ２ ９ 年 ９ 月 ４ 日 生 ま れ で ご ざ い ま す 。 昭 和 ５ ８ 年 か ら 平 成 ２６

年 ま で 、 奈 良 市 の 高 校 教 諭 と し て 勤 務 を な さ れ 、 退 職 後 も 、 天 理 大 学 の 非 常 勤 講

師、川西町の人権教育推進協議会理事として御活躍されております。  

両 名 と も 長 年 に わ た り 教 諭 と し て 人 権 教 育 に 携 わ っ て お ら れ 、 人 権 問 題 に 精通

しておられます。  

次に、同意第１号、川西町監査委員の選任についてでございます。  

現 在 、 監 査 委 員 と し て 就 任 し て い た だ い て お り ま す 木 村 衛 委 員 の 任 期 が 今 月末

で 満 了 と な る た め 、 後 任 と し て 、 西 田 亜 希 子 氏 の 委 員 選 任 に つ き ま し て 御 同 意 を

願うものでございます。  
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西 田 氏 は 、 昭 和 ４ ９ 年 １ 月 １ １ 日 生 ま れ で ご ざ い ま す 。 平 成 １ ３ 年 に 税 理 士資

格 を 取 得 さ れ 、 会 計 事 務 所 に 勤 務 し な が ら 経 験 を 積 み 、 平 成 １ ８ 年 に 御 自 身 の 会

計事務所を開業されるなど、会計事務に精通しておられます。  

御同意を賜りますよう、お願い申し上げます。  

議   長 （森 本 修 司君 ）   た だい ま 説明 の あ り ま した 諮 問第 １ 号 に つ いて は 、異 議が

ないと答申したいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（ 森 本修 司君 ）   異 議 なし と認 め 、 異議 が ない と答 申 す るこ と に決 しま し た。  

続 き ま し て 、 諮 問 第 ２ 号 に つ い て 、 異 議 が な い と 答 申 し た い と 思 い ま す が 、こ

れに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（ 森 本修 司君 ）   異 議 なし と認 め 、 異議 が ない と答 申 す るこ と に決 しま し た。  

次に、説明のありました同意第１号について、質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   質 疑が な いよ う で す の で、 討 論を 省 略 し 、 採決 し たい と思

います。  

お諮りいたします。  

同 意 第 １ 号 、 川 西 町 監 査 委 員 （ 西 田 亜 希 子 氏 ） の 選 任 に つ い て 、 同 意 す る こと

に賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   賛 成全 員 によ り 、 本 案 件は 、 原案 の と お り 同意 す るこ とに

決しました。  

た だ い ま 同 意 い た だ き ま し た 川 西 町 監 査 委 員 の 西 田 亜 希 子 氏 に お 越 し い た だい

ておりますので、御挨拶を受けることにいたします。  

（西田亜希子君  入場）  

監査委員（西田亜希子君）   西田です。御承認いただき、ありがとうございます。  

よろしくお願いいたします。（拍手）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   あ りが と うご ざ い ま し た。 そ れで は 、 西 田 様、 よ ろし くお

願いいたします。  

（西田亜希子君  退席）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   ま た、 今 まで お 世 話 に なり ま した 木 村 監 査 委員 に おか れま

し て は 、 １ ２ 年 間 に わ た り 川 西 町 の 監 査 委 員 と し て 御 指 導 い た だ き 、 あ り が と う

ご ざ い ま し た 。 今 後 も ま す ま す の 御 健 康 と 御 活 躍 を お 祈 り 申 し 上 げ た い と 思 い ま

す。  

ありがとうございました。（拍手）  

以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。  

本日の会議は、これをもって散会といたします。  

な お 、 ２ ３ 日 午 後 ２ 時 よ り 再 開 し 、 各 常 任 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 各 議 案 につ



 

- 22 - 

 

いて、委員長の報告を求めることにいたします。  

また、１３日におきましては、再開日となっておりますので、召集願い ます。  

本日は、どうもありがとうございました。  

         （午前１１時１６分  散会）  
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（午前１０時００分  再開）  

議   長（森本修司君）   皆さん、おはようございます。  

これより平成３０年川西町議会第１回定例会を再開いたします。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ ２ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 、 議 会 は成

立いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

日程第１、一般質問に入ります。  

それでは、質問通告順により順次質問を許します。  

２番  安井知子君。  

２番議員（安井知子君）   議長の許可を得まして、質問させていただきます。  

昨年１０月２２日の台風２１号で考えるべきこと。  

今 ま で 想 像 も し な か っ た 雨 量 と エ リ ア メ ー ル が 出 な か っ た こ と が 重 な り 、 テレ

ビ で 避 難 勧 告 、 避 難 指 示 を 見 て も 、 実 感 と し て 何 を す べ き か わ か ら な い 人 が 多 か

っ た と 思 い ま す 。 で も 、 冠 水 の 現 状 を 見 、 聞 き 、 驚 き 、 無 我 夢 中 で 避 難 さ れ た こ

とと思います。  

初 期 避 難 は 重 要 で す 。 で も 、 一 歩 お く れ が ち な 災 害 時 要 援 護 者 の 方 の 名 簿 を、

少 な く と も 自 治 会 長 に 配 付 す べ き で は な い の か 。 今 回 、 避 難 者 の 一 番 多 か っ た 保

田、唐院、南吐田ではスムーズに対応されましたか。  

ま た 、 床 下 浸 水 ７ 件 の 東 城 に お い て も 、 一 般 住 民 は 何 を 持 っ て い く べ き か 、災

害 の 大 き さ を 計 り 知 れ な い た め 、 わ か ら な い こ と が 多 か っ た と の 声 あ り 。 発 信 内

容を具体的に。  

上吐田、北吐田、南吐田、保田地区の冠水を何とか防げるような施策は。  

大 和 川 、 寺 川 、 飛 鳥 川 、 曽 我 川 、 ４ 河 川 と も 一 級 河 川 だ か ら 、 国 の 管 轄 下 にあ

り 、 町 で は い か ん と も し が た く と の 返 事 で お さ め て は い け ま せ ん 。 川 西 町 の 地 形

に問題があるとは思いますが、素人考えでは、下流の川底を下げては？  

今 後 、 何 と し て も 県 や 国 に 働 き か け る た め の 太 い パ イ プ を つ く り 、 町 長 自 らが

動く必要があるのでは？  また、その姿を町民に見せて、安心を与えねばと思いま

す。  

大きな災害が起こってからでは遅いのです。諦めたら何も始まりません。  

今 回 避 難 さ れ た 人 は 、 ふ れ あ い セ ン タ ー １ ６ ９ 名 、 中 央 体 育 館 ５ ４ 名 、 南 吐田

３４名他となっておりますが、毛布が５５０枚、水１ ,３７４本が配布されたとの

こ と 。 そ し て 、 毛 布 は 捨 て る か 提 供 す る と の こ と 。 コ イ ン ラ ン ド リ ー で 洗 い 、 乾

燥すれば、１枚３００円ぐらいで済むはず。買えば２ ,６５０円。今回の補塡とし

て ３ ２ ０ 万 円 の 予 算が 組 ま れ ま し た 。 その う ち 毛 布 が ５ ３ ０枚 、 １ ５ ０ 万 円 で す。

救 急 車 に お い て も 病 院 に お い て も 、 毛 布 は １ 回 の 使 い 捨 て で は あ り ま せ ん 。 今 回

の 毛 布 は 役 場 か ら 出 ま し た が 、 各 自 治 会 の 保 有 分 を 活 用 す べ き と も 考 え ま す 。 そ

のときの補塡対策についても考えていただきたいと思います。  

川 西 町 善 意 銀 行 よ り の 寄 附 と し て 、 平 成 ２ ３ 年 ３ ０ 万 円 、 ２ ４ 年 ３ ０ 万 円 、２

５ 年 １ ０ 万 円 、 ２ ６ 年 １ ０ 万 円 、 ２ ７ 年 １ ０ 万 円 、 計 ９ ０ 万 円 を 各 地 区 に い た だ
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き ま し た 。 こ れ で 防 災 対 策 と し て の 用 品 を 購 入 す べ し と の こ と で 、 各 自 治 会 長 ま

た は 防 災 委 員 が 対 応 し ま し た 。 中 に は 対 応 年 が お く れ 、 全 額 い た だ け な か っ た 地

区、また、川西町の４地区においてはゼロ円のところもあるとのこと。計１ ,２０

０万円をいただきました。これは、災害が起こって７２時間は、 Golden 72 Hours 

Ruleと し て 、 自 助 ・ 共 助 で 生 き 延 び る 必 要 あ り 。 そ の 後 、 公 助 が 届 く だ ろ う と考

えられたための対策かと思います。  

そ こ で 、 各 地 区 が そ れ ぞ れ 何 を ど こ に 保 有 し て い る か 、 住 民 は 知 っ て お ら れま

すか。今回、有意義に活用されましたか。  

「 災 害 は 、 忘 れ た 頃 に や っ て く る 」 と の 言 葉 は 、 近 年 当 て は ま り ま せ ん 。 毎年

至 る と こ ろ で 悲 し い災 害 が 起 こ っ て い ます 。 私 た ち も 助 け 合い 、 知 恵 を 出 し 合 い、

今 回 の 経 験 を も と に 、 失 見 当 （ 慌 て る ・ 判 断 力 が 奪 わ れ る ） に 陥 ら な い よ う に 、

対応していく準備をしておきたいものです。  

終わります。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   安井議員の御質問、「昨年１０月２２日の台風２１号で考え

るべきこと」についての御質問にお答えいたします。  

台 風 ２ １ 号 で は 、 災 害 情 報 の 伝 達 手 段 で あ る 緊 急 速 報 メ ー ル （ エ リ ア メ ー ル）

を 活 用 す る こ と が で き ず 、 住 民 の 皆 様 に は 不 安 を 与 え る 結 果 と な っ て し ま い ま し

た 。 エ リ ア メ ー ル に つ き ま し て は 、 そ の 後 、 正 常 利 用 が で き る よ う 手 続 を 進 め 、

去 る ２ 月 １ ６ 日 に 、 川 西 町 自 主 防 災 連 絡 協 議 会 の 皆 様 と 共 催 さ せ て い た だ き ま し

た 平 成 ２ ９ 年 度 川 西 町 防 災 訓 練 に お い て 、 情 報 伝 達 訓 練 の 一 環 と し て エ リ ア メ ー

ル の 訓 練 配 信 を 行 い 、 携 帯 電 話 の 主 要 な キ ャ リ ア へ の 正 常 着 信 を 確 認 し た と こ ろ

でございます。  

御 質 問 の ご ざ い ま し た 災 害 時 要 援 護 者 名 簿 に つ き ま し て は 、 防 災 施 策 に お いて

特 に 配 慮 を 要 す る 方 を 要 配 慮 者 、 災 害 発 生 時 の 避 難 な ど に 特 に 支 援 を 要 す る 方 を

避 難 行 動 要 支 援 者 と し て そ れ ぞ れ 把 握 し 、 そ の 名 簿 を 、 例 年 １ ２ 月 に 開 催 し て お

り ま す 川 西 町 自 主 防 災 連 絡 協 議 会 総 会 に お い て 、 災 害 発 生 時 に お け る 各 地 域 の 防

災 の 担 い 手 と な っ て い た だ き ま す と と も に 、 災 害 時 の 避 難 支 援 が 必 要 な 方 を 各 自

主 防 災 会 員 に 指 示 し 、 円 滑 な 避 難 誘 導 を 行 っ て い た だ く た め に 、 ま ず 町 内 の 各 自

主 防 災 会 の 代 表 者 に 配 付 し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 各 自 主 防 災 会 長 様 と 自 治

会 長 様 が 異 な る 地 区 に つ い て は 、 自 主 防 災 会 に 情 報 共 有 が 図 れ る よ う に お 願 い し

ていきたいと考えております。  

ま た 、 各 地 区 の 冠 水 を 防 ぐ 施 策 に つ い て は 、 議 員 が お 述 べ の よ う に 、 川 西 町を

流 れ る 大 和 川 、 曽 我 川 、 寺 川 、 飛 鳥 川 は 一 級 河 川 の た め 、 国 ま た は 奈 良 県 が 管 理

し て お り ま す 。 昨 年 の 台 風 で は 、 ４ 河 川 と も 水 位 が 非 常 に 高 く な り 、 堤 防 を 越 水

す る 可 能 性 が 高 い 場 所 が 確 認 さ れ ま し た 。 こ の た め 、 私 自 ら 国 及 び 奈 良 県 に 対 し

て 、 昨 年 の １ ２ 月 ２ １ 日 と 今 年 の ２ 月 ２ ３ 日 に 河 川 堤 防 の 強 化 を 要 望 し ま し た と

こ ろ 、 奈 良 県 か ら は 、 ま ず は 現 在 の 堤 防 の 状 況 調 査 を 行 い 、 必 要 な 対 策 を 検 討 す
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るとの返事をいただいております。  

今 後 は 、 奈 良 県 の 調 査 結 果 を 踏 ま え 、 対 応 策 に つ い て 奈 良 県 と 協 議 を 行 っ てい

く予定でございます。  

２ つ 目 の 御 質 問 に あ り ま し た 災 害 備 蓄 品 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 備 蓄 品 の調

達 に つ き ま し て は 、 災 害 時 に お け る よ り 安 心 安 全 な 品 物 の 供 給 を 念 頭 に 行 っ て い

るところでございます。  

毛 布 の 再 利 用 に つ き ま し て は 、 コ ス ト 面 及 び 備 蓄 に 対 応 す る た め の 衛 生 面 など

を踏まえ、再利用は行わないほうがよいと考えております。  

ま た 、 各 自 主 防 災 会 の 保 有 分 の 活 用 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 各 自 主 防 災 会が

保 有 さ れ て い る 防 災 備 蓄 品 に つ き ま し て は 、 災 害 発 生 時 に 開 設 さ れ る 各 地 域 の 一

時 避 難 所 へ の 避 難 者 に 対 し 使 用 さ れ る も の で ご ざ い ま す 。 町 が 開 設 す る ６ カ 所 の

指 定 避 難 所 で 使 用 す る 防 災 備 蓄 品 に つ い て は 、 人 口 規 模 に 見 合 っ た 備 蓄 計 画 に 基

づ き 、 町 が 整 備 を 進 め て お り 、 災 害 発 生 時 に 使 用 し た 分 の 補 塡 に つ い て も 、 必 要

数量を常に見きわめながら行ってまいりたいと考えております。  

た だ 、 自 主 防 災 会 及 び 自 治 会 の 災 害 備 蓄 品 の 消 耗 に つ き ま し て は 、 各 団 体 での

補塡をお願いしたいと考えております。  

３ つ 目 の 御 質 問 に ご ざ い ま し た 、 各 自 主 防 災 会 が 保 有 し て い る 災 害 対 策 用 備蓄

品 の 活 用 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 議 員 お 述 べ の と お り 、 共 助 に 当 た る 各 自 主 防

災 組 織 が 地 震 や 風 水 害 な ど 災 害 の 発 生 や そ の 予 防 の た め に 、 自 主 的 に 住 民 が 連

帯 ・ 協 働 し て 被 害 の 防 止 や 軽 減 に 当 た っ て い た だ く た め の 備 蓄 品 の 整 備 と し て 、

川 西 町 社 会 福 祉 協 議会 や 本 町 の 補 助 金 で整 備 い た だ い て い るも の で ご ざ い ま し て、

各自主防災組織で有効に御活用いただきたいと考えております。  

住 民 が ど こ に 何 を 保 有 し て い る か 知 っ て い る の か と の 御 質 問 に つ い て は 、 各自

主 防 災 組 織 に 対 す る 補 助 制 度 、 川 西 町 自 主 防 災 組 織 活 動 支 援 補 助 金 を 御 活 用 い た

だ き 、 各 自 主 防 災 組 織 が 、 防 災 訓 練 を 通 じ て 、 地 区 住 民 の 方 々 に 備 蓄 品 に つ い て

の保有場所や保有物品についても啓発を行っていただきたいと思います。  

今 後 と も 住 民 の 皆 様 が 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り の た め の 防 災 対 策 に 取 り組

んでいく所存でございますので、よろしくお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   安井議員。  

２番議員（安井知子君）   あの日は、ライフラインも異常がなかったのに、１人当たり

水５ .５本、毛布２枚。また、何も支給されない地区もありました。 正しい備品配

給、対応を今から考えておくべきと思います。  

私は、毛布の使い捨てには疑問を残しています。  

終わります。  

議   長（森本修司君）   ４番  伊藤彰夫君。  

４番議員（伊藤彰夫君）   それでは、議長の許可を得ましたので、質問いたします。  

さ き に 通 告 し て あ り ま す よ う に 、 第 ８ 次 高 齢 者 福 祉 計 画 及 び 第 ７ 期 介 護 保 険 事

業計画策定についてであります。  
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我 が 国 の 高 齢 化 が 急 速 に 進 む 中 、 平 成 ２ ９ 年 度 版 高 齢 社 会 白 書 を 見 ま す と 、 平

成２８年１０月１日時点において、６５歳以上の高齢者人口の割合は２７ .３％に

な っ て い ま す 。 本 町 を 見 ま す と 、 同 時 点 で ３ ２ ％ に な っ て い ま す 。 平 成 ３ ０ 年 で

は約３３ .７％と予想されています。これは、町の人口約８ ,７００人に対し２ ,８

０ ０ 人 、 お よ そ ３ 人 に １ 人 が 高 齢 者 と な っ て き て い ま す 。 こ れ は 、 国 全 体 の 高 齢

化 率 を は る か に 上 回 っ て お り 、 今 後 も こ の 速 さ で 高 齢 化 が 進 む こ と が 予 想 さ れ ま

す 。 さ ら に 、 団 塊 の 世 代 が ７ ５ 歳 以 上 と な る ７ 年 後 の 平 成 ３ ７ 年 に は 、 本 町 の 高

齢化は３５％と予想されています。  

高 齢 者 人 口 の 急 増 に 伴 い 、 要 介 護 ・ 要 支 援 認 定 者 の 大 幅 な 増 加 、 認 知 症 高 齢 者

や ひ と り 暮 ら し 高 齢 者 世 帯 等 の 増 加 が 見 込 ま れ ま す 。 今 後 、 介 護 サ ー ビ ス の 拡 大

と と も に 、 そ れ を 支 え る 人 材 の 確 保 や 育 成 、 ま た 、 日 常 生 活 等 の 支 援 が 必 要 な 高

齢 者 へ の 対 応 も 大 き な 課 題 と な っ て く る と と も に 、 介 護 保 険 料 の 増 加 が 懸 念 さ れ

ます。  

こ の よ う な 状 況 か ら 、 国 は 、 こ れ ま で に 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 を 自 治 体

に 示 し て き ま し た 。 本 町 で も 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 構 築 に 向 け た 取 り 組 み が 始 ま っ

て い ま す 。 そ し て 、 平 成 ２ ９ 年 ５ 月 に 成 立 し た 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 強 化 の た

め の 介 護 保 険 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 に お い て は 、 さ ら に 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ

ム を 深 化 ・ 推 進 し た 高 齢 者 の 自 立 支 援 と 要 介 護 状 態 の 重 度 化 防 止 、 地 域 共 生 社 会

の 実 現 を 図 る と と も に 、 制 度 の 持 続 可 能 性 を 確 保 す る こ と に 配 慮 し た 給 付 の 適 正

化が求められています。  

川 西 町 で は 、 「 長 生 き を 喜 べ る ま ち 、 楽 し め る ま ち へ 」 を 基 本 理 念 に 進 め て き

て い ま す が 、 こ れ か ら の 高 齢 者 が 住 み 慣 れ た こ の 地 域 で 豊 か に 生 き 生 き と 暮 ら せ

るようなまちづくりを目指していかなければならないと考えます。  

そ こ で 、 平 成 ３ ０ 年 ４ 月 か ら 始 ま る 第 ８ 次 高 齢 者 福 祉 計 画 及 び 第 ７ 期 介 護 保 険

事業計画策定について、町長にお尋ねいたします。  

ま ず １ つ 目 は 、 高 齢 化 が 進 む 本 町 の 将 来 を 見 据 え て 、 高 齢 者 に 十 分 に 配 慮 し た

計画になっているのかどうか、まず、策定方法についてお尋ねします。  

２ つ 目 、 介 護 保 険 制 度 で 一 番 気 に な る の が 保 険 料 で す 。 ３ 年 ご と の 見 直 し で 、

少 し ず つ 上 が っ て き て い ま す 。 今 以 上 の 負 担 は 厳 し い と 感 じ て い ま す が 、 今 回 は

ど の よ う に 設 定 さ れ て い る の か 、 ま た 、 今 後 の 見 通 し は ど の よ う に 考 え て い る の

でしょうか。  

３ つ 目 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 に 向 け て 、 今 回 の 介 護 保 険 制 度 改 正 に 係

る 自 立 支 援 、 重 度 化 防 止 、 地 域 共 生 社 会 の 実 現 等 に ど の よ う に 取 り 組 ん で い く の

でしょうか。  

４ つ 目 は 、 本 町 が 掲 げ る 「 長 生 き を 喜 べ る ま ち 、 楽 し め の ま ち 」 へ 、 ど の よ う

に進めていくのでしょうか。  

５つ目は、本計画を進めていくための推進体制はできているのでしょうか。  

以上５点、お尋ねいたします。  
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議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   伊藤議員の御質問、第８次高齢者福祉計画及び第７期介護保

険事業計画についてお答えいたします。  

ま ず 、 施 策 の 策 定 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 川 西 町 で は 、 今 回 策 定 し ま し た第

８ 次 高 齢 者 福 祉 計 画 及 び 第 ７ 期 介 護 保 険 事 業 計 画 の 事 前 準 備 と し て 、 平 成 ２ ８ 年

度 よ り 、 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 を 実 施 し 、 ま た 、 過 去 の 給 付 実 績 を 取 り 込 ん だ

国 の 見 え る 化 シ ス テ ム を 利 用 し 、 将 来 給 付 量 を 推 計 し た 上 で 、 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 よ

り 、 都 合 ４ 回 の 計 画 策 定 委 員 会 を 開 催 し 、 ま た 、 住 民 向 け の パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト

を募集するなどし、本事業計画の策定を進めてまいりました。  

本町における平成３０年３月１日現在の高齢化率は３３ .０９％となっており、

今 後 ま す ま す 高 齢 化 が 進 行 し て い く こ と が 見 込 ま れ て お り ま す 。 ま た 、 平 成 ３ ７

年 （ ２ ０ ２ ５ 年 ） に は 、 要 介 護 認 定 率 が 高 く な る ７ ５ 歳 以 上 が 総 人 口 比 約 ２ １ ％

に な る と 見 込 ま れ て い る こ と か ら 、 団 塊 の 世 代 が 後 期 高 齢 者 と な る 平 成 ３ ７ 年

（２０２５年）を見据えた施策展開をする必要があると思っております。  

次に、介護保険料の設定でございますが、今期の標準保険料の月額４ ,８６５円

に比べまして、１５２円アップの月額５ ,０１７円となりました。これには、平成

２ ８ 年 度 末 の 介 護 給付 費 準 備 基 金 ７ ,６４ ９ 万 １ ,０ ０ ０ 円全 額 を 取 り 崩 し 、 第７

期の保険料の上昇を抑制するために使用しております。  

今 後 の 見 通 し で ご ざ い ま す が 、 団 塊 の 世 代 が ７ ５ 歳 を 迎 え る 平 成 ３ ７ 年 （ ２０

２ ５ 年 ） に は 高 齢 者 人 口 は 減 る も の の 、 後 期 高 齢 者 の 増 加 に 伴 い 、 要 介 護 認 定 者

及 び 保 険 給 付 費 も 増大 す る と 見 込 ま れ ます 。 現 在 の 介 護 保 険水 準 を 維 持 し た 場 合、

介 護 保 険 料 、 介 護 給 付 総 額 は 上 昇 し 、 大 幅 に 膨 ら む こ と が 予 想 さ れ て お り ま す 。

介 護 保 険 制 度 の 持 続 可 能 性 を 確 保 す る こ と に 配 慮 し た 給 付 の 適 正 化 を し て い か な

ければなりません。  

次 期 計 画 期 間 中 は 、 国 の 進 め る 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 を 進 め 、 さ ら に 深

化 ・ 推 進 し た 高 齢 者 の 自 立 支 援 と 、 要 介 護 状 態 の 重 度 化 防 止 、 こ れ に つ い て は 、

保 険 者 機 能 の 強 化 の 一 つ と し て 、 財 政 的 イ ン セ ン テ ィ ブ が 新 た に 導 入 さ れ ま す 。

デ ー タ に 基 づ く 地 域 課 題 を 分 析 し た 上 で 、 介 護 予 防 、 重 度 化 防 止 等 の 取 り 組 み 内

容 や 目 標 を 設 定 し 、 そ の 達 成 状 況 に 応 じ て 、 成 果 を 上 げ て い る 市 町 村 に 交 付 金 が

増 額 さ れ る 仕 組 み と な っ て い る こ と か ら 、 本 町 も そ れ に 向 け た 取 り 組 み を 進 め て

いかなければなりません。  

地 域 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け 、 複 合 化 し た 課 題 を 抱 え る 個 人 や 世 帯 に 対 す る 支援

や 、 既 存 の 制 度 に よ る 解 決 が 困 難 な 課 題 の 解 決 を 図 る た め に 、 地 域 住 民 に よ る 支

え 合 い と と も に 、 公 的 支 援 が 連 動 し た 包 括 的 な 支 援 体 制 の 構 築 を 目 指 し て い き ま

す。  

本 町 で は 、 「 長 生 き を 喜 べ る ま ち 、 楽 し め る ま ち へ 」 を 基 本 理 念 に 、 地 域 包括

ケ ア シ ス テ ム を 一 層 推 進 す る こ と と し 、 こ れ ま で の 取 り 組 み を 引 き 継 ぎ つ つ 、 こ

れ か ら の 高 齢 者 が 住 み 慣 れ た こ の 地 域 で 豊 か に い き い き と 暮 ら せ る よ う に 、 ３ つ
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の 基 本 方 針 、 「 い つ ま で も 元 気 で い き い き と 暮 ら せ る ま ち に 」 「 住 み 慣 れ た 地 域

で い つ ま で も 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち に 」 「 か ら だ の 状 態 に 合 わ せ た 適 切 な サ ー ビ

スが受けられるまちに」を基本方針とし、計画の策定を行っております。  

最 後 に 、 本 計 画 を 進 め て い く た め の 推 進 体 制 で ご ざ い ま す が 、 町 民 と 行 政 の協

働 に よ る 計 画 の 推 進 、 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 ・ 介 護 の 視 点 か ら 計 画 を 総 合 的 に 推 進 す

る た め に 、 医 師 会 、 歯 科 医 師 会 、 薬 剤 師 会 、 社 会 福 祉 協 議 会 、 介 護 事 業 者 等 、 関

係 機 関 と の 連 携 を 図 り 、 広 域 的 に 取 り 組 む 必 要 が あ る も の に つ い て は 、 県 及 び 磯

城郡等の近隣市町村と連携した取り組みを進めていきます。  

ま た 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 深 化 ・ 推 進 の た め に も 、 庁 内 関 係 機 関 と の 一層

の 連 携 が 必 要 で あ り 、 保 健 ・ 福 祉 ・ 介 護 部 門 の 強 化 は も と よ り 、 施 策 に 係 る 関 係

各 課 と 情 報 共 有 し 、 連 携 し て 取 り 組 み を 図 る 必 要 が あ る こ と か ら 、 各 課 共 通 認 識

の も と 、 本 計 画 で 掲 げ た 基 本 テ ー マ 「 長 生 き を 喜 べ る ま ち 、 楽 し め る ま ち へ 」 の

実 現 に 向 け 、 庁 内 体 制 の 準 備 を 進 め て ま い り た い と 思 っ て お り ま す の で 、 皆 様 方

の御理解、御協力をお願い申し上げます。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   伊藤議員。  

４番議員（伊藤彰夫君）   本町の高齢化率は約３３ .０９％とのこと。３人に１人が６

５歳以上となっており、介護保険制度はますます重要になってきております。  

第 ７ 期 介 護 保 険 事 業 計 画 は 、 日 常 生 活 圏 域 ニ ー ズ 調 査 に 基 づ い て 計 画 策 定 委 員

会 で 検 討 さ れ て い ま す 。 そ の 中 で 、 介 護 保 険 料 は 、 準 備 基 金 の 取 り 崩 し に よ っ て

１５２円のアップで５ ,０１７円に抑えられた。これはいいことだと思います。た

だ、３年後、６年後が心配です。  

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 に つ い て は 、 国 の 施 策 に 即 し て 進 め ら れ て い る と

の こ と 。 本 町 に 合 っ た 川 西 町 版 の 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム を 一 日 で も 早 く 構 築 し て

いただきたいと思います。  

ま た 、 計 画 の 推 進 に は 、 医 療 ・ 福 祉 関 係 機 関 、 近 隣 市 町 村 及 び 庁 内 の 関 係 部 署

な ど と 連 携 強 化 を 図ら れ て い る と の こ と。 「 長 生 き を 喜 べ るま ち 、 楽 し め る ま ち」

の早期実現を期待しております。  

以上で質問を終わります。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   今回の次期計画では、準備基金を全額取り崩すことによって

上 昇 幅 は か な り 抑 制 さ れ て お り ま す が 、 こ れ を 使 い 切 り ま す と 、 そ の 次 が 大 幅 に

増加することが予想されるわけでございます。  

で す の で 、 こ れ か ら は 介 護 に か か ら な い 人 を 増 や し て い く よ う な 施 策 を し っか

り と 推 進 し て 、 今 後 の 介 護 保 険 料 の 上 昇 抑 制 に 努 め て い き た い と 考 え て お り ま す

ので、また皆様方の御協力を賜りたいと思います。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   ３番  福西広理君。  
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３番議員（福西広理君）   皆様、おはようございます。３番  福西広理でございます。

議 長 の 許 可 を い た だ き ま し た の で 、 事 前 通 告 書 ど お り 、 Ｉ Ｃ Ｔ 、 Ａ Ｉ を 活 用 し た

まちづくりについて質問いたします。  

現 在 、 少 子 高 齢 化 、 人 口 減 少 に よ り さ ま ざ ま な 課 題 を 抱 え る 社 会 に お い て 、本

町 に お き ま し て も 、 税 収 の 減 少 、 空 き 家 や 耕 作 放 棄 地 の 問 題 が 増 加 し て き て お り

ま す 。 そ れ に 伴 い 、 竹 村 町 長 も 組 織 改 革 や 町 職 員 数 の 削 減 で 歳 出 の 抑 制 を 図 っ て

い く と い う 考 え を 示 さ れ 、 問 題 解 決 に 取 り 組 ん で お ら れ る と こ ろ で あ り ま す 。 し

か し 、 人 口 の 減 少 数 に 比 例 し て 役 場 の 仕 事 量 が 減 る と い う こ と は あ り ま せ ん 。 職

員を減らすには、業務の効率化が必須となります。  

そ こ で 、 業 務 の 効 率 化 の ツ ー ル の 一 つ と し て 、 情 報 通 信 技 術 、 い わ ゆ る Ｉ ＣＴ

を 活 用 さ れ て い る と 思 い ま す が 、 本 町 に お い て は Ｉ Ｃ Ｔ を ど の よ う に 活 用 し て い

るのかをお伺いします。  

ま た 、 こ れ か ら は 、 目 ま ぐ る し く 進 化 し て い る 人 口 知 能 、 い わ ゆ る Ａ Ｉ の 導入

も 検 討 し て い か な け れ ば な ら な い と 思 い ま す 。 こ れ ら Ｉ Ｃ Ｔ や Ａ Ｉ な ど の 最 先 端

の 技 術 や 仕 組 み を 理 解 し 、 活 用 で き る 職 員 の 育 成 に つ い て 、 今 後 ど の よ う に 行 っ

ていくのか、町長のお考えをお伺いします。  

ま た 、 小 学 校 で は 、 ２ ０ ２ ０ 年 か ら プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 が 必 須 と な り ま す が、

川西町での対応状況をお聞かせください。  

最 後 に 、 携 帯 電 話 な ど の 移 動 式 通 信 端 末 の 世 帯 保 有 率 は ９ 割 を 超 え 、 今 後 も普

及 率 は 高 ま り 、 １ 人 に １ 台 の 移 動 式 通 信 端 末 が 当 た り 前 の 時 代 を 迎 え よ う と し て

い る の が 現 状 で す 。 こ の 現 状 を ま ち の 活 性 化 や 医 療 、 介 護 、 福 祉 、 教 育 、 防 災 、

防 犯 、 地 域 コ ミ ュ ニテ ィ の 創 出 な ど 、 あら ゆ る 分 野 で 有 効 に活 用 し て い く た め に、

まずは公共施設にＷ i-Ｆ iスポットなどのインフラ整備が必要不可欠であると考え

ますが、本町の今後の取り組み方針をお伺いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   福西議員の御質問、ＩＣＴ、ＡＩを活用したまちづくりにつ

いてお答えいたします。  

ま ず 、 １ つ 目 の 質 問 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 本 町 の Ｉ Ｃ Ｔ の シ ス テ ム は 、情

報 セ キ ュ リ テ ィ の 観 点 か ら 、 そ れ ぞ れ の 用 途 や 情 報 種 別 に よ っ て 、 基 幹 系 、 情 報

系 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 系 と ３ つ の 分 離 し た ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 構 築 し 、 活 用 し て お り

ます。  

基 幹 系 と い た し ま し て は 、 主 に 窓 口 用 住 民 サ ー ビ ス と し て 、 住 民 情 報 の 登 録・

管 理 、 証 明 書 の 発 行 等 の 事 務 の 効 率 化 を 図 る た め の シ ス テ ム を マ イ ナ ン バ ー や 住

民情報を取り扱うための閉域ネットワークを構築し、活用しております。  

情 報 系 と い た し ま し て は 、 主 に 国 や 県 、 他 の 公 共 団 体 と の 事 務 と い た し ま し て 、

情 報 照 会 や 情 報 提 供 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン な ど 各 種 サ ー ビ ス 利 用 の た め 、 Ｌ Ｇ Ｗ Ａ

Ｎと呼ばれる閉域ネットワークを構築し、業務効率化に活用しております。  

イ ン タ ー ネ ッ ト 系 と い た し ま し て 、 ホ ー ム ペ ー ジ 、 フ ェ イ ス ブ ッ ク な ど の 情報
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提 供 や 最 新 の 情 報 収 集 な ど に 、 県 管 理 の も と で セ キ ュ リ テ ィ 対 策 を 実 施 し て い る

奈 良 県 セ キ ュ リ テ ィ ク ラ ウ ド と 呼 ば れ る 通 信 網 を 経 由 し て 活 用 し て い る 状 況 で ご

ざいます。  

次 に 、 ２ つ 目 の 質 問 で ご ざ い ま す が 、 自 治 体 ク ラ ウ ド の 導 入 や 番 号 制 導 入 によ

る 団 体 間 連 携 な ど 、 地 方 自 治 体 の 情 報 シ ス テ ム を 取 り 巻 く 環 境 が 大 き く 変 化 す る

中 、 地 方 自 治 体 で は 、 Ｉ Ｃ Ｔ や Ａ Ｉ な ど 最 先 端 の 技 術 に 取 り 組 む た め に 、 専 門 的

な 知 識 及 び 技 能 を 有 す る 人 材 の 充 実 が 求 め ら れ て お り 、 そ れ に 対 応 す べ く 、 ク ラ

ウ ド で の 基 幹 シ ス テ ム を 共 同 利 用 し て い る 市 町 間 （ Ｎ Ｒ ７ ） で の 担 当 職 員 相 互 の

研 究 会 や 、 奈 良 県 電 子 自 治 体 推 進 協 議 会 の 研 修 な ど を 通 し て 、 職 員 の 育 成 に は 努

力してまいらなければならないと考えております。  

次 に 、 ３ つ 目 の 質 問 で ご ざ い ま す が 、 こ ち ら は 後 ほ ど 教 育 長 か ら 答 弁 い た しま

す。  

最後に、４つ目の御質問につきましては、議員御質問のとおり、Ｗ i-Ｆ iを含む

公 衆 無 線 Ｌ Ａ Ｎ は 、 災 害 情 報 の 提 供 や 各 種 申 請 の 受 け 付 け な ど の 行 政 サ ー ビ ス の

向 上 に 効 果 的 に 寄 与 す る も の と 考 え ら れ 、 今 後 検 討 し て い く 対 象 と 考 え て お り ま

す が 、 一 方 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 環 境 の 整 備 に 当 た っ て は 、 初 期 整 備 費 用 は も と よ り 、 万

全 な セ キ ュ リ テ ィ 対 策 を 講 じ た ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 ・ 運 用 管 理 に 係 る 経 費 も 必 要

と な り 、 町 公 共 施 設 で の 整 備 目 的 や 費 用 に 見 合 っ た 効 果 な ど を 総 合 的 に 検 証 す る

必要もございます。  

し た が い ま し て 、 町 と い た し ま し て は 、 今 後 、 近 隣 市 町 村 の 設 置 状 況 や 国 等の

補助も参考にしながら検討してまいりたいと考えております。  

今 後 、 さ ら な る 人 口 減 少 ・ 高 齢 化 の 進 展 が 予 想 さ れ る 中 で 、 限 ら れ た 人 材 や財

源 と い っ た 行 政 資 源 を 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 効 率 的 に 活 用 す る こ と で 、 多 様 化 ・ 高 度 化 す る

住民ニーズに対応していかなければならないと考えております。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   教育長。  

教  育  長（山嶋健司君）   それでは、御質問にありました川西小学校におきますプログ

ラミング教育への対応状況につきまして、私のほうからお答えさせていただきます。  

議 員 の 御 質 問 に あ り ま し た と お り 、 ３ 年 後 の 平 成 ３ ２ 年 度 よ り 本 格 実 施 と なり

ま す 新 学 習 指 導 要 領 に お き ま し て 、 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 の 中 に キ ー ボ ー ド を 使 っ た 文 字 入

力 に 加 え ま し て 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 体 験 を 学 習 活 動 に 取 り 入 れ て い く こ と が 求 め ら

れ て お り ま す 。 基 本的 に は 高 学 年 で の 学習 と し て の 位 置 づ けと は な っ て い ま す が、

全 て の 学 年 に お い て 、 さ ま ざ ま な 教 科 を 通 し て 可 能 な 範 囲 で 取 り 組 ん で い く こ と

も求められているところです。  

こ れ に 対 応 し て い く た め に 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ な ど の Ｉ Ｃ Ｔ に 係 る 知 識 を 初 め、

教 職 員 全 体 の 資 質 の 向 上 が 必 要 と な っ て き て い る と 感 じ て お り ま す 。 こ の こ と か

ら 、 委 員 会 と い た し ま し て は 、 現 在 奈 良 県 に お い て 実 施 さ れ て お り ま す Ｉ Ｃ Ｔ を

指 導 す る 教 員 を 養 成す る 研 修 に 、 川 西 小学 校 か ら 教 員 １ 名 を参 加 さ せ て お り ま す。
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１ 年 半 近 く に わ た り ま す 密 度 の 濃 い 研 修 と 伺 っ て お り ま す の で 、 研 修 で 得 た 知 識

を校内に還元してくれるものと期待しているところです。  

今 後 に お き ま し て も 、 教 職 員 等 の 資 質 の 向 上 を 図 る 研 修 等 へ の 積 極 的 な 参 加に

つきまして、教職員には促してまいりたいと考えております。  

以上で、御質問への回答とさせていただきます。  

議   長（森本修司君）   福西議員。  

３番議員（福西広理君）   質問の順番が前後しますが、まず、小学校のプログラミング

教育への対応についてですが、教育長にお伺いいたします。  

現 在 、 １ 名 の 教 員 の 方 が 研 修 に 参 加 し て い た だ い て お り 、 そ こ で 習 得 し た こと

を 学 校 内 に 還 元 し て く れ る こ と を 期 待 し て い る と の こ と で す が 、 単 純 に 考 え て 、

研 修 に 参 加 し て い る 教 員 の 方 が 人 事 異 動 で 他 校 に 行 っ て し ま っ た り 、 退 職 し て し

ま っ た 場 合 は 、 誰 が ほ か の 教 員 に 教 え る の か と い う 懸 念 が あ り ま す が 、 そ の こ と

に関してどのような対策を考えておられるのか、お伺いいたします。  

議   長（森本修司君）   教育長。  

教  育  長（山嶋健司君）   まず、さきに申し上げました研修、県の主催によりますエバ

ンジェリスト育成研修と申しますけれども、現在、地教委等の推薦を受けた県下公

立の小・中・高・支援学校の１８名が参加しております。これは、昨年の１１月か

ら来年の２月までの約１６カ月間をかけて実施されます。これに参加しております

川西小学校の教員は、現在在籍４年目の教員で、小学校内でもＩＣＴに明るい人材

ということで、学校長との協議により、委員会より推薦した人物であります。  

こ の 教 員 が 異 動 や 退 職 と な っ た 場 合 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 を 指 導 す る 教 員 がい

な く な る の で は と い う 御 心 配 か と 思 い ま す け れ ど も 、 新 採 で な い 場 合 、 人 事 異 動

に つ き ま し て は 、 同 一 校 １ ０ 年 と い う 現 在 の シ ス テ ム 、 基 準 が あ り ま す の で 、 双

方 、 委 員 会 も し く は 本 人 が 異 動 を 希 望 し な い 場 合 に つ い て は 、 な い も の と 考 え て

おります。ただ、退職等不慮の事態となった場合には、県と―今、育成研修を行

っておられるところになると思うんですけれども―調整をさせていただきながら、

民間委託による指導の導入もやむを得ないかなというふうに考えております。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   福西議員。  

３番議員（福西広理君）   プログラミング教育というのは、例えば電球はどのような原

理 で 光 る の か と い っ た こ と や 、 植 物 の 光 合 成 に は 何 が 必 要 な の か と い う 基 礎 的 な

こ と を 教 え る の と 同 等 レ ベ ル で 、 パ ソ コ ン や ス マ ー ト フ ォ ン な ど は ど の よ う な 原

理 で い ろ い ろ な 機 能 が 使 え る の か と い う 基 礎 を 教 え る 教 科 で あ る と 受 け と め て お

り ま す 。 そ う い っ た プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基 礎 知 識 を 、 こ れ か ら の 時 代 、 常 識 と し て

小 学 校 で 教 育 し て お く こ と が 、 子 ど も た ち の 将 来 の 選 択 肢 を 広 げ る た め に 必 要 不

可 欠 に な り ま す の で 、 全 て の 教 員 の 方 が そ の 意 識 と 知 識 を 身 に つ け て い た だ く べ

きだと思います。  

川西小学校においても、県の対応のみに任せずに、積極的に本町としても取り組
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んでいただくことをお願い申し上げます。  

次の質問で、ＩＣＴやＡＩなどを活用できる職員の育成についてですが、ＩＣＴ

の活用は、幅広い分野での活用が期待されているところで、総務省では、平成２６

年度より、「ＩＣＴ地域活性化大賞」と題して全国各地の活用事例を募集し、それ

を表彰し、公表するという制度ができております。そこで取り上げられている事例

は、防災、防犯、子育て支援、健康、福祉、介護など多岐にわたり、本町でも制度

として導入できそうな事例も多くあります。  

本町においても、形式的なコンピュータやシステムの導入のみにとどまらず、い

かにＩＣＴを活用して住民サービスの向上、業務の簡素化につなげられるかが重要

であり、このような有効な活用方法を考えることのできる人材を育成することに力

を入れるべきと考えますが、この点に関しまして、再度町長のお考え、方針をお聞

かせいただけますでしょうか。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   議員がお述べのとおり、総務省では、地域課題の解決に資す

る Ｉ Ｃ Ｔ の 利 活 用 を 普 及 促 進 し て い く こ と を 目 的 に 、 平 成 ２ ６ 年 度 よ り 、 先 進 的

な地域情報化事例を地方創生に資する地域情報化大賞として表彰しております。  

これらの事例では、地域の安心安全や住民の個々の疾病管理、また 、子育てしや

す い 地 域 を つ く る こ と を 目 指 し て 、 母 子 健 康 手 帳 や 各 種 検 診 結 果 、 学 校 か ら の お

知 ら せ な ど 、 子 ど も に か か わ る さ ま ざ ま な 情 報 を 住 民 一 人 一 人 に わ か り や す く 伝

えることなど、参考とすべき事例が多くあることを承知しております。  

ただ、個々の職員がいろいろな行政課題に対してどのようにＩＣＴを利用してい

く か の 知 見 の 習 得 が ま ず も っ て 必 要 に な っ て く る も の と 考 え て お り ま す 。 こ れ が

議 員 の お っ し ゃ る 人 材 育 成 で あ る と 思 い ま す が 、 こ れ ら に つ い て 総 務 省 で は 、 地

域 が 抱 え る さ ま ざ ま な 課 題 を 解 決 す る た め 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 利 活 用 し た 取 り 組 み を 検 討

す る 地 方 公 共 団 体 等 か ら の 求 め に 応 じ て 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 知 見 等 を 有 す る 地 域 情 報 化 ア

ド バ イ ザ ー を 派 遣 し 、 Ｉ Ｃ Ｔ 利 活 用 に 関 す る 助 言 等 も 行 っ て い る よ う で ご ざ い ま

す の で 、 こ の よ う な 制 度 も 活 用 で き な い か ど う か を 検 討 し て 、 人 材 育 成 に は 努 め

たいと考えております。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   福西議員。  

３番議員（福西広理君）   毎年予算の中で多額のシステムの導入費用やシステムの改修

費 用 、 シ ス テ ム メ ン テ ナ ン ス 費 用 な ど が 使 わ れ て い ま す が 、 こ れ ら の 大 半 が 制 度

や 法 の 改 正 に 伴 う も の で 、 業 務 の 効 率 化 や 住 民 サ ー ビ ス の 向 上 に つ な が っ て い る

と い う も の が わ ず か し か な い と い う の が 現 状 で す 。 多 額 の 費 用 を か け て 構 築 し て

い る シ ス テ ム を 使 用 し 、 ま た 活 用 す る の は 全 て 人 で す の で 、 し っ か り と 人 材 の 育

成、教育に力を入れていただくことを再度お願い申し上げます。  

最後になりますが、公衆無線ＬＡＮ、Ｗ i-Ｆ iスポットの設置についてですが、

近隣市町村の設置状況や国等の補助も参考にしながら、今後導入を検討していく対
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象とお聞きできましたが、御承知であると思いますが、この制度は、「防災等に資

するＷ i-Ｆ i環境の整備」という名目で、総務省の補助対象事業となっており、補

助対象期限が、今のところ平成３１年度までとなっております。また、近隣市町村

では、先日、田原本町に１５基のＷ i-Ｆ iのアクセスポイント を設置されましたが、

それにかかった費用は、初期導入費用約２００万円、ランニングコストが毎月１０

万円程度ということです。  

大規模災害時に有効な通信手段として、また、住民の利便性やコミュニティの場

の創出の手段の一つとして導入するのに、比較的安価な値段で効果があらわれるも

のとされています。川西町においては、例えば文化会館につくった木育広場にもっ

と人が集まってもらうために無料Ｗ i-Ｆ iスポットを活用するということや、図書

館で本を読みながら、ちょっと調べ物をしたいときにＷ i-Ｆ i環境があれば、簡単

にスマートフォンやタブレット端末などを利用できたり等、さまざまな場面で活用

できる手段であり、今後ますます住民ニーズも高まってくるものと考えられます。  

今後、導入を検討していただく対象であると御答弁いただきましたので、総務省

の補助金対象事業にもなっておりますので、ぜひ早期の導入をお願いいたしまして、

私の一般質問とさせていただきます。  

議   長（森本修司君）   １番  松村定則君。  

１番議員（松村定則君）   １番  松村です。議長の許可を 得ましたので、質問させてい

ただきます。  

川西町では、小学校への登下校時に見守り隊の方がボランティアで生徒たちの登

下 校 の 安 全 を 見 守 っ て く だ さ っ て い ま す 。 見 守 り 隊 の 皆 様 の 御 苦 労 に 対 し 、 こ の

場をおかりして感謝申し上げます。  

川西町内には、隣接する市町村へ通り抜ける県道３６号線や１０８号線は、車両

も 多 く 、 近 く 大 和 中 央 道 も 整 備 さ れ 、 町 内 の 交 通 量 も 増 大 す る と 考 え ら れ ま す 。

川 西 町 役 場 前 か ら 結 崎 駅 前 ま で の 道 路 も き れ い に 整 備 さ れ ま し た が 、 見 通 し が よ

く な っ た た め か 、 制 限 速 度 を 超 え て 通 行 す る 車 両 が 増 え て 、 危 険 だ と 聞 い て お り

ま す 。 あ っ て は な ら な い こ と で す が 、 不 注 意 な 運 転 に よ る 交 通 事 故 や 不 審 者 に よ

るいたずらや連れ去り行為などが、いつ発生するかわかりません。  

町内では、近く防犯カメラが宮前橋と唐院橋の２カ所に設置されますが、そこだ

け に と ど ま ら ず 、 川西 小 学 校 の 校 門 前 、南 都 銀 行 南 側 交 差 点、 地 商 連 北 側 交 差 点、

川 西 体 育 館 北 側 交 差 点 な ど 、 子 ど も た ち の 通 学 路 に 当 た る 交 差 点 へ の 設 置 を お 願

いいたします。  

防犯カメラの設置により、交通安全への注意喚起や、不審者や犯罪行為への抑止

効 果 も 期 待 さ れ ま す 。 安 全 な ま ち づ く り に 大 き な 成 果 を 上 げ る の で は な い で し ょ

うか。町長のお考えをお聞かせください。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   本件につきましては、通学路への防犯カメラの設置について

という御質問でございますので、教育担当部局より説明させていただきます。  
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議   長（森本修司君）   教育長。  

教  育  長（山嶋健司君）   それでは、私のほうから、松村議員御質問の通学路への防犯

カメラの設置についてお答えさせていただきます。  

現 在 の 児 童 登 下 校 時 の 安 全 確 保 に つ き ま し て は 、 議 員 も 御 存 じ の よ う に 、 川西

見 守 り 隊 の 皆 様 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア で の 見 守 り 活 動 、 ま た 、 青 色 パ ト ロ ー ル に よ

る 通 学 路 の 巡 視 に よ り ま し て 、 そ の 安 全 が 図 ら れ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 川

西見守り隊の皆様には、この場をおかりしてお礼を申し上げたいと思います。  

近 年 、 不 注 意 に よ る 通 学 路 で の 交 通 事 故 や 子 ど も を 狙 っ た 凶 悪 犯 罪 が 、 全 国各

地 に お い て 発 生 し て お り ま す 。 ま た 、 不 審 者 に よ る い た ず ら や 連 れ 去 り 行 為 の 前

兆 と も 言 わ れ る 子 ど も に 対 す る 声 か け 事 案 も 増 加 傾 向 に あ る と 聞 き 及 ん で お り ま

す。  

御 質 問 に あ り ま す 通 学 路 に 当 た る 交 差 点 へ の 防 犯 カ メ ラ の 増 設 に つ い て で ござ

い ま す が 、 防 犯 カ メ ラ は 犯 罪 等 の 抑 止 効 果 が あ る も の の 、 プ ラ イ バ シ ー の 侵 害 や

データ管理等において課題も含んでおります。  

こ れ ら の こ と か ら 、 現 時 点 に お き ま し て は 、 本 年 度 設 置 し ま す ２ カ 所 の 防 犯カ

メ ラ の 効 果 検 証 も 行 い な が ら 、 十 分 な 効 果 が 認 め ら れ 、 ま た 課 題 に つ い て も 御 理

解 が 得 ら れ 、 ま た 対 応 が で き る よ う で あ れ ば 、 改 め て 検 討 し て ま い り た い と 考 え

ます。  

た だ し 、 防 犯 カ メ ラ の 設 置 に つ き ま し て は 、 あ く ま で も 安 全 対 策 の 補 完 的 なも

の で あ り ま す こ と か ら 、 ま ず は 警 察 や 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 様 と の 役 割 分 担 も 含

めまして検討を加えていければと考えているところでございます。  

御理解のほど、よろしくお願いいたします。  

議   長（森本修司君）   松村議員。  

１番議員（松村定則君）   防犯カメラの設置のことについて御検討いただけるのかなと

思 い ま す 。 プ ラ イ バ シ ー 等 、 い ろ い ろ 問 題 は あ る か と 思 い ま す が 、 防 犯 カ メ ラ の

設 置 に よ っ て 、 ２ ４ 時 間 の 監 視 が 可 能 に な る か な と 思 い ま す 。 見 守 り 隊 の 方 、 そ

れ 以 外 の パ ト ロ ー ル に も 時 間 の 限 度 が あ る の か な と 。 ２ ４ 時 間 監 視 を す る こ と に

よって、安全を守られるのかなと。  

私も交通安全で交差点に立たせてもらうこともありますが、そのときは、やはり

通 行 さ れ る 方 の 安 全 運 転 な ん か も 大 い に 寄 与 さ れ て い る 、 そ こ に カ メ ラ が あ る こ

と に よ っ て 、 さ ら な る 安 全 が 守 ら れ る の か な と 。 私 個 人 で す が 、 自 分 の 乗 っ て い

る 車 に ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー の 設 置 も 検 討 し て お る と こ ろ で す 。 こ の こ と も 含 め ま

し て 、 さ ら な る 安 全の 確 保 に 御 努 力 い ただ き ま す よ う 、 よ ろし く お 願 い し ま し て、

私の質問を終わりとさせていただきます。  

議   長（森本修司君）   １１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   １１番  芝和也です。議長の許可を得ましたので、前の４人

に続きまして、町長に質問いたします。  

今般は、生活保護基準といいますか、行政施策を実施するに当たりましての最低
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生活費の目安をどのあたりに置くのか、そのもととなる生活保護の基準に関して、

町長に御所見をお伺いするものであります。  

触れましたように、住民生活を応援する行政施策を実施する上で、その基準とし

て、最低生活費をどのくらいに見積もるのかという問題が何かにつけ生じます。結

果、この値によりまして、各種施策の内容にも影響が及ぶこととなります。これら

の大本には、生活保護制度が大きな基準になることでありましょう。  

その生活保護制度でありますが、今年は５年に一度の生活扶助費の見直しの年に

当たりまして、今年の見直しにおいては、その扶助費の額が引き下がろうとしてい

ることは、町長も御承知のとおりであります。町長とは、御就任以来、低所得者へ

の工面を自治体としてどう図っていくのか、医療保険制度を初め、本町の各種の施

策においても、税の賦課も含め、控除の検討など手厚くするよう議論を重ねてきて

いるところでありますが、このあたりについては、その大本となる生活保護基準が

引き下がれば、おのずと今後の施策に対する見方や考え方にもその影響は否めない

と懸念するところでありますが、まずは、町長御自身はいかに受けとめておられる

のか、御所見をお聞かせください。  

また、政府の考え方としましては、所得がその額を下回る国民を貧困層とする基

準額である貧困ラインが下がったので、貧困率が低下したことから、保護基準との

間に乖離が生じないよう、それに合わせていくための引き下げなんだということで

ありますが、政府が基準と称する貧困ラインが下がりましたら、それまでそのライ

ン以下にいた人の所得がこれまでと変わっていなくても、新たな貧困ラインより上

になる人は、貧困のカウントから除外されるのが今度の仕組みであります。このよ

うに、その人の所得が変わっていないのに、物差しの基準を下げて、その人の置か

れている状態が変わるというような、こうした基準のほうを変更して、同じ所得の

人が貧困のカウントから除外されても、それは貧困からの脱出とは到底言えるよう

なことにはなりません。  

こうした手法について妥当か否か、こうしたやり方、考え方についても、町長の

率直なところをお聞かせいただけたらと存じます。  

以上、よろしくお願いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   芝議員の御質問、「生活保護基準について」にお答えいたし

ます。  

ま ず 、 議 員 仰 せ の と お り 、 ５ 年 ご と の 生 活 保 護 基 準 の 見 直 し が ２ ０ １ ８ 年 度に

予 定 さ れ て お り ま す 。 生 活 保 護 制 度 と は 、 健 康 で 文 化 的 な 最 低 限 度 の 生 活 を 営 む

権 利 を 定 め た 憲 法 ２ ５ 条 の 理 念 に 基 づ き 、 国 が そ の 責 任 に お い て 生 活 困 窮 者 に 対

し 必 要 な 保 護 を 行 い 、 最 低 限 度 の 生 活 を 保 障 す る と と も に 、 そ の 自 立 の 助 長 を 目

的とする制度でございます。  

生 活 保 護 基 準 は 、 最 低 限 度 の 生 活 を 維 持 す る た め の 尺 度 と し て 、 厚 生 労 働 大臣

が 決 定 さ れ る も の で ご ざ い ま す 。 今 回 の 見 直 し は 、 生 活 保 護 基 準 と 一 般 低 所 得 世
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帯 の 消 費 実 態 や 世 帯員 の 年 齢 や 人 数 、 居住 地 域 に 照 ら し て 比較 検 証 す る と と も に、

近 年 の デ フ レ 傾 向 か ら 、 ２ ０ 年 度 以 降 の 物 価 動 向 を 勘 案 し て 行 わ れ た と 聞 い て お

ります。  

こ の よ う に 、 生 活 保 護 基 準 は 、 国 民 に 等 し く 平 等 に 適 用 さ れ る べ き と い う 意味

で 、 国 の 権 限 と 責 任が 圧 倒 的 に 大 き い 分野 で ご ざ い ま す が 、町 と い た し ま し て は、

ま だ 具 体 的 に は 示 さ れ て い な い こ と か ら 、 川 西 町 へ の 影 響 と な り ま す と 、 現 時 点

においては非常に判断が難しいというふうに考えております。  

今 回 の 生 活 保 護 基 準 の 見 直 し に つ い て は 、 生 活 保 護 制 度 の 趣 旨 や 目 的 、 実 態を

十 分 考 慮 し な が ら 、 で き る 限 り そ の 影 響 が 及 ば な い よ う 対 応 す る こ と を 基 本 的 な

考 え と し て 検 討 さ れ て い る と 考 え て い ま す 。 町 と し て も 、 個 々 の 世 帯 へ の 影 響 を

確 認 ・ 注 視 す る と と も に 、 今 後 一 体 的 に 取 り 組 む こ と と さ れ て お り ま す 生 活 困 窮

者 対 策 及 び 生 活 保 護 制 度 の 見 直 し に か か わ る 国 の 動 向 に 留 意 し な が ら 対 応 し て い

きたいと思っております。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   生活保護制度そのものは国の制度でありますし、それに対す

る 対 応 に つ い て の 町 長 の お 話 か と 存 じ ま す が 、 そ れ は そ れ と し ま し て 、 見 直 さ れ

る 保 護 基 準 が 下 が る こ と に よ っ て 、 直 接 保 護 基 準 そ の も の で は あ り ま せ ん が 、 本

町 と し て さ ま ざ ま な 低 所 得 者 対 策 を 税 か ら 福 祉 、 医 療 、 保 健 、 さ ま ざ ま な 部 面 で

実 施 を し て い ま す け れ ど も 、 そ れ ら を 実 施 す る に 当 た っ て 、 ど の ぐ ら い の 基 準 で

い く か と い う 何 か の 基 準 を 見 つ け よ う と し た 場 合 、 そ の 大 本 は や っ ぱ り 生 活 保 護

基 準 に 照 ら し ま す の で 、 そ の 照 ら し て い る 基 準 が 下 が っ た ら 、 町 の 取 り 組 み に も

影 響 が 懸 念 さ れ る 。 そ の 辺 の 関 係 に つ い て 、 町 長 自 身 、 今 ど う 受 け と め て お ら れ

る か を お 聞 か せ い た だ き た い 、 こ う い う 趣 旨 の 質 問 で あ り ま す の で 、 そ こ の と こ

ろをお聞かせいただけますか。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   現在、町におきましては、国民健康保険税や介護保険料、ま

た 水 道 料 金 、 下 水 道 料 金 等 々 、 生 活 保 護 者 を 対 象 と し た 減 免 と い う よ う な も の も

ご ざ い ま す の で 、 当 然 、 保 護 か ら 外 れ る と 、 そ の 状 態 か ら 外 れ る と い う よ う な 影

響があるというのは認識しておる次第でございます。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   基準が変われば、それは影響が出る、こういうことかと思い

ます。  

５ 年 に 一 度 の 生 活 扶 助 費 の 見 直 し な ん で す け れ ど も 、 保 護 の 扶 助 費 が 見 直 され

ま す と 、 今 年 の 国 の 予 算 案 の 中 で は そ れ が 引 き 下 が ろ う と い う こ と に な っ て い ま

す 。 そ れ が 何 で 引 き 下 が る の か と い う 国 の 考 え 方 の 説 明 が あ り ま し た け れ ど も 、

そ れ で は 、 貧 困 ラ イ ン が 下 が っ て き て い る の で 、 基 準 も そ れ と の 間 で 乖 離 が 出 ん
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ように見直すんだということであります。  

貧 困 ラ イ ン と い う の は 、 国 民 全 部 の 一 番 安 い 人 か ら 一 番 高 い 人 ま で の 真 ん 中を

と っ て 、 そ れ の 半 分 が 貧 困 ラ イ ン と 、 こ う い う こ と に な る よ う な 指 標 の よ う で あ

り ま す け れ ど も 、 そ の 貧 困 ラ イ ン が 下 が っ て き て い る と い う の が 、 と り あ え ず 制

度 を 改 め て い く と いう こ と に 対 す る 見 直し の も と に 持 っ て いる 物 差 し な ん で す が、

こ れ ま で 制 度 を 利 用 し て い た 人 も 含 め て 、 そ の 人 の 所 得 が 変 わ っ て い な く て も 、

そ の ラ イ ン が 下 が る こ と に よ っ て 、 ラ イ ン が 下 が る 前 は 貧 困 ラ イ ン の 下 に い て は

っ た 人 が 、 ラ イ ン の 上 に 行 く か ら 貧 困 層 か ら 除 外 さ れ る と い う こ と で 、 制 度 適 用

か ら 除 外 さ れ る こ と に な る と い う の が 、 今 度 の 制 度 適 用 に お け る 全 体 的 な 影 響 か

なと私は思っています。  

こ の 辺 、 そ の 人 の 所 得 が 変 わ ら な い の に 、 物 差 し に し て い た 基 準 を 下 げ た こと

に よ っ て 、 今 ま で 制 度 適 用 だ っ た 人 が 制 度 適 用 か ら 除 外 さ れ る と い う の は 、 先 ほ

ど 町 長 が 、 生 活 保 護制 度 の あ り 方 、 目 的の 話 の 中 で お っ し ゃっ て い ま し た よ う に、

そ の 人 が 保 護 制 度 を 利 用 し な が ら 、 し っ か り と 自 立 し て い っ て 、 貧 困 ラ イ ン が こ

こ に あ っ た ら 、 こ こ に い た 人 が 自 立 し て 頑 張 っ て い っ て 、 貧 困 ラ イ ン よ り 上 へ 所

得 が 上 が っ た か ら 脱 出 し た 、 除 外 さ れ た と い う こ と が 、 本 来 の そ の 人 の 自 立 を 支

え て い く 目 的 と い う こ と に な る と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ の 辺 、 今 般 の や り 方 は

そ う で は な く て 、 そ の 人 の 置 か れ て い る 位 置 は 一 緒 や け ど も 、 物 差 し を 下 げ た こ

とによって除外するというやり方です。  

こ の 辺 の や り 方 に つ い て は 妥 当 か 否 か 。 町 長 が 直 接 や っ て い る 町 の 取 り 組 みで

は あ り ま せ ん が 、 そ の 基 準 に な る 保 護 制 度 が そ の よ う に 変 わ っ て い ま す の で 、 そ

こ の と こ ろ に つ い て 、 こ う い う や り 方 は 妥 当 か 否 か 、 い か が お 感 じ に な っ て お ら

れますか。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   先ほども申し上げましたとおり、生活保護制度というのは、

憲 法 ２ ５ 条 の 健 康 で 文 化 的 な 最 低 限 度 の 生 活 を 営 む 権 利 を 定 め た も の の 理 念 に 基

づ き 制 度 構 築 さ れ た も の で ご ざ い ま す 。 最 低 限 度 の 生 活 に 幾 ら 必 要 か と い う の は、

個 々 の 状 況 も ご ざ い ま す の で 、 積 み 上 げ 方 式 で や る と か い う よ う な 算 定 は な か な

か難しいと思います。  

そ こ で 、 国 の ほ う で は 、 戦 後 か ら 生 活 扶 助 基 準 の 改 定 方 式 を 何 種 類 か に わ たっ

て 考 え て き た わ け で 、 例 え ば 戦 後 直 後 で ご ざ い ま し た ら 、 標 準 生 計 費 方 式 と い う

も の で 算 定 さ れ て お り ま し た 。 そ れ が マ ー ケ ッ ト バ ス ケ ッ ト 方 式 に 変 わ り 、 そ の

後 、 エ ン ゲ ル 方 式 、 格 差 縮 小 方 式 、 そ し て 現 在 で は 、 昭 和 ５ ９ 年 よ り 水 準 均 衡 方

式 と い う こ と で 、 一 般 世 帯 年 収 の 下 位 １ ０ ％ 層 の 生 活 費 と 均 衡 す る 扶 助 費 額 を 算

出して基準を設定しているわけでございます。  

国 の ほ う で あ ら ゆ る 知 見 を 集 約 し て 定 め て い る も の で ご ざ い ま す の で 、 こ の基

準 に つ い て の 判 断 、 妥 当 か 否 か と い う の は 、 私 の ほ う で の 判 断 の 余 地 は な い の か

なと考えております。  
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以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   制度見直しの方針、それは町長が説明されたとおりで、それ

に基づいて国は見直してきているので、それは何ともしがたい、どうしようもない、

そういうことでありますが、先ほども説明しましたように、一般低所得世帯、一番

低いところから第１０分位の下から１０％、１割のところの生活実態と生活保護の

基準が乖離するかせえへんか、そこを合わせにいくというやり方、町長の説明のと

おり、そのやり方ですので、それでいくと、貧困ラインが下がってきてるので、そ

の人の置かれている位置が同じ位置にあっても、ラインが下がったことによって、

そのラインよりも上に行くから除外される、こういうことにならざるを得ないとい

うのが制度そのものなので、これは何ともしがたい、どうしようもない話ですから、

それはそういう制度なんです。  

物 差 し を 下 げ て 、 置 か れ て い る 状 態 が 変 わ ら へ ん の に 除 外 さ れ る 、 そ う い うや

り 方 、 手 法 、 こ れ に関 し て 、 町 長 が 判 断す る と か 判 断 せ え へん と か の 話 と 違 っ て、

や り 方 と し て こ う い う や り 方 は ど う な ん や と 、 町 長 の 率 直 な と こ ろ を お 聞 か せ い

ただけたらと存じます。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   先ほどから申し上げますとおり、国のほうであらゆる方式を

検 討 し た 結 果 で ご ざ い ま す の で 、 私 の ほ う で 特 に 考 え る 余 地 は な い と い う こ と で

ございます。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   判断、これを考える余地はないというのは、町長がおっしゃ

っているとおりやと思います。  

そ れ で 、 次 に 話 を 進 め ま す が 、 そ の 判 断 は 別 に し ま し て 、 基 準 が そ う い う ふう

に 変 わ り ま し た 。 町 で 取 り 組 む 諸 制 度 も さ ま ざ ま な こ と が あ り ま す の で 、 ど の ぐ

らいの補助をする―例えばあるワクチン接種をしようと思ったら、かかった費用

３ ,０ ０ ０ 円 の う ち１ ,５ ０ ０ 円 分 は 役場 か ら 補 助 す る と か、 こ う い う こ と に なっ

て い ま す け れ ど も 、 そ う い っ た 基 準 を 決 め て い き ま す よ ね 、 ど の く ら い の 取 り 組

み を す る と か 。 そ うい う 基 準 の 場 合 に 、担 当 部 署 と も い ろ いろ 話 を し て い る 中 で、

基 本 的 に 出 て く る の は 、 や っ ぱ り 最 終 的 に そ の 基 準 と な る の は 、 生 活 保 護 基 準 と

い う 言 葉 が よ く 出 て き ま す 。 こ れ は 、 諸 制 度 に 取 り 組 む 上 で 考 え て い く べ き 一 つ

の 物 差 し 、 基 準 と し て 、 や っ ぱ り い ろ ん な 部 面 で 基 準 と い う こ と に は 十 分 な り 得

る と 思 い ま す が 、 こ れ に つ い て は 、 町 長 は 、 町 で で き る こ と と し た ら 、 最 低 生 活

費 が こ の く ら い や か ら 、 こ こ ま で は 助 成 し よ う か と か 、 あ る い は 最 低 生 活 費 を 支

え る た め に 、 最 低 生 活 費 を 超 え て 賦 課 し て い く こ と は あ か ん な と か い う ふ う な 基

準 に な る と 思 い ま す が 、 そ の 基 準 は 、 や っ ぱ り 保 護 基 準 と い う こ と に な る と 思 う

んです。  
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こ れ は 、 制 度 が ど う あ れ 、 基 準 が 上 が ろ う が 下 が ろ う が 、 そ の 基 準 に 照 ら すと

い う こ と に は 変 わ り は な い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ こ ら 辺 の 見 方 は い か が で し

ょうか。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   最低限度の生活というのはなかなか算定が難しいので、国で

決められているというのは、先ほどから申しておるとおりでございます。  

国 の 生 活 保 護 基 準 を も と に 今 後 も 考 え て い く つ も り で ご ざ い ま す が 、 先 ほ ども

申 し 上 げ ま し た と お り 、 川 西 町 へ の 影 響 、 今 後 ど う い っ た 影 響 に な る の か と い う

のはよく注視しながら対応・検討してまいりたいと思っております。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   やっぱり物差しとしてはそれを当てていくということを基本

に 考 え て い く と い う お 話 で あ り ま し た し 、 実 際 影 響 が 出 て く る の は こ れ か ら で す

の で 、 そ こ は 、 そ の 影 響 の 状 況 を 見 な が ら 取 り 組 み は 見 詰 め て い く と い う こ と で

ありました。  

例 え ば 滞 納 が 起 こ っ た 場 合 な ん か も 、 こ れ ら の 基 準 が 当 て ら れ て く る か な と思

う ん で す け れ ど も 、 こ れ ま で も 滞 納 者 と の 間 で は 、 分 納 誓 約 を 取 り 交 わ し て 納 付

し て も ら う と い う こ と で 、 ず っ と 取 り 組 み が 続 け ら れ て き て い ま す 。 そ う い っ た

誓 約 を 交 わ す 折 に も 、 そ の 人 の 置 か れ て い る 状 態 を 見 な が ら 、 こ れ だ け ず つ や っ

た ら 納 め て も ら え る な と い う こ と を 見 て 、 お 互 い が 「 こ れ や っ た ら い け ま す 」 と

いう約束で誓約を交わしてきたということになると思います。  

そこにもやっぱり最低生活費が―この人が滞納を納めていく上においても、こ

れ だ け ず つ や っ た ら 、 最 低 生 活 費 は あ る の で 生 活 で き る と い う こ と で 分 納 誓 約 を

決 め ら れ て い く と 思 い ま す 。 見 方 と し て は そ う い う こ と で 誓 約 を 結 ん で 、 そ れ を

守 っ て も ら っ て 、 滞 納 さ れ て い た の を し っ か り 払 っ て も ら う と い う こ と に な る か

と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 見 方 、 決 め 方 は 、 今 言 っ た 内 容 で 決 め て い っ て

い る よ う に こ れ ま で ず っ と 理 解 し て き て い ま す が 、 こ こ は そ う い う こ と で 変 わ り

ないと思いますが、いかがでありましょうか。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   税金の徴収、また、滞納された税金の滞納処分につきまして

は 、 例 え ば 生 活 に 困 窮 さ れ て い る 方 、 具 体 的 に 言 い ま す と 生 活 保 護 を 受 給 さ れ て

い る 方 に つ い て は 、 徴 収 猶 予 と い う よ う な 形 を こ れ ま で か ら と ら せ て い た だ い て

おる次第でございます。  

生 活 保 護 基 準 に な い 方 で 滞 納 さ れ て い る 方 へ の 徴 収 、 滞 納 処 分 と い う こ と でご

ざ い ま す が 、 国 の ほ う で も 国 税 徴 収 法 施 行 令 と い う も の が ご ざ い ま す の で 、 そ の

基 準 に 基 づ い て 、 最 低 必 要 と な る 生 活 費 、 こ の 部 分 を 除 外 し た 分 に つ い て は 、 今

後も徴収を進めてまいる所存でございます。  

以上です。  
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議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   ということは、その基準に照らしている最低生活費、ここを

超えての徴収ではなく、それを除いて誓約を交わして納めていってもらう、払って

いってもらうということには変わりがない、こういうことであったかと思います。  

国 基 準 に せ よ 、 基 準 は 基 準 に な っ て く る も の で あ り ま す の で 、 生 活 保 護 受 給者

の 場 合 は い ろ ん な こ と が 免 除 さ れ る と い う こ と も 、 制 度 の 中 、 取 り 組 み の 中 で は

さ ま ざ ま な 部 面 で 実 際 に 実 施 さ れ て お り ま す 。 町 長 の き ょ う の お 話 の 中 で も 、 生

活保護については憲法で保障された国の取り組みだというお話でありました。  

で す か ら 、 生 活 保 護 制 度 と い う の は 、 そ う い う 意 味 で は 、 自 治 体 が 取 り 組 む制

度 の 中 で も 、 最 低 生 活 を 守 る 一 定 の 基 準 に も な る し 、 国 も 社 会 保 障 全 体 、 低 所 得

者 の 皆 さ ん を 支 え て い く 憲 法 で 保 障 さ れ た 権 利 と し て 国 が 実 施 し て い る 制 度 で あ

る と い う 認 識 を 町 長 は お 示 し さ れ て お り ま す の で 、 そ の 辺 に つ い て は 認 識 の 相 違

は な い も の と 思 い ま す が 、 こ の 生 活 保 護 を し っ か り と 制 度 と し て 利 用 し て い く こ

と が 、 そ う い っ た 状 態 に 陥 っ た 場 合 の 国 民 の 権 利 と し て 履 行 さ れ て 初 め て 役 に 立

つ も の と 思 い ま す の で 、 そ の 辺 は 、 や っ ぱ り 憲 法 で 保 障 さ れ て い る よ う に 、 権 利

と し て の 位 置 づ け で 、 み ん な が 制 度 を 利 用 し て し か る べ き と い う 考 え も 町 長 御 自

身 は 一 方 で は お 持 ち か と 存 じ ま す が 、 そ こ の と こ ろ を 最 後 に お 聞 き し て 、 質 問 を

終わります。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   議員がお述べのとおり、生活保護につきましては権利として

利 用 し て い た だ く べ き か な と は 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 一 方 で 、 自 助 と い う こ

と で ご ざ い ま す の で 、 生 活 保 護 状 態 か ら 脱 す る た め の 方 策 も ま た 国 を 挙 げ て 検 討

し て い た だ き た い と い う よ う に 思 っ て お り ま す の で 、 御 理 解 を 賜 り た い と 思 い ま

す。  

以上です  

議   長（森本修司君）   これをもちまして一般質問を終わります。  

続きまして、日程第２、総括質疑に入ります。  

先 日 上 程 さ れ ま し た 議 案 第 １ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 予 算 に つ い てよ

り 、 議 案 第 ３ ４ 号 、 川 西 町 体 育 施 設 の 指 定 管 理 者 の 指 定 に つ い て ま で の ３ ４ 議 案

について一括議題といたします。  

去 る ９ 日 、 当 局 よ り 提 案 説 明 が 終 わ っ て お り ま す の で 、 こ れ よ り 総 括 質 疑 に入

ります。  

質疑通告により、４番  伊藤彰夫君。  

４番議員（伊藤彰夫君）   それでは、総括質疑をさせていただきます。  

議 案 第 １ ７ 号 、 行 政 組 織 条 例 の 一 部 改 正 、 議 案 第 １ ８ 号 、 一 般 職 の 職 員 の 給与

に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て で ご ざ い ま す 。 こ の ２ 議 案 は 、 今 後 の 川 西 町 を

左右する最重要案件と感じましたので、町長に質問いたします。  

条 例 改 正 案 に は 、 役 場 の 組 織 を 現 在 の 総 務 部 、 福 祉 部 、 産 業 建 設 部 を 廃 止 して
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８ 課 に す る 、 給 与 条 例 案 で は 、 課 長 の 給 与 は 、 今 ま で の ５ 級 に 加 え て 部 長 級 の ６

級も適用となっています。  

こ の 議 案 書 を 見 た だ け で は 、 部 を な く し て 課 に よ る 組 織 に な ぜ 今 変 え る 必 要が

あ る の か 、 わ か り ませ ん で し た 。 部 長 は組 織 の 頂 点 で あ り 、課 の ま と め 役 で あ り、

他 の 部 と の 調 整 役 で あ り 、 企 画 ・ 立 案 、 業 務 の 進 捗 管 理 を 行 う と と も に 、 課 員 を

育てるという大切な役割もあると思います。  

ま た 、 部 長 級 は 、 町 長 、 副 町 長 と 対 等 に 意 見 を 交 わ す こ と が で き る 存 在 で あ り 、

役 場 で の 上 下 の パ イ プ 役 で も あ り 、 対 外 的 に は 川 西 町 の 実 務 上 の ト ッ プ と し て 重

責 を 担 っ て い ま す 。 部 長 、 課 長 、 課 員 が 連 携 し た 強 い チ ー ム ワ ー ク が 川 西 町 を 発

展 さ せ 、 住 み よ い ま ち を つ く っ て い く と 信 じ て い ま す 。 ま た 、 職 員 に と っ て 目 指

すべきあこがれのポジションではないでしょうか。  

役 場 の 大 規 模 な 組 織 改 革 は 、 将 来 を 見 据 え 、 有 識 者 、 地 方 自 治 の 専 門 家 、 議 員 、

職 員 な ど に よ る 検 討 会 や 審 議 会 な ど で 十 分 に 話 し 合 っ た 上 で 決 め て い く も の だ と

思います。  

そこで町長にお尋ねします。  

１ つ 目 は 、 こ の 組 織 改 革 案 は 、 突 然 あ ら わ れ た よ う な 印 象 を 受 け た の で す が、

検討会などで十分に話し合ってこられたのでしょうか。  

２ つ 目 、 今 回 の 議 会 に 上 程 さ れ た 議 案 第 １ ７ 号 、 第 １ ８ 号 が 可 決 さ れ た 場 合、

役 場 の 組 織 が 根 本 的 に 変 わ り ま す 。 現 在 の 組 織 を 今 す ぐ に 変 え な け れ ば な ら な い

という問題点や課題はあるのでしょうか。  

３ つ 目 は 、 組 織 を 変 え た 場 合 、 町 民 も 含 め 、 本 町 に と っ て ど の よ う な メ リ ット

があるのでしょうか。  

４ つ 目 、 議 案 が 可 決 さ れ た 場 合 、 総 務 部 、 福 祉 部 、 産 業 建 設 部 以 外 の 部 長 級で

ある水道部長、教育次長、会計管理者も同様に廃止になるのでしょうか。  

以上４点、お尋ねします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   伊藤議員御質問の行政組織条例の一部改正、部長制の廃止に

つきましてお答えいたします。  

現 在 、 本 町 の 職 員 の 行 政 体 系 は 、 町 長 部 局 に 総 務 部 ５ 課 、 福 祉 部 ３ 課 、 産 業建

設 部 １ 課 と 、 ３ 部 ９ 課 、 ま た 、 上 下 水 道 事 業 に １ 部 １ 課 、 教 育 委 員 会 事 務 局 と し

て、事務局次長及び２課の体制で業務を執行しております。  

今 回 、 行 政 組 織 の 改 正 と し て 御 提 案 さ せ て い た だ き ま す の は 、 さ き に 申 し 上げ

た 部 課 で の 業 務 執 行 体 制 を 、 各 課 の 課 長 を ト ッ プ と す る 業 務 体 制 に 体 系 を 簡 素 化

し、８課の体制で業務を執行するものでございます。  

こ の 改 正 に よ り ま し て 、 基 本 的 に 課 長 の 決 裁 権 限 が 大 幅 に 増 大 し て い く も のと

考 え て お り ま す 。 そ う す る こ と に よ り ま し て 、 文 書 事 務 や 住 民 の 皆 様 か ら の 申 請

事項、個々の事案への対処も、よりスムーズになるものと思っております。  

こ の よ う に 、 組 織 を 簡 素 化 ・ 改 正 す る こ と に よ っ て 、 住 民 の 皆 様 か ら の 要 請に
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対しましても迅速な対応ができるものとの思いで行うものでございます。  

一 方 、 組 織 の 基 本 単 位 は 課 と な り ま す が 、 各 課 の 指 導 、 調 整 、 統 括 等 を 行 う理

事 の 職 位 を 上 位 に 配 置 す る こ と も 今 後 検 討 し て ま い り ま す 。 こ れ に よ り 、 総 務 部

や 福 祉 部 と い っ た 従 来 の 枠 組 み を 超 え た 組 み 合 わ せ で も 統 括 い た だ く こ と で 、 例

え ば 駅 ・ 工 業 ゾ ー ン の 開 発 を 念 頭 に 総 合 政 策 課 と 建 設 を 担 当 す る 理 事 、 も し く は

子 育 て や 人 口 増 加 を 念 頭 に 総 合 政 策 課 と 健 康 福 祉 課 を 担 当 す る よ う な 理 事 、 も し

く は 低 所 得 者 対 策 と し て 徴 税 課 と 住 民 保 健 課 を 統 括 す る 理 事 な ど を 想 定 す る こ と

が で き る と 思 い ま す が 、 そ う い っ た 形 に よ り 、 政 策 を 前 に 進 め る 、 住 民 ニ ー ズ に

的確に応えることができると考えております。  

今 回 の 提 案 に つ き ま し て は 、 県 内 の 本 町 と 人 口 規 模 な ど が 類 似 し て お り ま す平

群 町 、 安 堵 町 、 高 取 町 、 下 市 町 な ど の 小 規 模 な 団 体 で も 課 長 制 を と ら れ て い る と

こ ろ が 多 く ご ざ い ま す 。 こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え た 上 で の 本 町 の 職 員 構 成 の 状 況

や 今 後 の 人 口 動 態 な ど を 斟 酌 い た し ま し て 、 効 率 的 な 事 務 を 執 行 す る 上 で 、 よ り

適 正 で あ る 組 織 の 形 態 を 、 特 別 職 及 び 理 事 、 総 務 部 長 で 検 討 を 行 っ た も の で ご ざ

います。  

水 道 部 長 、 教 育 次 長 、 会 計 管 理 者 は ど う な る の か と の こ と で ご ざ い ま す が 、議

案 を 可 決 い た だ い た 場 合 と い た し ま し て 、 部 長 職 は 廃 止 い た し ま す 。 個 々 の 職 名

につきましても、整合性を踏まえて検討いたします。  

地 方 自 治 法 第 ２ 条 １ ５ 項 に お い て 、 地 方 公 共 団 体 は 、 常 に そ の 組 織 及 び 運 営の

合 理 化 に 努 め る よ う 求 め ら れ て お り ま す 。 ぜ ひ と も 行 政 改 革 に 御 理 解 い た だ き た

いと思います。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   伊藤議員。  

４番議員（伊藤彰夫君）   ただいまお聞きしました答弁では、条例を改正して、部長を

な く し 、 課 長 を ト ッ プ に す る こ と に よ り 、 組 織 を 簡 素 化 し て 事 務 処 理 を ス ム ー ズ

に行い、住民対応なども迅速にできるということだったと思います。  

ま た 、 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の よ う な 担 当 の 理 事 を 置 い て 、 特 定 の 事 業 に 当 たら

せ る こ と も 考 え て い る と い う こ と で し た が 、 今 の 部 長 体 制 で も 、 そ う い う こ と は

可能だと私は思います。  

そ れ と 、 な ぜ 今 、 急 い で 部 長 ポ ス ト を な く さ な け れ ば な ら な い の か 、 な ぜ 今、

組 織 を 変 え な け れ ば な ら な い の か と い う 疑 問 を 持 っ て お り ま す 。 そ れ に 対 す る 具

体的な、明確な説明が聞けなかったように思います。  

た だ 、 総 括 質 疑 に お い て は １ 回 だ け で す の で 、 細 か い 議 論 に つ き ま し て は 、ま

た委員会で行いたいと思いますので、この場での総括質疑はこれで終わります。  

議   長（森本修司君）   １１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   １１番  芝和也です。それでは、私の所属委員会外、福祉部

所 管 に な り ま す 一 般 会 計 予 算 、 国 保 会 計 、 後 期 高 齢 者 医 療 会 計 予 算 、 介 護 保 険 会

計予算、国保税条例等、福祉部所管に関する議案に対してお尋ねをいたします。  
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ま ず 、 一 般 会 計 で す が 、 福 祉 医 療 費 の と こ ろ で 、 子 ど も 医 療 費 の 現 物 給 付 化が

来 年 ８ 月 実 施 に 向 け ま し て 、 そ の 準 備 を 進 め る 予 算 化 が な さ れ て お り ま す 。 懸 案

の課題が一歩前進というところであります。  

こ の 制 度 で す け れ ど も 、 国 が 、 実 施 し て い る 自 治 体 に 対 し て 、 就 学 前 の 子 ども

に 対 し て は ペ ナ ル テ ィ ー を 外 し た こ と に 起 因 す る 取 り 組 み と な る わ け で す 。 こ れ

ま で も そ う で す が 、 全 国 的 に は 、 ペ ナ ル テ ィ ー を 科 せ ら れ て も 現 物 給 付 化 に 取 り

組 ん で い る 自 治 体 は 少 な く あ り ま せ ん 。 こ の 近 畿 、 近 隣 で も 、 奈 良 県 を 除 い て 、

そ れ ま で そ う い う 取 り 組 み を 全 自 治 体 が や っ て お ら れ た の は 町 長 も 御 承 知 の と お

りであります。  

国 が 科 す ペ ナ ル テ ィ ー で す け れ ど も 、 そ れ が 取 り 除 か れ た 分 は 当 然 実 施 に 踏み

切 っ た ら い い わ け で す け れ ど も 、 ペ ナ ル テ ィ ー が あ る か ら で き な い ん だ と い う こ

と な ん で す け れ ど も 、 こ の 関 係 に つ い て 、 考 え 方 と し て 、 町 長 は 、 子 ど も の 置 か

れ て い る 状 況 を 応 援 す る と い う こ と で 取 り 組 ん で い る 自 治 体 が 実 際 あ る 中 で 、 そ

ん な こ と 言 う て も 、ペ ナ ル テ ィ ー が 科 せら れ て る か ら 、 な かな か で き な い と い う、

その関係ですので、ここら辺についてお考えをお示しいただけたらと存じます。  

そ れ と 、 対 象 年 齢 の 引 き 上 げ 、 こ れ も ペ ナ ル テ ィ ー を 科 さ れ て い る 世 代 に 現物

給 付 を す る の か 、 そ れ と も 現 行 制 度 そ の も の を 高 校 卒 業 す る ま で 引 き 上 げ て い く

の か 、 こ の 辺 に つ い て の 方 策 は い か が お 考 え か 、 お 聞 か せ い た だ け た ら と 存 じ ま

す。  

次に、児童措置費であります。  

病 後 児 対 策 、 病 児 保 育 、 こ の 辺 の 受 け 皿 の 確 保 に つ い て な ん で す け れ ど も 、そ

う い っ た 受 け 皿 の 必 要 性 に つ い て は 現 時 点 で は ど う お 考 え か 、 お 聞 か せ い た だ け

たらと存じます。  

そ の 上 で 、 実 施 す る に 当 た り ま し て の 課 題 と か 問 題 点 が あ る の か 、 あ る 場 合 は 、

そ れ を ク リ ア し て い く す べ は ど う い う 用 意 が あ る の か 、 そ の 辺 に つ い て 方 針 が あ

るようでしたら、お聞かせいただけたらと存じます。  

次に、放課後児童対策であります。  

学 童 保 育 の ニ ー ズ は ど ん ど ん 膨 ら ん で き て 、 現 在 、 も う キ ャ パ を 超 え て い ると

い う 状 況 に な っ て お り ま す 。 こ の 間 の 議 論 で す け れ ど も 、 あ ふ れ て 、 高 学 年 か ら

お 断 り せ ざ る を 得 ない と い う こ と で す ので 、 そ れ ら を ど こ で補 足 す る か と い う と、

子 ど も セ ン タ ー の 活 用 も 含 め て 検 討 を 進 め た い 、 こ う い う こ と で 議 論 は し て い る

と こ ろ で あ り ま す け れ ど も 、 そ の 具 体 化 に 向 け た 手 だ て は ど う な さ っ て い る か 、

その辺をお示しいただきたいと存じます。  

次に、予防費についてであります。  

こ れ は 、 各 種 の 検 診 や ワ ク チ ン 接 種 等 々 、 い ろ ん な 取 り 組 み が あ り ま す け れど

も 、 そ の 中 で 、 一 律 の 負 担 の も の も あ れ ば 定 額 援 助 し て い る も の と 、 さ ま ざ ま に

取 り 組 ま れ て い ま す 。 既 に 住 民 税 非 課 税 等 、 そ う い う 基 準 に 基 づ い て 一 部 負 担 あ

る い は 全 額 免 除 と い う 取 り 組 み が 実 施 さ れ て い る 分 野 も あ り ま す け れ ど も 、 ま だ
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そ う で な い 部 分 、 住 民 税 非 課 税 世 帯 な ど が 全 額 免 除 に な っ て い な い 、 そ の 他 の 取

り 組 み 、 適 用 さ れ てい な い 取 り 組 み に つい て 、 こ れ は 手 だ てと し て と れ な い の か、

そ れ と も 何 ら か の 理 由 で と ら な い の か 、 こ の 辺 に つ い て 状 況 を お 示 し い た だ け た

らと存じます。  

それから、清掃費についてであります。  

ご み の 減 量 に 向 け ま し て 、 こ の 後 、 ３ ６ 年 実 施 で す か 、 清 掃 工 場 の 稼 働 に 伴い

ま し て １ ５ 品 目 の 分 別 が 始 ま る 、 そ う い う 方 向 で 今 取 り 組 み が 進 め ら れ て お り ま

す 。 そ れ ら の 取 り 組 み は 、 ご み 分 別 で 、 ご み の 資 源 化 に よ っ て 焼 却 量 を 減 ら し て

い く と い う 取 り 組 みで 、 そ う い う 方 向 では 十 分 資 す る 取 り 組み に な っ て い ま す が、

こ の 取 り 組 み の 実 施 に 向 け た 本 町 で の 見 通 し に つ い て 、 逐 次 準 備 し な が ら 順 番 に

進 め て い く の か 、 稼 働 す る と き に 用 意 ド ン で 一 斉 に 始 め る の か 、 そ の 辺 に つ い て

お聞かせいただきたいと存じます。  

以上が一般会計です。  

次 に 、 国 保 会 計 並 び に 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 制 度 、 そ の 辺 の と こ ろ で あ り ま す が 、

こ れ も 国 保 は 新 年 度 か ら で す け れ ど も 、 県 単 位 化 に 向 け て の 制 度 変 更 に よ り ま し

て 、 県 に 対 し て 町 か ら 納 付 金 を 賄 う べ く 、 保 険 税 収 と 基 金 の 取 り 崩 し 等 で 新 た に

国 保 会 計 の 収 支 の 均 衡 が 図 ら れ る よ う に 予 算 化 は な さ れ て お り ま す 。 従 前 に 引 き

続 い て 法 定 減 免 等 は 当 然 実 施 さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 こ れ も 保 険 料 率 の

引 き 上 げ に 激 変 が 起 こ ら な い よ う に 緩 和 措 置 が と ら れ て い る わ け で あ り ま す け れ

ど も 、 平 成 ３ ６ 年 に 県 下 が 一 本 に な っ て 動 き 出 し て 、 平 成 ３ ６ 年 に は 、 奈 良 県 下

ど こ で も 保 険 料 を 統 一 し よ う と い う 方 針 の も と に 進 め ら れ て い ま す の で 、 そ の 税

率はもう避けられない事実となっているところであります。  

国 保 制 度 そ の も の な ん で す け れ ど も 、 被 保 険 者 の 多 く が 低 所 得 者 で あ る に もか

か わ ら ず 、 保 険 料 負 担 が 高 い と い う 国 保 の 根 本 的 な 構 造 上 の 問 題 の 解 決 が な い ま

ま に 、 制 度 だ け が 変 わ っ て い っ て い る と い う の が 今 の 動 き で あ り ま す の で 、 こ の

辺 は 制 度 上 の 問 題 点 と し て 否 め な い と こ ろ で あ り ま す が 、 法 定 減 免 以 外 は 実 施 し

な い と い う こ と で 、 こ れ ま で も 町 長 と は 議 論 を 交 わ し て い る と こ ろ で あ り ま す 。

奈 良 県 で 国 保 が 一 本 に な っ て も 、 賦 課 権 限 は 市 町 村 長 に は そ の ま ま 残 っ て い ま す

の で 、 そ う い う 点 で は 、 賦 課 す る と い う 判 断 、 権 限 は 、 そ れ ぞ れ の 市 町 村 長 と い

う こ と に な り ま す 。 で す か ら 、 低 所 得 者 へ の 対 策 は 、 市 町 村 長 で あ る 町 長 が 判 断

し て い く と い う こ と に な り ま す け れ ど も 、 そ の 辺 の 手 だ て 、 こ れ ま で は 法 定 外 は

し な い と い う こ と で あ り ま し た が 、 こ こ も や は り 不 要 な の か 、 そ れ と も 取 り 組 み

と し て は 持 ち た い け れ ど も 、 諸 般 の 事 情 か ら で き な い と い う の か 、 こ の 辺 の 基 本

認識についてお聞かせいただけたらと存じます。  

次 に 、 介 護 保 険 で あ り ま す が 、 新 規 事 業 計 画 で は グ ル ー プ ホ ー ム の 建 設 を 上げ

ま し て 、 新 年 度 予 算 で も そ の 整 備 の 予 算 化 が 行 わ れ て い る と こ ろ で あ り ま す が 、

既 存 の グ ル ー プ ホ ーム と 合 わ せ て ３ ユ ニッ ト と い う こ と に なり ま す が 、 こ の 辺 は、

ニ ー ズ の 増 大 に 対 応 し て の こ と な の か 、 そ の 辺 の 経 緯 に つ い て お 示 し い た だ き た
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いと存じます。  

ま た 、 現 行 の 町 営 の 施 設 で あ り ま す け れ ど も 、 本 町 住 民 の 利 用 に 資 す る メ リッ

ト は 十 分 に あ る と 存 じ ま す が 、 今 後 こ れ ら の 継 続 に つ い て 、 新 た な グ ル ー プ ホ ー

ム が で き た こ と に よ っ て 、 そ の 辺 の 判 断 は ど う な っ て い く の か 、 あ わ せ て 方 途 を

お示しいただきたいと存じます。  

次に、国保税条例についてであります。  

国 保 料 金 の 保 険 料 率 が 変 更 に な り ま し て 、 今 般 の 保 険 料 率 の 変 更 は 、 賦 課 総額

を 変 え ず に 、 今 ま での ４ 方 式 を ３ 方 式 に変 え る こ と で 保 険 料率 の 変 更 を 図 っ た と。

平均で２ .８％の増ということでありますが、先ほど国保予算のところでも言いま

し た よ う に 、 平 成 ３ ６ 年 、 奈 良 県 下 保 険 料 率 統 一 と い う こ と で い き ま す と 、 そ れ

に 合 わ せ れ ば 、 こ れ ま で の 本 町 保 険 料 率 に 比 べ て ２ ０ ％ の 引 き 上 げ と い う こ と に

な っ て い き ま す 。 こ れ は 、 激 変 緩 和 す る た め に 段 階 的 に 毎 年 少 し ず つ 上 げ て い く

の か 、 二 、 三 年 お き に ぽ ん ぽ ん と 上 げ て い く の か 、 や り 方 は い ろ い ろ と あ る に せ

よ 、 平 均 で ２ 割 引 き 上 が る と い う こ と に な れ ば 、 相 当 の 引 き 上 げ と い う こ と に な

り ま す け れ ど も 、 こ の 辺 、 ２ 割 は い か ん と も し が た い の で 、 引 き 上 げ る と い う 理

解 を し て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 こ の 辺 の 認 識 に つ い て 、 ２ 割 引 き 上 げ ま で の

見通しをお示しいただきたいと存じます。  

ま た 、 医 療 保 険 に つ い て で あ り ま す が 、 一 般 の 会 社 員 な ど が 加 入 さ れ て い ます

被 用 者 保 険 の 場 合 は 、 世 帯 員 の 人 数 は 関 係 あ り ま せ ん の で 、 所 得 に 応 じ て 保 険 料

が 定 め ら れ て お り ま す 。 と こ ろ が 、 国 保 は 、 世 帯 員 の 人 数 が 加 算 さ れ る こ と に な

っていますので、均等割があるために、それらが加算されます。  

そ こ で 、 さ ま ざ ま な 部 面 で 子 育 て 支 援 策 の 取 り 組 み が こ の 間 ず っ と 拡 充 さ れて

き て い る こ と で あ り ま す の で 、 今 の 国 保 制 度 で い き ま す と 、 仕 組 み 上 は 多 子 世 帯

ほ ど そ の 負 担 が 膨 ら む と い う こ と に な り ま す か ら 、 こ の 辺 、 多 子 世 帯 の 子 ど も に

対 し て は 何 ら か の 手 だ て を 打 っ て 、 子 ど も の 均 等 割 免 除 、 こ の 辺 の 取 り 組 み に 踏

み 切 っ て い く と い う 考 え は お 持 ち で な い か ど う か 、 こ の 辺 に つ い て も あ わ せ て お

尋ねをいたします。  

最 後 に 、 全 体 を 通 じ て で あ り ま す け れ ど も 、 い ず れ に し ま し て も 、 予 算 配 分を

ど う す る の か と い う こ と が 予 算 編 成 時 に は 迫 ら れ て く る こ と に な り ま す 。 こ こ ら

辺 、 編 成 方 針 と し ま し て 、 ま ず は 住 民 の 皆 さ ん の 暮 ら し に 目 を 向 け ま し て 、 そ れ

ら の 取 り 組 み で し っ か り と 支 え 、 応 援 し て い く と い う こ と で 予 算 配 分 を し 、 そ の

上 に 立 っ て 社 会 資 本 整 備 等 さ ま ざ ま な 部 面 で の 予 算 編 成 と い う こ と に な る の が 自

治 体 の 基 本 的 な 考 え 方 か な と 私 は 思 っ て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 こ こ ら 辺 、 全

体 的 な 予 算 配 分 の 見 方 、 物 の 考 え 方 と し て 、 基 本 、 予 算 編 成 す る と き の 配 分 は ど

う い う 配 分 で や っ て い く の か 、 予 算 編 成 の 物 の 見 方 に つ い て 、 基 本 的 な 考 え 方 を

お尋ねいたします。  

以上、よろしくお願いいたします。  

議   長（森本修司君）   福祉部長。  
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福祉部長（奥  隆至君）   まず、一般会計予算について御説明を申し上げます。  

福 祉 医 療 費 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 福 祉 医 療 の 現 物 給 付 化 に つ い て は 、 国の

ほ う で 平 成 ３ ０ 年 度 以 降 、 未 就 学 児 に 限 り 、 現 物 給 付 化 と し て も 国 保 の 減 額 調 整

措 置 を 行 わ な い こ と と さ れ ま し た 。 そ こ で 、 奈 良 県 で も 、 未 就 学 児 の 現 物 給 付 化

に つ い て 県 と 市 町 村 が 協 議 を 重 ね て ま い り ま し た 。 結 果 、 平 成 ３ １ 年 ８ 月 か ら 、

こ れ ま で 償 還 払 い と し て い た 未 就 学 児 医 療 給 付 に つ い て も 、 現 物 給 付 化 を 実 施 す

ることになりました。  

福 祉 医 療 に つ い て は 、 議 員 も 御 存 じ の と お り 、 都 道 府 県 ご と の 事 業 と な っ てお

り ま す 。 事 業 実 施 に 当 た っ て は 、 県 内 全 て の 医 療 機 関 の 窓 口 で 対 応 し て い た だ く

と い う こ と に な り ま す の で 、 奈 良 県 医 師 会 と の 同 意 が 必 要 と な り 、 ま た 、 国 保 連

合 会 の シ ス テ ム を 改 修 す る 必 要 が あ り ま す 。 以 上 の こ と か ら 、 市 町 村 ご と で 医 療

給付の方法を変えることは、現実的に不可能となります。  

現 物 給 付 の 対 象 年 齢 引 き 上 げ に つ き ま し て も 、 県 全 体 で 議 論 さ れ る 案 件 と なり

ま す の で 、 福 祉 医 療 を 拡 充 す る 施 策 に つ い て は 、 子 育 て 以 外 の 国 保 被 保 険 者 の 保

険 料 に も 影 響 を 及 ぼ す こ と か ら 、 今 後 時 間 を か け 、 慎 重 に 議 論 す べ き 案 件 と 考 え

ております。  

次 に 、 児 童 措 置 費 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 病 後 児 保 育 や 病 児 保 育 の 受 け 皿の

確 保 策 と い た し ま し て は 、 平 成 ２ ６ 年 度 に 策 定 し た 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画

に て 、 そ の 必 要 性 を 認 め 、 計 画 に 基 づ き 進 め て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 具 体 的

に は 、 田 原 本 町 と 協 定 を 締 結 し 、 こ ど も の 森 阪 手 保 育 園 で 病 後 児 保 育 を 実 施 、 病

児保育を今年度より川西こども園で実施しております。  

事 業 実 施 に 当 た っ て の 課 題 と し ま し て は 、 川 西 町 単 独 で の 実 施 は 、 行 政 規 模も

考 慮 す る と 、 費 用 や 実 施 可 能 な 施 設 に も 限 り が あ る こ と 等 と 考 え て お り ま す 。 こ

の 点 の ク リ ア に 向 け た す べ と い た し ま し て は 、 近 隣 や 先 進 地 で の 取 り 組 み 等 を 参

考 に 、 川 西 町 に 合 う 方 法 の 調 整 や 事 業 実 施 の 方 法 を 引 き 続 き 検 討 し 、 事 業 の 充 実

に努めてまいりたいと思っております。  

放 課 後 児 童 対 策 費 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 川 西 町 の 学 童 保 育 の 受 け 入 れ 状況

は 、 高 学 年 の 児 童 を 、 全 て で は ご ざ い ま せ ん が 、 お 断 り を し て い る と こ ろ で ご ざ

い ま す 。 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 、 受 け 入 れ 対 象 児 童 が ３ 年 生 ま で の と こ ろ が ６ 年 生 ま

で に 拡 充 さ れ た こ と や 、 ニ ー ズ の 上 昇 が 想 定 以 上 で あ る こ と な ど が 原 因 と 考 え て

おります。  

今 ま で も 定 員 の 増 加 や 長 期 休 暇 枠 の 創 設 、 運 営 時 間 の 延 長 な ど に 積 極 的 に 取り

組 ん で き て お り 、 小 学 ４ 年 生 ま で に 何 ら か の 障 害 の あ る 児 童 に つ い て は 、 全 て 受

け 入 れ を い た し て お り ま す 。 奈 良 県 下 で も 学 童 保 育 環 境 は 進 ん で い る と 思 っ て お

ります。  

具 体 化 に 向 け た 手 だ て と い た し ま し て は 、 子 ど も の 居 場 所 の 一 つ と し て 子 ども

セ ン タ ー の 活 用 を 、 近 隣 や 先 進 地 で の 取 り 組 み 等 を 参 考 に 、 川 西 町 に 合 う 方 法 の

調 整 や 事 業 実 施 の 方 法 を 引 き 続 き 検 討 し 、 早 急 に 関 係 課 等 に よ る 会 議 を 実 施 し て
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まいりたいと思っております。  

予 防 費 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 高 齢 者 イ ン フ ル エ ン ザ 及 び 高 齢 者 肺 炎 球 菌予

防 接 種 に 関 し ま し て は 、 住 民 税 非 課 税 世 帯 及 び 生 活 保 護 受 給 者 に つ い て 接 種 費 用

の 免 除 を 行 っ て お り ま す 。 ま た 、 子 ど も の 予 防 接 種 に つ い て は 、 定 期 の 予 防 接 種

に 関 し ま し て は 全 額 公 費 負 担 で あ り 、 ま た 、 任 意 の 予 防 接 種 、 ロ タ ウ イ ル ス 、 お

た ふ く 風 邪 に 関 し ま し て は 、 非 課 税 云 々 に 関 係 な く 、 接 種 費 用 の 一 部 助 成 を 行 う

など、費用負担の軽減に配慮しているところでございます。  

胃 が ん の 内 視 鏡 検 診 を 除 く 各 種 が ん 検 診 に つ き ま し て は 、 ７ ０ 歳 以 上 の 方 につ

い て は 、 検 診 料 は 無 料 で す 。 任 意 の 予 防 接 種 や 一 部 の 検 診 に お け る 免 除 等 の 基 準

設 定 は 設 け て お り ま せ ん が 、 大 部 分 の 検 診 等 に お い て 費 用 負 担 の 軽 減 に 配 慮 し て

おり、現状の体制をしばらく継続してまいりたいと考えております。  

次 に 、 清 掃 総 務 費 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 ご み の １ ５ 品 目 へ の 分 別 収 集 につ

き ま し て は 、 山 辺 ・県 北 西 部 広 域 事 務 組合 の 焼 却 施 設 の 利 用開 始 を 予 定 し て お り、

平 成 ３ ５ 年 度 ま で に 事 務 組 合 で の 決 定 事 項 と し て 分 別 収 集 を 行 う 必 要 が ご ざ い ま

す。  

本 町 で の 細 分 化 に よ る 未 実 施 の 分 類 に つ い て は 、 小 型 家 電 、 古 着 、 新 聞 、 雑 誌 、

紙 パ ッ ク が ご ざ い ま す が 、 現 在 、 自 治 会 や 子 ど も 会 等 で 実 施 さ れ て い る 資 源 回 収

と ほ と ん ど の 品 目 が 重 複 し て い る こ と か ら 、 ま ず は 各 団 体 等 へ の 説 明 を 行 い 、 御

意見を伺った上で、分別収集の実施時期を決定していきたいと考えております。  

続 き ま し て 、 国 保 会 計 予 算 並 び に 後 期 高 齢 者 医 療 会 計 予 算 に つ い て で ご ざ いま

す。  

国 民 健 康 保 険 に つ い て 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 県 単 位 化 と な り 、 県 は 財 政 運 営 の責

任 主 体 で あ り 、 県 内 の 統 一 的 な 運 営 方 針 と し て 根 本 的 運 営 方 針 を 示 す こ と と な っ

て お り ま す 。 市 町 村 は 、 賦 課 、 徴 収 、 保 険 給 付 、 保 険 事 業 等 の 業 務 を 引 き 続 き 行

うことになります。  

ま ず 、 国 保 税 に つ い て は 、 市 町 村 が 賦 課 権 限 者 で あ る も の の 、 奈 良 県 の 方 針と

し て は 、 県 下 全 て の市 町 村 で 、 平 成 ３ ６年 度 に は 、 同 じ 所 得・ 世 帯 構 成 で あ れ ば、

県 内 の ど こ に 住 ん で も 保 険 料 が 同 じ と な る こ と を 目 指 し て お り 、 本 町 で も 、 方 針

どおり、保険税率の見直しを段階的に進めていきたいと考えております。  

低 所 得 者 へ の 対 策 に つ い て も 、 法 定 減 免 に よ り 既 に 対 応 が な さ れ て い る も のと

認識しております。  

続きまして、介護保険会計予算についてでございます。  

グ ル ー プ ホ ー ム の 現 状 で ご ざ い ま す が 、 介 護 給 付 実 績 は 計 画 値 を 上 回 っ て おり

ま す 。 現 在 、 町 内 に は 、 グ ル ー プ ホ ー ム １ ユ ニ ッ ト 、 定 員 ９ 名 が １ カ 所 ご ざ い ま

す が 、 待 機 者 数 が 多 く 、 他 市 町 村 事 業 者 へ の 区 域 外 指 定 に よ り 利 用 し て い た だ い

ておりますが、利用者数においても増加傾向でございます。  

そ の た め 、 認 知 症 高 齢 者 の 増 加 に 伴 い 、 利 用 ニ ー ズ が 高 い サ ー ビ ス で あ る こと

か ら 、 次 期 、 第 ７ 期 介 護 保 険 事 業 計 画 に お い て グ ル ー プ ホ ー ム の 整 備 を 見 込 ん だ
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た め 、 予 算 計 上 し 、 県 費 補 助 を 活 用 し な が ら 整 備 を し て い こ う と す る も の で ご ざ

います。  

ま た 、 現 行 の 町 営 施 設 に つ い て は 、 現 時 点 で は ニ ー ズ も あ る こ と か ら 、 当 面は

継続していきたいというふうに考えているところでございます。  

続きまして、国保税条例についてでございます。  

今 回 の 国 保 税 条 例 改 正 に つ き ま し て は 、 議 員 仰 せ の と お り 、 賦 課 総 額 を さ ほど

変えないで、４方式から、資産割を除く３方式に変更したものでございます。  

税 率 の 改 正 に つ い て は 、 県 が 事 業 納 付 金 算 定 時 に お い て 、 ７ 年 後 の 平 成 ３ ６年

度 ま で に 高 齢 者 の 伸 び 率 の み を 勘 案 し た 計 画 を 作 成 し 、 示 さ れ て い る と こ ろ で ご

ざ い ま す 。 こ の 計 画 に つ き ま し て も 、 平 成 ３ ４ 年 度 分 以 降 に つ い て は 、 ３ 年 後 に

見直しを行うというのが前提としてあります。  

今 後 、 医 療 費 の 推 計 や 被 保 険 者 数 が 大 き く 変 動 す る 可 能 性 も あ る た め 、 奈 良県

と し て 保 険 料 水 準 を 統 一 し よ う と す る 平 成 ３ ６ 年 度 の 最 終 的 な 引 き 上 げ 率 に つ い

て は 、 改 定 幅 が 大 き く な る こ と も 念 頭 に 置 い て 本 町 の 税 率 改 正 を 進 め て い く 必 要

が あ る と 考 え て お りま す が 、 本 町 と し ては 、 国 保 の 財 政 調 整基 金 を 活 用 し な が ら、

被 保 険 者 の 方 に な る べ く 激 変 が 生 じ な い よ う に 、 保 険 税 率 の 改 定 を 行 い た い と 考

えております。  

ま た 、 子 ど も の 均 等 割 の 免 除 に つ い て で す が 、 奈 良 県 の 方 針 と し ま し て 、 さき

に も 述 べ ま し た よ う に 、 ７ 年 後 の 平 成 ３ ６ 年 度 に は 県 内 で 保 険 料 水 準 を 統 一 す る

と な る と 、 本 町 独 自 で の 減 免 を 行 う と な れ ば 、 県 内 で の 保 険 料 水 準 が 統 一 と な ら

な い こ と 、 及 び そ の 財 源 に つ い て は 法 定 外 繰 り 入 れ と な る こ と か ら 、 県 が 定 め る

保険料率の方針に沿って保険料率設定を行うべきと考えております。  

最後に、全体を通じてというところでございます。  

全 体 的 な 予 算 配 分 の 考 え 方 、 物 の 見 方 の 基 本 的 な 考 え 方 で ご ざ い ま す が 、 福祉

部 の 各 種 扶 助 制 度 等 に つ い て は 、 国 や 県 の 補 助 基 準 を 遵 守 し な が ら 取 り 組 み を 行

っ て お り 、 高 齢 者 や 子 育 て 世 代 に 対 す る 支 援 策 と し て 、 こ れ ま で イ ン フ ル エ ン ザ

ワ ク チ ン 予 防 接 種 事 業 や 高 齢 者 肺 炎 球 菌 ワ ク チ ン 助 成 事 業 な ど 、 任 意 予 防 接 種 に

対 す る 助 成 を 実 施 し て ま い り ま し た 。 引 き 続 き 、 任 意 ワ ク チ ン 接 種 事 業 で あ る 、

子 ど も に 対 す る イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 、 お た ふ く 風 邪 、 ロ タ ウ イ ル ス 、 定 期 接

種の対象外となる高齢者肺炎球菌ワクチン接種等に取り組んでまいります。  

今 後 も 、 景 気 の 低 迷 や 核 家 族 化 な ど の 社 会 状 況 か ら 、 特 に 子 育 て 世 代 や 高 齢者

へ の 支 援 が 重 要 で あ る と 認 識 し て お り 、 町 単 独 で 助 成 し て い る 事 業 に つ い て も 、

引き続き取り組んでまいりたいと考えております。  

ま た 、 平 成 ２ ９ 年 度 に 策 定 し た 各 種 計 画 、 第 ８ 次 高 齢 者 福 祉 計 画 及 び 第 ７ 期介

護 保 険 事 業 計 画 、 第 ３ 次 障 害 者 計 画 、 第 ５ 期 障 害 福 祉 計 画 、 第 １ 期 障 害 児 福 祉 計

画 、 健 康 か わ に し ２ １ 後 期 計 画 等 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 始 ま る 各 種 計 画 の 初 年 度 と

な る こ と か ら 、 計 画 に 沿 っ た 予 算 編 成 を 行 い 、 国 保 事 業 の 県 単 位 化 も 始 ま る こ と

から、国や県等の指針に基づいた予算編成を行っております。  
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な お 、 先 進 的 な 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 で あ る ネ ウ ボ ラ 事 業 を 展 開 す る な ど、

扶 助 制 度 に と ら わ れ な い 独 自 の 事 業 展 開 を 行 う な ど 、 今 後 も 他 市 町 村 の 動 向 を 注

意 し つ つ 、 近 隣 市 町 村 に 先 駆 け た 特 色 あ る 施 策 の 遂 行 に 取 り 組 ん で い き た い と 思

っております。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   芝議員の御質問、少々ございましたが、部長が申したとおり

で ご ざ い ま し て 、 私 の ほ う か ら は 、 全 体 を 通 じ て 予 算 配 分 に つ い て 説 明 さ せ て い

ただきたいと思います。  

初 め に 予 算 編 成 の 基 本 的 な 考 え 方 の 一 つ の 柱 が 、 先 日 の 提 案 説 明 の 中 で も 申し

上 げ ま し た が 、 暮 ら し や す い ま ち づ く り の 実 現 で あ る と 考 え て お り ま す 。 そ の こ

と を ベ ー ス に 、 御 質 問 の 福 祉 施 策 予 算 に 係 る 扶 助 費 等 の 予 算 配 分 に つ き ま し て お

答え申し上げます。  

子 育 て 、 教 育 、 保 健 、 医 療 等 の 福 祉 施 策 を 予 算 化 す る こ と に 際 し ま し て は 、福

祉 医 療 や 障 害 者 支 援 な ど の よ う に 国 や 県 の 補 助 で 手 当 て さ れ る 事 業 が ご ざ い ま す

が 、 一 方 、 予 防 接 種 事 業 、 乳 幼 児 健 診 や 産 前 産 後 の 事 業 な ど 、 町 の 単 独 財 源 の ウ

エ ー ト が 高 い も の も 多 く ご ざ い ま す 。 こ れ ら に 充 当 さ れ る 財 源 と し て は 、 従 前 か

ら 申 し 上 げ て お り ま す と お り 、 町 税 や 交 付 税 、 ま た は 地 方 消 費 税 な ど の 経 常 的 な

財 源 を 子 育 て 世 代 に 重 点 を 置 い て 注 入 し 、 富 の 配 分 を 若 年 層 に も 及 ぼ し て い き た

いと考えております。  

ま た 、 国 民 健 康 保 険 や 介 護 保 険 な ど の 社 会 保 障 が 高 齢 化 に 伴 い 右 肩 上 が り で増

加 し て い る の は 、 本 町 に お き ま し て も 既 に 顕 著 に あ ら わ れ て い る と こ ろ で ご ざ い

ま す 。 こ れ ら の 社 会 保 障 は 、 国 保 税 や 介 護 保 険 料 な ど 、 個 々 の 住 民 の 皆 様 の 御 負

担 で 成 立 し て い く べ き も の で ご ざ い ま す が 、 関 係 す る 法 の 基 準 内 で 住 民 の 皆 様 の

御負担を緩和できるよう、経常財源の有効な活用を行っております。  

こ の よ う に 、 要 求 さ れ る 予 算 総 枠 の 中 で 配 分 で き る 財 源 は 当 然 限 ら れ て く るも

の で は ご ざ い ま す が 、 福 祉 関 連 予 算 に 関 し て は 、 で き る 限 り 優 先 的 に 経 常 的 な 財

源を充当するように努めたところでございます。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   るる御答弁、ありがとうございました。順番に各項目で重ね

てお尋ねをいたします。  

福 祉 医 療 の 分 野 で の 現 物 給 付 化 、 こ れ は 県 全 体 の 取 り 組 み と な っ て く る の で、

町 単 独 で は な か な か 厳 し い 、 こ う い う こ と で あ り ま し た 。 今 般 の こ の 取 り 組 み に

向 け て も 、 町 長 御 自 身 の 経 験 を 通 じ て も 、 償 還 払 い と い う の は 何 で や ろ な と い う

疑 問 を お 持 ち の 中 で の こ と で あ り ま す し 、 さ ま ざ ま な 部 面 で い ろ い ろ と 発 言 も 要

請 も し て い た だ い て き た と い う ふ う に 存 じ ま す 。 い ず れ に し ま し て も 、 国 の 動 き

と な り ま し た の も 、 全 国 で 同 様 の 取 り 組 み が ず っ と 重 ね ら れ て く る 中 、 皆 の 思 い
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が 一 致 し 、 届 い て 、 法 が 変 わ っ た と い う こ と で あ り ま す の で 、 そ う い う 点 で 言 え

ば 、 そ れ ら に 向 け て や っ ぱ り 系 統 的 に こ つ こ つ と 取 り 組 ん で い く し か な い と 思 い

ま す が 、 現 物 給 付 化 そ の も の に つ い て は 町 長 も 異 論 は な い と 思 い ま す の で 、 こ の

辺 、 や っ ぱ り 償 還 払 い は 償 還 払 い で 、 財 政 負 担 と し て は 同 じ で す け れ ど も 、 一 旦

立 て か え て 払 わ ん な ん と い う こ と に な り ま す の で 、 そ こ は 現 物 給 付 の ほ う が い き

に い く 取 り 組 み で あ り ま す か ら 、 町 長 御 自 身 も 、 そ れ ら の 実 現 が か な う よ う 、 ど

う 取 り 組 ん で い く か 、 そ の 辺 の 意 気 込 み 、 す べ に つ い て 重 ね て 思 い を お 聞 か せ い

ただけたらと存じます。  

そ れ か ら 、 児 童 措 置 費 、 病 児 保 育 、 病 後 児 保 育 の 受 け 皿 に つ い て で あ り ま す が 、

必 要 と い う こ と で あり ま す 。 病 児 保 育 に取 り 組 ん で い る と いう こ と で す け れ ど も、

要 は 、 こ ど も 園 の 子 ど も が 対 象 と い う こ と に な り ま す の で 、 住 民 全 体 か ら の 必 要

な 手 だ て の 受 け 皿 と い う こ と に は 、 ま だ 至 り ま せ ん 。 物 理 的 な 問 題 も 出 て き ま す

し 、 課 題 を ク リ ア し て い く の は な か な か 厳 し い も の が あ り ま す が 、 い ず れ に し ま

し て も 、 あ る の と な い の と で は 雲 泥 の 差 を 生 じ る 取 り 組 み と い う こ と に な っ て き

ま す の で 、 必 要 性 は 感 じ て お ら れ る と い う こ と で あ り ま し た の で 、 そ れ ら の 実 施

が 図 れ る よ う 、 ぜ ひ 具 体 的 な 手 だ て 、 近 隣 自 治 体 と も 共 同 で 運 営 し て い く と か 、

そ の 辺 の 方 策 に 向 け て 、 す べ は あ る と 思 い ま す 。 そ こ ら 辺 の 方 途 、 お 考 え を お 聞

かせいただけたらというふうに思います。  

学 童 保 育 の 受 け 皿 で す け れ ど も 、 こ れ は 、 従 前 か ら 子 ど も セ ン タ ー で の 対 応と

い う 話 も 出 て き て い る 中 、 先 ほ ど の 部 長 の 答 弁 の 中 で も 、 部 局 同 士 で 調 整 を し て

い き た い と い う こ と で あ り ま し た の で 、 こ れ ま で の 検 討 か ら 一 歩 前 へ 動 く か な と

い う と こ ら 辺 で す け れ ど も 、 す り 合 わ せ の テ ー ブ ル を 置 く の か 否 か 、 そ の 辺 に つ

い て 、 現 状 を ど こ ま で 進 め る か に つ い て 、 あ り ま し た ら お 示 し い た だ け た ら と い

うふうに思います。  

そ れ か ら 、 予 防 費 で 組 ま れ て い る 各 種 補 助 制 度 な ど で あ り ま す け れ ど も 、 基本

的 に は さ ま ざ ま な 部 面 で 、 住 民 税 非 課 税 、 生 活 保 護 世 帯 等 、 免 除 制 度 は 既 に 実 施

し て い る と い う こ と で あ り ま し た が 、 未 実 施 の 部 分 が 残 っ て い る の は 残 っ て い る

と い う こ と で あ り ま す し 、 状 況 を 見 な が ら 取 り 組 み を し て い く よ う な 話 で も あ り

ま し た け れ ど も 、 こ こ ら 辺 、 既 に 住 民 負 担 が 免 除 さ れ て い る 取 り 組 み と 、 一 部 で

は あ り ま す け れ ど も 、 ま だ 免 除 が 残 っ て い る 取 り 組 み が あ り ま す の で 、 そ こ ら 辺

の 整 合 性 も 合 わ せ て い く こ と が 必 要 か な と 思 い ま す 。 残 っ て い る 、 未 適 用 に な っ

て い る 取 り 組 み へ の配 慮 等 に つ い て 、 重ね て お 伺 い し た い とい う ふ う に 存 じ ま す。  

一般会計は以上です。  

次 に 、 国 保 会 計 や 後 期 高 齢 者 の 医 療 保 険 に つ い て で あ り ま す け れ ど も 、 基 本的

に 、 減 免 制 度 は 法 定 さ れ て い る 部 分 は 実 施 し て い る と い う こ と で あ り ま し た 。 町

長 も 御 承 知 の と お り 、 加 入 し て お ら れ る 皆 さ ん の 所 得 階 層 で 言 い ま す と 、 大 体 ７

割 ぐ ら い が ２ ０ ０ 万 円 以 下 と い う こ と に な っ て き て い ま す の で 、 被 保 険 者 の 置 か

れ て い る 状 況 が 、 仕 組 み 上 そ う い う 状 況 に な っ て い る 保 険 制 度 で あ る と い う の を
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ま ず 大 前 提 に 取 り 組 ま ん と あ か ん 問 題 に な り ま す が 、 い ず れ に し ま し て も 、 保 険

料 率 の 改 定 、 見 直 し が 行 わ れ て き ま す と 、 そ の 負 担 が 上 が ら ざ る を 得 な い と い う

ことになっているのが、この会計上の仕組みであります。  

国 保 も 県 下 一 本 の 統 一 保 険 料 と い う こ と に な り ま す と 、 こ れ ま で に 比 べ て ２割

の 引 き 上 げ と い う こ と に な り ま す が 、 賦 課 は で き ま す け れ ど も 、 先 ほ ど の 一 般 質

問 の 話 で も 、 置 か れ て い る 状 況 が 変 わ ら な い け ど も 、 賦 課 す る 料 率 負 担 を 上 げ て

い く と い う こ と が 現 実 問 題 と し て 起 こ っ て き ま す の で 、 そ れ は 、 そ の 方 の 置 か れ

て い る 状 態 が 、 所 得 が 増 え た の で 保 険 料 負 担 も 増 え る と い う 話 で し た ら 別 で す け

れ ど も 、 置 か れ て い る 状 態 は 変 わ ら な い け れ ど も 、 料 率 が 上 が っ た か ら 負 担 が 増

え る と い う 関 係 に あり ま す の で 、 こ こ ら辺 は 、 法 定 減 免 は もち ろ ん で す け れ ど も、

法 定 の 枠 を 超 え た 踏 み 切 っ た 取 り 組 み と い う の が 、 何 ら か の 形 で 手 だ て は 必 要 で

は な い か と 思 い ま す 。 こ の 辺 、 取 り 組 み に つ い て は 、 う ん と い う こ と に は な ら な

い か と 存 じ ま す が 、 考 え 方 、 手 だ て の と り 方 、 そ の 辺 の 方 策 に つ い て お 示 し い た

だけたらと思います。  

国 保 税 条 例 に つ い て で あ り ま す 。 こ れ も 今 の 質 問 と 重 複 し ま す け れ ど も 、 統一

保 険 料 に な り ま す と 、 ２ 割 引 き 上 が る と い う こ と で あ り ま す の で 、 激 変 緩 和 す る

に せ よ 、 そ こ に 合 わせ て い く と い う こ とで あ り ま す し 、 激 変緩 和 の 財 源 と し て も、

こ れ ま で の 国 保 会 計 で 積 み 立 て て き た 基 金 が 財 源 に な っ て い く か と 思 い ま す が 、

こ れ は 、 加 入 者 の 皆 さ ん が 今 ま で 払 っ た お 金 を 積 ん で い る わ け で す か ら 、 そ れ を

新 た な 料 率 の 保 険 料 に 反 映 せ ん よ う に 、 今 ま で 皆 さ ん が 払 っ た お 金 を 使 っ て い く

と い う の は 当 た り 前 の こ と や と 思 い ま す が 、 そ れ を し 続 け て も 、 結 局 、 川 西 町 の

こ れ ま で の 保 険 料 率 と 新 た に 設 定 さ れ る 保 険 料 率 の 間 で は ２ 割 の 引 き 上 げ と い う

こ と は 非 常 に 大 き いも の が あ り ま す の で、 こ こ は 何 ら か の 手だ て が な い こ と に は、

一 気 に 負 担 が か ぶ る と い う こ と は 避 け ら れ ま せ ん の で 、 そ の 辺 は 知 恵 を 絞 る 必 要

が あ る と 思 い ま す が 、 そ の 辺 の 方 途 に つ い て も 御 所 見 を お 伺 い し て お き た い と 存

じます。  

全 体 に つ い て の 予 算 配 分 で す け れ ど も 、 手 だ て は 尽 く し て 、 財 政 的 な 工 面 はし

て い る と い う こ と で あ り ま し た 。 ど う し て も 一 般 財 源 の 占 め る ウ エ ー ト と い う の

が 増 え て ま い り ま す が 、 住 民 の 皆 さ ん が 置 か れ て い る 現 状 が 改 善 さ れ て く る と 、

そ こ へ 工 面 す る 手 だ て は 少 な く な り ま す け れ ど も 、 置 か れ て い る 現 状 が 変 わ ら な

い 以 上 、 自 治 体 の 役 割 と し て は 、 や っ ぱ り そ う い う 皆 さ ん を 支 え て い く の が 自 治

体の果たす責務ということになってくるかとは思います。  

そ う い う 点 で は 、 住 民 の 皆 さ ん の 置 か れ て い る 現 状 に 比 例 し て 、 き ち ん と 予算

配 分 を し て い く と い う 配 分 の 仕 方 は 避 け ら れ な い と 思 い ま す の で 、 そ こ ら 辺 は 引

き 続 き 一 般 財 源 の 充 当 が ど ん ど ん 上 が っ て い く と い う 傾 向 に は あ っ て も 、 そ れ を

渋 ら ず 続 け て い く と い う の が 基 本 か と 思 い ま す が 、 そ の 辺 、 住 民 の 皆 さ ん の 置 か

れ て い る 状 態 を し っか り 支 え 、 応 援 し てい く と い う 自 治 体 の責 務 の 観 点 に つ い て、

町 長 御 自 身 の 役 割 を 果 た す 位 置 づ け 、 こ れ を こ の 分 野 で は 聞 い て お き た い と 存 じ
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ます。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   まず、福祉医療費の現物給付化につきましてですが、私も一

住 民 と し て は 、 現 物 給 付 化 に な る こ と に つ い て は 非 常 に 喜 ば し い と い う 気 持 ち は

あ り ま す け れ ど も 、 一 方 で 、 こ れ を す る こ と に よ る コ ン ビ ニ 受 診 的 な も の で 、 逆

に 医 療 費 総 額 が 上 が る こ と も 懸 念 さ れ ま す の で 、 現 時 点 で 、 通 院 医 療 な ど が 一 番

か か る 未 就 学 児 医 療 に 限 り と い う こ と で 、 国 の ほ う で ペ ナ ル テ ィ ー 制 度 を 外 し た

ということについては、ありがたいことだなと思っております。  

こ れ を 拡 大 す る と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 ま ず 未 就 学 児 に 限 っ て と い う こと

に つ い て も 、 県 下 で は 医 師 会 と の 同 意 が 必 要 と い う こ と で ご ざ い ま し た の で 、 拡

大 等 に つ い て は 、 県 下 の 市 町 村 、 ま た 奈 良 県 医 師 会 と の 調 整 と い う の は 、 今 後 も

町村会を通じて発信していきたいなと思っております。  

次 に 、 児 童 措 置 費 に つ き ま し て は 、 病 後 児 保 育 、 病 児 保 育 な ど 、 私 も 就 任 して

か ら 課 題 に 思 っ て お っ た こ と に つ い て は 、 順 次 拡 大 ・ 解 決 し て き た と 思 っ て お り

ます。  

今 後 に つ き ま し て も 、 先 ほ ど 部 長 か ら も お 話 が ご ざ い ま し た と お り 、 近 隣 や先

進 地 の 取 り 組 み 事 例 を 参 考 に 、 川 西 町 に 合 う 方 法 と い う の を 引 き 続 き 検 討 し て い

きたいと思っております。  

次 に 、 放 課 後 児 童 対 策 に つ き ま し て は 、 現 在 、 当 初 の 想 定 以 上 に 学 童 保 育 を希

望 さ れ る 児 童 ま た 御 家 庭 が 増 え て き て お り 、 定 員 枠 と い う も の に つ い て 、 長 期 休

暇 枠 を 創 設 す る な ど し て 、 何 と か 工 面 し て き た と こ ろ で は ご ざ い ま す が 、 そ れ に

も追いつかない状況で利用ニーズが高まっておるというのが現状でございます。  

今 後 に つ き ま し て は 、 先 ほ ど も 部 長 よ り 話 が ご ざ い ま し た と お り 、 居 場 所 づく

り と し て の 子 ど も セ ン タ ー の 活 用 も 含 め て 検 討 、 ま た 庁 内 部 局 の 調 整 も 引 き 続 き

進めてまいりたいと思っております。  

予 防 費 に つ き ま し て は 、 先 ほ ど も 申 し 上 げ ま し た と お り 、 任 意 の 予 防 接 種 、一

部 検 診 に つ い て は 免 除 の 基 準 設 定 は 設 け て い な い の が 現 状 で ご ざ い ま す が 、 現 時

点 で は 、 現 状 の 体 制を し ば ら く 継 続 し てい き た い と 考 え て おり ま す 。 た だ 、 今 後、

住 民 の 皆 様 方 の ニ ー ズ 等 も し っ か り と 把 握 し て い か な け れ ば い け な い な と 考 え て

おりますので、また状況を注視していきたいと思います。  

次 に 、 国 保 会 計 予 算 並 び に 後 期 高 齢 者 医 療 会 計 予 算 に つ い て で ご ざ い ま す が、

保 険 料 が 上 が る と 、 そ も そ も 法 定 減 免 で 決 め ら れ て い る 基 準 が 上 が る と 、 減 免 さ

れ て い て も 、 ど う し て も そ れ に つ ら れ て 上 が る と い う 話 で ご ざ い ま す が 、 こ ち ら

に つ き ま し て は 、 国 の 保 険 制 度 を 維 持 し て い く た め に も 、 市 町 村 単 独 で 補 助 な り

の 対 応 を し て い く ん じ ゃ な く て 、 ま ず は 法 定 減 免 に よ り 今 後 も 対 応 し て い き た い

と考えております。  

次 に 、 国 保 税 条 例 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 ま ず 初 め に 、 県 単 位 化 、 統 一 する
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こ と に よ っ て 保 険 料 が ２ 割 上 が る と い う こ と で は な い こ と は 、 議 員 も よ く 認 識 さ

れておると思いますが、まず申し上げておきたいと思います。  

こ の ２ 割 上 が る と い う の は 、 数 年 後 に 国 保 に 加 入 さ れ て い る 方 々 の 高 齢 化 が進

む と い う こ と と 、 そ れ に よ る 医 療 費 の 増 大 に よ っ て ２ 割 上 が る と い う よ う な 算 定

で ご ざ い ま す の で 、 そ れ に つ き ま し て は 、 県 の ほ う で は ７ 年 後 の 水 準 と い う も の

は 示 さ れ て お り ま す け れ ど も 、 実 際 ど の よ う に な る の か は 、 今 後 の 健 康 対 策 等 に

よ っ て 、 実 際 に ２ 割 上 が る の か 、 上 が ら な い の か 、 も し く は も っ と 上 が る の か と

い う の は 、 そ の と き に な っ て み な い と わ か ら な い 状 況 で ご ざ い ま す 。 た だ 、 初 期

の 段 階 で 抑 制 し て い く と 、 仮 に 上 が っ た 場 合 に 後 年 度 で の 伸 び 率 が 非 常 に 上 昇 し

ま す の で 、 こ ち ら に つ き ま し て は 、 段 階 的 に 対 応 し て ま い り た い と 思 っ て お り ま

す。  

ただ、県のほうで目指すところは、県内どこに住んでも、同じ所得 ･世帯構成で

あ れ ば 、 保 険 料 が 同 じ と な る こ と で す の で 、 本 町 に つ き ま し て も そ の 理 念 に 基 づ

いて、単独で対応する予定はございません。  

最 後 に 、 全 体 を 通 じ て と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 現 状 に 合 わ せ て 対 応 し てい

っ て い た だ き た い と い う 趣 旨 だ っ た と 思 い ま す が 、 本 町 も 、 先 ほ ど 来 の お 話 も ご

ざ い ま す と お り 、 高 齢 化 率 も ３ ３ ％ と な り 、 今 後 も 上 昇 し て い く 可 能 性 が 高 い 。

そ れ に 伴 っ て 税 収 の 落 ち 込 み や 、 一 方 で 社 会 保 障 料 の 増 加 と い う こ と も 考 え ら れ

ま す 。 そ れ に 対 し ま し て は 、 先 ほ ど か ら 申 し 上 げ て お り ま す と お り 、 経 常 的 な 財

源 に つ い て は 、 ま ず は そ ち ら に 充 て て い け る よ う に 努 め て ま い り た い と 思 い ま す

し 、 そ の た め に は 、 一 層 の 行 政 改 革 を 進 め る こ と に よ っ て 、 住 民 の 皆 様 方 へ の 配

分 を し っ か り と 確 保 し て い き た い と 思 っ て お り ま す の で 、 こ ち ら に つ き ま し て も

御理解を賜りたいと思います。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   これをもちまして総括質疑を終わります。  

以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。  

本日の会議は、これをもって散会といたします。ありがとうございました。  

（午後０時０７分  散会）  
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総務建設経済委員会議事日程 

       平成 30 年 3 月 13 日（火） 13 時 00 分 開議 

日程第１ 議案第１号 平成３０年度川西町一般会計予算について 
 

  
歳出 款１ 議会費 

  
P.31～32 

   
款２ 総務費 

  
P.32～43 

   
款４ 衛生費 項 1 保健衛生費  目 3 公害対策費 P.56～57 

   
款５ 農商工業費 

  
P.59～62 

   
款６ 土木費 

  
P.63～69 

   
款７ 消防費 

  
P.69～71 

   
款８ 教育費 

  
P.71～86 

   
款９ 公債費 

  
P.87 

   
款 10 諸支出費 

  
P.87 

   
款 11 予備費 

  
P.87 

  
歳入 上記関係歳入 

  
P.14～ 

         

日程第２ 議案第５号 平成３０年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 

日程第３ 議案第６号 平成３０年度川西町水道事業会計予算について 

日程第４ 議案第７号 平成３０年度川西町下水道事業会計予算について 

日程第５ 議案第８号 平成２９年度川西町一般会計補正予算について 

  
歳出 款１ 議会費 

  
P.16 

   
款２ 総務費 

  
P.16 

   
款５ 農商工業費 

  
P.19 

   
款６ 土木費 

  
P.19 

   
款８ 教育費 

  
P.20 

         

  
歳入 上記関係歳入 

  
P.11～ 
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日程第６ 議案第 12 号 平成２９年度川西町水道事業会計補正予算について 

日程第７ 議案第 13 号 平成２９年度川西町下水道事業会計補正予算について 

日程第８ 議案第 14 号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について 

日程第９ 議案第 15 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

日程第 10 議案第 16 号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

日程第 11 議案第 17 号 川西町行政組織条例の一部改正について 

日程第 12 議案第 18 号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 

日程第 13 議案第 19 号 川西町税条例等の一部を改正する条例の一部改正について 

日程第 14 議案第 28 号 川西町企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性

化に関する法律第 10 条第 1 項の規定に基づく準則を定める条例の一部

改正について 

日程第 15 議案第 29 号 川西町都市公園条例の一部改正について 

日程第 16 議案第 30 号 川西町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

日程第 17 議案第 31 号 川西町道路線の認定について 

日程第 18 議案第 32 号 川西町道路線の廃止について 

日程第 19 議案第 33 号 川西町道路線の一部廃止について 

日程第 20 議案第 34 号 川西町体育施設の指定管理者の指定について 

         

       閉会１６時３０分 
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出席委員              
                 
 委員長 松本 史郎   副委員長  芝 和也  

 委 員 森本 修司  委 員   中嶋 正澄  

 委 員 石田 三郎   委 員   安井 知子  

 副議長 松村 定則           

                 

説明のために出席した者        
                 
 町 長 竹村 匡正           

 副町長 森田 政美           

 理事  藤井 隆弘           

 総務部長  西村 俊哉         

 総務課長  石田 知孝         

 総合政策課長 山口 尚亮        

 税務課長   西川 直明        

 債権管理課長 〃         

 産業建設課長  中川 辰也        

                 

 教育長 山嶋 健司           

 教育次長 栗原 進           

 教委総務課長 〃          

 社会教育課長 岡田 充浩       

 社会教育課主幹 深澤 達彦       

                 

 水道部長  福本 哲也         

                 

 会計管理者 福本 誠治         

                 

職務のために出席した者        

                 

 議会事務局長 安井 洋次        

   主事  松本 雅司        

                 

欠席委員及び職員          
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厚生委員会議事日程 

        平成 30 年 3 月 16 日(金) 13 時 00 分 開議 

日程第１ 議案第１号 平成３０年度川西町一般会計予算について 

  
歳出 款２ 総務

費 

項３ 戸籍住民基本台帳費 
 

P.41～42 

   
款３ 民生

費 

   
P.43～54 

   
款４ 衛生

費 

   
P.55～59 

  
歳入 上記関係歳入 

   
P.17～ 

日程第２ 議案第２号 平成３０年度川西町国民健康保険特別会計予算について 

日程第３ 議案第３号 平成３０年度川西町後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第４ 議案第４号 平成３０年度川西町介護保険事業勘定特別会計予算について 

日程第５ 議案第８号 平成２９年度川西町一般会計補正予算について 

  歳出 款３ 民生費 
    

P.18 

  歳入 上記関係歳入 
   

P.17～ 

日程第６ 議案第９号 平成２９年度川西町国民健康保険特別会計補正予算について 

日程第７ 議案第 10 号 平成２９年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

日程第８ 議案第 11 号 平成２９年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算について 

日程第９ 議案第 20 号 川西町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 

日程第 10 議案第 21 号 川西町国民健康保険条例の一部改正について 

日程第 11 議案第 22 号 川西町国民健康保険税条例の一部改正について 

日程第 12 議案第 23 号 川西町指定介護支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居

宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例に

ついて 

日程第 13 議案第 24 号 川西町介護保険条例の一部改正について 
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日程第 14 議案第 25 号 川西町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指

定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部改正について 

日程第 15 議案第 26 号 川西町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について 

日程第 16 議案第 27 号 川西町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正に

ついて 

        閉会１５時０４分 
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出席委員             

                

 委員長 今村 榮一  副委員長 福西 広理 

 委 員 大植 正   委 員 伊藤 彰夫 

 委 員 寺澤 秀和  委 員 松村 定則 

 議 長 森本 修司         

                

                

説明のために出席した者       

                

 町 長 竹村 匡正         

 副町長 森田 政美         

 理事  藤井 隆弘         

 総務部長  西村 俊哉        

 総務課長  石田 知孝        

                

 福祉部長  奥 隆至         

 住民保険課長 大西 成弘      

 健康福祉課長 吉岡 秀樹  

        

                

 会計管理者  福本 誠治      

                

職務のために出席した者       

                

 議会事務局長  安井 洋次       

   〃 主事  松本 雅司       

                

欠席委員及び職員          
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平成３０年川西町議 会 

第１回 定 例 会 会 議 録 

 

 

（  第  ３  号  ）  

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年  ３月２３日  
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平成２９年川西町議会第１回定例会会議録 (再 開) 

 招集年月日   平成３０年３月２３日 
 

 招集の場所   川 西 町 役 場 議 場 
 

 開 会        平成３０年３月２３日   午前１０時 宣告 
 

 出 席 議 員      １番  松村定則     ２番  安井知子    ３番   福西広理  
 

  ４番  伊藤彰夫     ５番  石田三郎    ６番   今村榮一  
 

  ７番  松本史郎     ８番   寺澤秀和   ９番   森本修司  
 

  10番  中嶋正澄    11番   芝  和也   12番   大植  正  
 

 欠 席 議 員         
 

 地方自治法第  町 長 竹村匡正              副町長 森田政美 
 

 121条の規定  教育長 山嶋健司          理事 藤井隆弘 
 

 により説明の 総務部長 西村俊哉         福祉部長 奥 隆至 
 

 ため出席した  教育次長 栗原 進         水道部長 福本哲也 
 

 者の職氏名  会計管理者 福本誠治       総務課長 石田知孝 
 

  総合政策課長 山口尚亮   税務課長 西川直明 
 

  
 住民保険課長 大西成弘   健康福祉課長 吉岡秀樹 

 産業建設課長 中川辰也   社会教育課長 岡田充浩 
 

   監査委員 木村 衛 
 

 本会議に職務 議会事務局長  安井洋次 
 

 のため出席し   モニター係  篠原愛子 
 

 た者の職氏名    
 

 本日の会議に   別紙議事日程に同じ 
 

 付した事件  
 

 会 議 録 署 名         議長は会議録署名議員に次の２人を指名した 
 

 議員の氏名      ７番 松本史郎 議員 ８番 寺澤秀和 議員 
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川西町議会第１回定例会（議事日程） 

   

平成３０年３月２３日（金）午後 2 時 00 分再開 

日程 議案番号 件           名 

      

      

第１ 議案第 1 号   

  ～  委員長報告 

  

議案第 34

号 
  

      

     質疑・討論 

      

     採決 

      

  (追加日程)   

      

第２ 議案第 35

号 
川西幼稚園・小学校空調設備設置工事請負契約について 

      

第３ 同意第 2 号 川西町教育委員会委員の任命について 
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（午後２時００分  再開）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   こ れよ り 平成 ３ ０ 年 川 西町 議 会第 １ 回 定 例 会を 再 開い たし

ます。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ ２ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 議 会 は 成立

いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

日程第１、委員長報告を議題といたします。  

去 る ９ 日 の 定 例 会 に お い て 上 程 さ れ ま し た 、 議 案 第 １ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西町

一 般 会 計 予 算 に つ い て よ り 、 日 程 第 ３ ７ 、 議 案 第 ３ ４ 号 、 川 西 町 体 育 施 設 の 指 定

管 理 者 の 指 定 に つ い て ま で の 議 案 ３ ４ 件 を 一 括 議 題 と い た し た い と 思 い ま す が 、

これに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括議題といたします。  

    そ れで は 、た だ い ま よ り、 各 委員 会 の 審 査 の経 過 並び に 結 果 に つい て 、順 次 委

員長の報告を求めます。  

議   長（森本修司君）   総務建設経済委員長、松本史郎君。  

総 務 建 設 経 済委 員 長（ 松 本 史 郎 君）   議 長 の 御 指 名を い ただ き ま し た ので 、 総務 建 設

経済委員会を代表いたしまして委員長報告をいたします。  

当 委 員 会 は 、 平 成 ３ ０ 年 ３ 月 １ ３ 日 に 開 催 し 、 当 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 各議

案について、当局から詳細な説明を受け、慎重に審議いたしました。  

まず、議案第１号、平成３０年度川西町一般会計予算についてであります。  

委 員 よ り 、 「 地 域 交 通 の 取 り 組 み の 中 で 、 地 域 公 共 交 通 会 議 で デ マ ン ド タ クシ

ー に つ い て 諮 ら れ た が 、 現 在 ま で の 進 捗 に つ い て 」 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 １ ２

月 開 催 し た 地 域 公 共 交 通 会 議 で 、 乗 合 タ ク シ ー を 議 題 と し 、 委 員 か ら 意 見 を 頂 戴

し た と こ ろ 、 デ マ ン ド タ ク シ ー は 山 間 部 で は 有 効 的 で あ る 。 デ マ ン ド タ ク シ ー を

検 討 す る 場 合 は 、 他 の 交 通 機 関 へ の 一 定 の 配 慮 が 必 要 で 、 民 業 圧 迫 に な ら な い よ

う 注 意 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 近 畿 運 輸 局 の 意 見 と し て 、 「 現 在 の 交 通 で 本 当 に な

し 得 て い な い か 検 討 す る こ と が 重 要 で あ る 」 、 町 内 か ら 出 席 い た だ い て い る 委 員

か ら は 、 「 現 在 の 川 西 こ す も す 号 は 、 地 域 の 交 通 網 を 網 羅 で き て い る 」 な ど の 意

見 を 紹 介 さ れ 、 デ マ ン ド タ ク シ ー に つ い て 継 続 審 議 と な り 、 引 き 続 き コ ミ バ ス の

運 行 検 証 を 実 施 、 利 用 者 の 状 況 に 着 目 し 、 さ ら な る 住 民 の 生 活 の 足 と な る 運 行 を

目 指 す と と も に 、 デ マ ン ド タ ク シ ー に つ い て も 情 報 収 集 に 努 め 、 地 域 公 共 交 通 会

議で検討していく」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 地 域 公 共 交 通 は 移 動 手 段 確 保 と い う 位 置 づ け と 考 え る が、

地 域 交 通 は 、 も と も と あ っ た 交 通 が な く な っ た た め の 移 動 手 段 、 な か っ た 交 通 に

対 す る 移 動 手 段 で あ る が 、 そ れ で 間 違 い な い か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、

「 過 去 に 運 行 さ れ て い た 路 線 バ ス が 廃 止 さ れ た こ と に よ り 、 交 通 空 白 地 等 の 移 動

手 段 の 確 保 、 ま た 、 廃 止 後 、 高 齢 化 が 進 み 、 交 通 に 対 し 不 便 を 感 じ て い る 住 民 の

移動手段を確保することが地域公共交通である」との回答がありました。  
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委 員 よ り 、 「 地 域 公 共 交 通 会 議 に お い て 、 地 域 公 共 交 通 が 移 動 手 段 と し て 町の

実 情 に 合 わ せ て ど の よ う に 役 立 っ て い く の か 検 討 さ れ て い る の か 」 と の 質 疑 が あ

り 、 当 局 よ り 、 「 地 域 公 共 交 通 会 議 に お い て は 、 現 在 検 討 さ れ て い な い 。 地 域 公

共 交 通 は 、 町 内 外 の 方 が 利 用 す る た め 、 今 後 、 工 業 ゾ ー ン の 拡 張 に 伴 い 、 従 業 員

の運送について検討していく必要があると考える」との回答がありました。  

続 い て 、 委 員 よ り 、 企 画 費 自 治 会 Ｌ Ｅ Ｄ 補 助 に つ い て 、 周 知 方 法 に つ い て 質疑

が あ り 、 当 局 よ り 、「 昨 年 １ ２ 月 に 開 催し た 自 治 連 合 会 臨 時総 会 で 案 を 提 示 し た。

４月か５月に開催する自治連合会総会で周知する」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 予 算 の 範 囲 内 で 補 助 す る と い う こ と に な る が 、 申 し 込 みの

先 着 順 に な る の か 。申 し 込 み が 多 け れ ば、 割 り 当 て に な る のか 」 と の 質 疑 が あ り、

当局より、「予算では、電灯１本当たり１万５ ,０００円を５本２０自治会、ポー

ル １ 本 ３ 万 円 を ２ ０ 自 治 会 で 計 上 し て い る 。 申 し 込 み の 状 況 に よ り 、 補 正 予 算 対

応について議会で審議をお願いしたい」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 Ｌ Ｅ Ｄ 化 の 進 捗 に 合 わ せ て 実 施 期 間 を 決 め て 取 り 組 む の か 。

補 助 機 関 が 終 了 し た 後 の 新 設 対 応 に つ い て 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 補 助

実 施 期 間 を ３ 年 と し て い る が 、 補 正 対 応 に よ り 、 早 い 段 階 で 完 了 で き る 可 能 性 も

ある。期間終了後の新設については検討したい」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 地 方 創 生 交 付 金 事 業 に つ い て 、 町 の 魅 力 を Ｐ Ｒ し て 、 企 業 従 業 員 、

町 外 の 方 に 町 に 住 ん で も ら う 事 業 で 人 口 増 加 を 目 指 す の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当

局 か ら 、 「 既 存 企 業 の 従 業 員 向 け や 町 外 住 民 に 本 町 の 魅 力 を Ｐ Ｒ す る た め 、 本 町

の 紹 介 ツ ア ー や 本 町 住 民 と の 交 流 機 会 を 設 け 、 生 活 不 安 の 解 消 を 図 る な ど 、 町 外

の 人 に 本 町 の 魅 力 を 発 信 、 Ｐ Ｒ 媒 体 の 増 刷 な ど で 魅 力 を 発 信 す る 事 業 で 、 企 業 に

勤 務 す る 従 業 員 の 方 が 出 勤 前 に 子 ど も を 幼 稚 園 等 に 預 け て か ら 出 勤 で き る と い っ

た、子どもと接する時間を長く持てるように、「いい町  ちかい町」を通して川西

町に住んでもらい、人口増加を目指す」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 町 の 魅 力 を Ｐ Ｒ し て 、 転 入 を 考 え よ う と し た 場 合 の 受 け 入 れ 体 制に

つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、 「 受 け 入 れ 体 制 に つ い て は 今 後 検 討 と な る が 、 町

内 の 空 き 家 を 活 用 す る 方 法 が 考 え ら れ る 。 何 も し な け れ ば 人 口 は 減 っ て い く と 考

え る 。 工 業 団 地 造 成 事 業 や 駅 前 整 備 事 業 を 進 め て い る が 、 幾 ら 整 備 を 進 め て も 、

町 外 の 人 に 川 西 町 を 知 っ て い た だ け な け れ ば 意 味 が な く 、 知 っ て も ら う こ と が 重

要で、川西町の認知度を上げていく手段である」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 創 業 支 援 事 業 補 助 金 に つ い て 、 起 業 に 向 け た 創 業 支 援 セ ミ ナ ーを

商 工 会 で 取 り 組 ん で い た だ く が 、 具 体 的 に 事 業 を 依 頼 し て い く の か 」 と の 質 疑 が

あ り 、 当 局 か ら 、 「 起 業 さ れ る 事 業 所 に 対 し 、 商 工 会 と 連 携 し て 創 業 支 援 セ ミ ナ

ーの開催、経営・財務・人材育成 ･販路開拓などの相談業務を依頼していく」との

回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 商 工 会 業 務 と し て 商 工 業 を 担 う 事 業 に 対 す る 補 助 金 を 増 額 さ せ て 、

事 業 以 外 の 補 助 金 を 減 少 さ せ て い く の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、 「 商 工 会
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に は 町 の 商 工 業 振 興 を 担 っ て い た だ い て お り 、 事 業 に 対 す る 補 助 が 難 し い 状 況 に

あ る 。 当 予 算 で は 、 交 付 金 を 活 用 し て 創 業 支 援 事 業 を 実 施 す る 。 今 後 、 事 業 に つ

いて検討し、交付金活用についても検討していく」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 今 回 の 事 業 は 、 交 付 金 が 採 択 さ れ た た め 事 業 を 実 施 し た も の か。

ま た 、 商 工 会 補 助 は 引 き 続 き 実 施 し て い く の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、

「 創 業 支 援 は 、 本 町 の 事 業 所 が 減 少 し て い る 中 で 、 創 業 し て い た だ く 手 だ て と し

て 支 援 事 業 を 実 施 する 。 商 工 会 事 業 の 中で 、 交 付 金 を 活 用 でき る 事 業 に 補 助 す る。

補 助 金 に つ い て は 、 年 々 本 町 か ら の 提 案 事 業 に 協 力 い た だ い て い る の が 現 状 で あ

り、商工会とは引き続き連携を図っていく」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 滞 納 者 へ の 差 し 押 さ え と 分 納 誓 約 と の 関 連 、 ま た 、 差 し 押さ

え 額 の 考 え 方 な ど に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 分 納 誓 約 を 守 ら れ な い 方 に

対 し て 、 催 告 を し た 後 、 差 し 押 さ え を 実 行 す る 。 額 に つ い て は ケ ー ス ・ バ イ ・ ケ

ー ス で は あ る が 、 数 回 の 催 告 を し た 後 、 納 付 さ れ な い 場 合 は 、 分 納 誓 約 で 約 束 し

て い る 額 で は な く 、 給 与 等 の 差 し 押 さ え 金 額 計 算 表 に 基 づ き 、 限 度 額 の 差 し 押 さ

え を 実 行 し て い る 。 た だ し 、 国 税 徴 収 法 施 行 令 の 給 与 等 の 差 し 押 さ え 金 額 計 算 表

に 基 づ き 差 し 押 さ え 額 を 決 定 し て い る の で 、 最 低 限 の 生 活 費 に つ い て 考 慮 さ れ て

いると考えている」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 工 業 ゾ ー ン の 取 り 組 み に よ っ て 農 業 地 域 が 削 減 さ れ る こと

に な る が 、 町 と し て 農 業 振 興 に 関 す る 取 り 組 み に つ い て 考 え て い る こ と が あ る の

か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 特 定 農 業 振 興 ゾ ー ン の 設 置 に 向 け て 県 と 協 議

を図っている」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 耕 作 放 棄 地 の 活 用 や 担 い 手 を 確 保 し 、 農 地 と 担 い 手 を 結 び つ ける

こ と で 、 農 地 の 有 効 活 用 が で き る の で は な い か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、

「 現 在 、 農 家 が 置 か れ て い る 状 況 と し て 、 高 齢 化 に よ る も の 、 後 継 者 の な り 手 が

な い と い う 状 況 の 中 で 、 農 業 を 続 け て い く こ と が 難 し い 状 況 に あ る 。 現 在 、 農 業

委 員 会 が 主 体 と な って 担 い 手 を 探 し て いる 。 ま た 、 農 地 中 間管 理 機 構 を 活 用 し て、

新 た な 担 い 手 を 探 す 取 り 組 み を 従 来 よ り 増 し て 進 め ら れ て お り 、 そ の 状 況 を 見 な

が ら 、 ま た 、 関 係 者 の 意 見 を 聞 き な が ら 農 業 政 策 を 進 め た い 」 と の 回 答 が あ り ま

した。  

委 員 よ り 、 「 県 へ の 登 録 に よ り 担 い 手 を 確 保 す る 制 度 は あ る が 、 川 西 町 の 農地

は 畑 地 へ の 転 換 が 難し い と 思 わ れ る た め、 田 と し て 作 付 け を依 頼 す る こ と に な る。

農 の ま ち 川 西 の 田 園 地 帯 を 維 持 す る に 当 た り 、 町 と し て は ど の よ う に 考 え て い る

の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、 「 農 業 委 員 会 主 体 で 取 り 組 ん で い る と こ ろ で

あ る が 、 本 町 の 農 業 委 員 は 各 地 区 １ 人 ず つ 選 出 さ れ て い る こ と か ら 、 各 地 域 の 実

状 を 把 握 さ れ て い る 。 農 業 委 員 会 事 務 局 に お い て も 、 農 業 委 員 か ら の 相 談 を 受 け

て お り 、 互 い に 協 力 し な が ら 取 り 組 ん で い き た い 。 ま た 、 水 稲 の 収 益 額 は な か な

か 増 え な い こ と か ら 、 高 収 益 野 菜 へ の 転 換 等 も 考 え ら れ る が 、 地 域 等 の 実 状 も あ

る こ と か ら 、 よ り 現 場 に 近 い 農 業 委 員 の 意 見 を 聞 き な が ら 、 川 西 町 の 実 状 に 沿 っ
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た形で進めていきたい」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 ネ ブ カ の 生 産 高 に つ い て 、 生 産 者 の 人 数 は 変 わ っ て い な い が 、出

荷 高 が 減 少 し て い る 。 町 と し て ブ ラ ン ド の 位 置 づ け は 変 わ ら な い の か 。 ま た 、 出

荷 高 の 減 少 の 要 因 は 何 か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、 「 ブ ラ ン ド の 位 置 づ け は

変 わ ら な い 。 出 荷 高 減 少 に つ い て は 、 平 成 ２ ６ 年 度 を ピ ー ク に 、 平 成 ２ ８ 年 度 実

績 で は そ の 半 分 ま で 落 ち て い る 。 そ の 要 因 と し て 、 気 候 問 題 と 自 然 交 配 に よ る 品

質低下が考えられる」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 ネ ブ カ の 担 い 手 の 方 々 は 、 ブ ラ ン ド の 生 産 と い う 使 命 感 で 作 付け

さ れ て い る が 、 そ の 状 況 に つ い て 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、 「 Ｊ Ａ 川 西 に ネ

ブ カ 部 会 と い う 組 織 が あ り 、 そ の 部 会 に 登 録 さ れ た 方 が 結 崎 ネ ブ カ を 耕 作 さ れ て

いる」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 ブ ラ ン ド 野 菜 を 作 る に 当 た り 、 さ ま ざ ま な 問 題 が あ る が 、 町 とし

て 、 担 い 手 確 保 に 向 け た 具 体 的 な 取 り 組 み は あ る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か

ら、「ネブカの耕作は非常に手間がかかること、手間の割には３キロ１ ,８００円

で あ る こ と か ら 、 簡 単 に 農 業 者 へ 耕 作 を お 願 い す る わ け に も い か ず 、 立 候 補 を 待

つ 状 況 に あ る 。 ま た 、 町 と し て は 、 直 接 補 助 は し な い が 、 知 名 度 ア ッ プ 、 宣 伝 等

の 側 面 的 な 支 援 を 行 い 、 一 般 の ネ ギ よ り 高 価 格 を 保 つ こ と で 、 作 り 手 の 維 持 を 図

っていきたい」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 工 業 ゾ ー ン 事 業 予 算 で の 取 り 組 み に つ い て 質 疑 が あ り 、 当局

よ り 、 「 平 成 ３ ０ 年 度 予 算 で は 、 調 整 池 と そ の 南 側 エ リ ア を 追 加 し た こ と に よ る

用地測量及び境界確定業務、詳細設計に必要となる地形測量業務、道路 ･給排水・

造 成 な ど の イ ン フ ラを 含 む 全 体 設 計 業 務、 開 発 事 前 協 議 な どの 開 発 許 可 関 係 業 務、

計 画 エ リ ア に 存 在 す る 物 件 の 補 償 調 査 業 務 等 を 実 施 す る と と も に 、 土 地 所 有 者 及

び 物 件 所 有 者 と の 買 収 交 渉 を 実 施 し 、 平 成 ３ １ 年 度 に 用 地 及 び 物 件 買 収 作 業 に 着

手し、平成３２年度分譲を目指す」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 売 却 価 格 が 公 募 単 価 で お さ ま ら な い 場 合 、 売 値 と の 差 額対

応 に つ い て 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 極 力 値 段 に 加 算 し て 売 却 し た い と 思

うが、その場合は議会に諮っていく」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 環 境 整 備 分 筆 等 委 託 登 記 事 業 に つ い て 、 見 込 み と し て い つ ま で続

く の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 浄 化 セ ン タ ー 建 設 時 に 、 地 元 補 償 と し て

東 部 農 道 等 整 備 事 業 及 び 西 部 農 道 等 整 備 事 業 が 実 施 さ れ た が 、 登 記 処 理 を 行 わ ず

に 事 業 が 進 め ら れ た 。 実 際 に 未 登 記 の 筆 数 が あ る か わ か ら な い た め 、 現 在 は そ の

作 業 を 行 っ て い る と こ ろ で あ り 、 事 業 の 完 了 と な る と 、 隣 接 者 等 の 関 係 者 か ら 印

鑑が必要になることから、完了の見込みはつかない」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 道 路 の 除 草 工 事 に つ い て 、 年 々 単 価 が 上 が っ て い る 要 因 に つ い て 、

ま た 、 工 区 が ６ 工 区 あ る が 、 工 区 統 合 す る こ と で 工 事 予 定 価 格 を 下 げ る こ と が で

き る の で は な い か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 人 件 費 及 び 経 費 の 増 に よ る も

の で あ る 。 工 区 に つ い て は 、 統 合 す る こ と で 工 事 範 囲 が 増 え 、 １ 回 の 工 期 が 長 く
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なるので、工期短縮のため６工区に分けている」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 井 戸 地 内 の 道 路 拡 幅 に お い て 、 地 域 内 に 救 急 車 が 入 れ な い こ とを

理 由 と さ れ て い る 。 各 旧 村 に お い て は 同 様 の 状 況 に あ る が 、 町 と し て は ど の よ う

に 考 え て い る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、 「 井 戸 に つ い て は 、 拡 幅 し よ う

と す る 道 路 の 横 に 水 路 が あ り 、 用 地 に 困 ら な い こ と か ら 事 業 を 計 画 し た 。 他 の 旧

村 に あ る 狭 窄 道 路 に つ い て は 、 地 元 の 協 力 等 が 得 ら れ れ ば 、 拡 幅 に つ い て 検 討 し

て い き た い と 考 え て い る 。 近 年 、 出 屋 敷 で 土 地 の 提 供 を い た だ き 、 道 路 拡 幅 を 行

っ た 例 も あ る の で 、 建 物 を 引 い て 土 地 の 提 供 を い た だ け る の で あ れ ば 、 拡 幅 も 検

討できる」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 旧 村 の 狭 窄 道 路 に あ っ て 、 家 屋 の 取 り 壊 し 等 が あ っ た と き に 、そ

の 一 部 を 道 路 用 地 と す る こ と で 通 行 が 可 能 に な る と こ ろ は 、 地 元 か ら 要 望 が な く

と も 、 防 災 面 や 都 市 づ く り を 踏 ま え 、 事 業 化 す る こ と は で き な い の か 」 と の 質 疑

が あ り 、 当 局 か ら 、 「 現 時 点 に お い て 、 町 内 の 道 路 を ど の よ う に 整 備 し て い く の

か 、 旧 村 に お け る 道 路 の 青 写 真 が 描 け て い な い 状 況 で あ る の で 、 む や み に 手 を つ

け る の で は な く 、 あ る 程 度 の 青 写 真 が 描 け る 中 で 用 地 買 収 が で き る 可 能 性 が あ れ

ば、積極的に対応していけるように検討していきたい」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 都 市 計 画 総 務 費 駅 前 整 備 に つ い て 、 当 予 算 は 総 事 業 費 の 範 囲 内の

予 算 と な っ て い る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 総 事 業 費 の 範 囲 内 の 予 算

と な っ て お り 、 駅 前 広 場 及 び 駅 周 辺 整 備 に つ い て 、 平 成 ３ １ 年 度 に ハ ー ド 事 業 に

着 手 す る た め 、 設 計 及 び 調 査 業 務 、 用 地 ・ 物 件 補 償 費 を 計 上 し て い る 」 と の 回 答

がありました。  

委 員 よ り 、 水 洗 便 所 改 造 資 金 貸 付 金 に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 く み取

り 便 所 を 水 洗 便 所 に 改 造 す る た め 、 便 器 、 洗 浄 用 具 及 び こ れ に 伴 う 配 水 管 等 を 新

設 す る 者 に 対 し て 貸し 付 け る も の で 、 １戸 １ 件 に つ き ３ ０ 万円 以 内 と な っ て い る。

予算額は１件を想定して計上している」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 住 宅 長 寿 命 化 計 画 に つ い て 、 下 永 に つ い て は 平 成 ３ ０ 年度

で 終 了 と い う こ と であ る が 、 梅 戸 及 び 唐院 に つ い て は ど の よう に な っ て い る の か」

と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、 「 梅 戸 に つ い て は 、 平 成 ３ １ 年 度 ほ ぼ 終 了 し 、 唐 院

に つ い て は 、 耐 用 年 数 が 残 り ４ ５ 年 程 度 あ る た め 、 長 寿 命 化 対 策 す る 状 態 に 至 っ

て い な い 築 年 数 で あ る た め 、 工 事 時 期 に つ い て は 未 定 で あ る 。 ま た 、 川 西 町 に と

っ て 公 営 住 宅 が 何 戸 で 適 正 戸 数 で あ る の か に つ い て は 、 住 宅 審 議 会 に て 継 続 審 議

中 で あ る た め 、 そ の 結 果 を 踏 ま え た 上 で 対 策 を 検 討 し た い 」 と の 回 答 が あ り ま し

た。  

続 い て 、 委 員 よ り 、 「 管 理 戸 数 を 定 め た 上 で 、 耐 用 年 数 に 応 じ た 長 寿 命 化 の年

次 計 画 を 立 て 、 進 め て い く と い う こ と で い い の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、

「 従 来 の 長 寿 命 化 計 画 は 、 単 に 既 存 の 公 営 住 宅 を 長 寿 命 化 し て い く と い う 計 画 で

あ っ た が 、 昨 年 、 川 西 町 に お い て 適 正 な 住 宅 戸 数 に つ い て 住 宅 審 議 会 で 諮 っ て き

た 。 ま だ 継 続 審 議 で あ る の で 、 そ の 結 果 を 受 け て 対 応 を 図 る べ き と 考 え て い る 」
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との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 継 続 審 議 中 と い う こ と で あ る が 、 住 宅 審 議 会 で の 審 議 は 終 了 した

の で は な い か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 一 旦 答 申 は し て い る が 、 適 正 な 住

宅 戸 数 に つ い て は 、 こ の 審 議 会 で は 決 め か ね る と の こ と で 、 継 続 す る こ と に な っ

ている」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 子 育 て 支 援 の 一 環 と し て 、 小 学 校 入 学 時 の 制 服 の 支 給 を今

年 か ら な さ れ た が 、 同 様 の 手 だ て と し て 、 今 後 、 中 学 校 入 学 に お い て の 制 服 を 支

給 す る こ と に つ い て は ど う か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 か ら 、 「 小 学 生 の 制 服 に つ

い て は 、 地 域 の 特 産 品 の Ｐ Ｒ も 兼 ね て 、 貝 ボ タ ン 付 き の 制 服 の 支 給 を 行 っ た と こ

ろ で あ る 。 中 学 生 に お け る 子 育 て 支 援 施 策 に つ い て は 、 中 学 校 が 組 合 立 で あ り 、

三 宅 町 と の 調 整 も 必 要 と な る こ と か ら 、 い ろ い ろ な 角 度 か ら 検 討 を し て ま い り た

い」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 学 童 保 育 所 と し て の 子 ど も セ ン タ ー の 活 用 に つ い て 、 現在

の 進 捗 状 況 は 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 学 童 保 育 担 当 課 よ り 子 ど も セ ン タ

ー の 活 用 に つ い て の 話 は 聞 き 及 ん で は い る が 、 具 体 的 な 進 展 は な い 。 学 童 保 育 と

す る 場 合 は 、 制 度 上 、 職 員 配 置 や 対 応 内 容 に つ い て も 整 理 を し て い く こ と が 必 要

に な る 。 引 き 続 き 、 居 場 所 づ く り と い う 部 分 で の 活 用 も 含 め 、 学 童 保 育 担 当 課 と

調整を行っていきたい」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 体 育 施 設 の 指 定 管 理 者 に お い て 光 熱 水費

を 負 担 す る こ と と し 、 こ れ に 合 わ せ 、 指 定 管 理 料 の 見 直 し を 行 い 、 町 に 支 払 う 施

設 使 用 料 も 廃 止 と し た が 、 光 熱 水 費 が 予 定 額 を 上 回 る こ と と な っ た 場 合 の 対 応 は

ど う な る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 ア リ ー ナ の 照 明 を Ｌ Ｅ Ｄ 化 す る こ

と に よ り 、 中 央 体 育 館 全 体 の 電 気 代 は 、 過 去 の 実 績 額 の ５ ０ か ら ６ ０ ％ 程 度 の 約

９ ５ 万 円 程 度 と 見 て い る 。 こ れ に 他 の 体 育 施 設 分 を 合 わ せ 、 電 気 代 は 全 体 で １ ４

１ 万 円 、 こ れ に 水 道 代 を 加 え 、 光 熱 水 費 は 合 計 ２ ０ ２ 万 円 程 度 を 見 込 ん で い る 。

た だ し 、 実 際 に は 使 用 状 況 等 に よ り 大 き く 変 わ る こ と も 想 定 で き る こ と か ら 、 １

年 程 度 状 況 も 見 な が ら 、 指 定 管 理 者 と 協 議 を 行 い 、 必 要 で あ れ ば 指 定 管 理 料 の 変

更も検討していきたい」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 中 央 体 育 館 の 改 修 工 事 が ３ １ 年 度 に 計 画 さ れ て お り 、 武 道 場 への

空 調 設 備 の 整 備 や シ ャ ワ ー 室 の 改 修 な ど が 予 定 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 使 用 に つ

い て 利 用 料 等 を 設 定 し て い く の か 。 ま た 、 災 害 時 の 避 難 所 と も な っ て い る が 、 避

難 所 開 設 時 の 光 熱 水 費 の 負 担 に つ い て は ど う な る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ

り 、 「 改 修 工 事 に よ り 空 調 設 備 や シ ャ ワ ー 室 の 整 備 を 行 う 予 定 で あ る が 、 こ れ に

係 る 利 用 料 に つ い て は 、 条 例 の 改 正 を 行 い 、 利 用 者 の 方 に は 施 設 使 用 料 に 加 え 、

シ ャ ワ ー 利 用 料 や 空 調 利 用 料 の 負 担 を お 願 い し て い く こ と と な る 。 ま た 、 災 害 時

に お い て の 避 難 所 開 設 の 場 合 の 光 熱 水 費 に つ い て は 、 緊 急 的 ・ 臨 時 的 な 事 情 と し

て 、 指 定 管 理 料 の 増 額 に つ い て 指 定 管 理 者 と 協 議 を 行 い 、 調 整 し て ま い り た い 」

との回答がありました。  
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委 員 よ り 、 「 給 食 費 に つ い て 、 多 子 世 帯 、 所 得 水 準 な ど に 応 じ た 一 部 助 成 など

に つ い て の 工 面 の 余 地 は な い の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 給 食 費 の 一 部

助 成 等 に つ い て は 、 低 所 得 者 対 策 や 子 育 て 支 援 対 策 の 一 つ で あ る が 、 支 援 に つ い

て は い ろ い ろ な 手 だ て が 考 え ら れ る 中 、 子 育 て 支 援 の あ り 方 や 保 護 者 の ニ ー ズ も

踏まえ、全体の中で今後検討していきたい」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 １ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 予 算 を承

認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ５ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 予算

については、提案説明どおり承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ６ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 水 道 事 業 会 計 予 算 に つ い て で あ り ま す 。  

委 員 よ り 、 磯 城 郡 広 域 化 に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 平 成 ３ ０ 年 度 から

田 原 本 町 上 下 水 道 部 内 に 磯 城 郡 水 道 事 業 体 設 立 準 備 室 が 設 け ら れ る 。 磯 城 郡 の 組

織 統 合 は 平 成 ３ ４ 年 度 を 目 標 と し て い る が 、 統 合 を 実 現 す る た め の 多 く の 課 題 を

有 し て お り 、 い ず れ の 課 題 に つ い て も 各 町 間 の 利 害 関 係 の 調 整 が 必 要 と な る 。 ま

た 、 広 域 事 業 団 設 立 当 初 に お い て は 、 磯 城 郡 ３ 町 の そ れ ぞ れ で 会 計 を 独 立 し た も

ので運営していく予定である」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 県 域 水 道 一 体 化 に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 県 と 上水

道 実 施 ２ ８ 市 町 村 に よ る 垂 直 統 合 に つ い て 、 県 か ら の 県 域 水 道 一 体 化 構 想 の 概 要

が 示 さ れ た 。 平 成 ３ ８ 年 を 目 標 に 経 営 統 合 を す る と い う も の で あ る 。 今 後 、 一 体

化 検 討 会 、 専 門 部 会 を 設 置 し 、 合 意 を 図 っ て い く こ と に な る 」 と の 回 答 が あ り ま

した。  

委 員 よ り 、 水 道 事 業 へ の 一 般 会 計 か ら の 繰 り 入 れ に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局よ

り 、 「 水 道 事 業 会 計 は 、 独 立 採 算 制 、 受 益 者 負 担 が 原 則 で あ り 、 一 般 会 計 か ら の

繰 り 入 れ に つ い て は 考 え て い な い 。 ま た 、 本 町 の 水 道 料 金 は 県 内 で も ほ ぼ 平 均 的

な額となっている」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 水 道 料 金 の 基 本 料 金 の 廃 止 に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 水道

事 業 の 経 費 に は 、 水 を 供 給 で き る 体 制 を 維 持 す る た め 固 定 的 に か か る 経 費 と 、 給

水 量 の 増 減 に 応 じ て 変 動 す る 経 費 が あ る 。 従 量 料 金 は 、 給 水 量 に 応 じ て 変 動 す る

経 費 を 賄 う こ と が で き る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 基 本 料 金 の 水 準 は 、 固 定 的 に か

か る 経 費 を 賄 う こ と が で き る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 固 定 的 に か か る 経 費 の 例 と

し て は 、 検 針 や 料 金 徴 収 に 要 す る 経 費 、 メ ー タ ー 交 換 費 、 水 道 施 設 の 維 持 管 理 費

な ど が あ り ま す 。 この た め 、 水 道 料 金 を従 量 料 金 だ け に す るこ と は 考 え て い な い」

との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ６ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 水 道 事 業 会 計 予算

を承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ７ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 下 水 道 事 業 会 計 予 算 に つ い て で あ りま

す。  

委 員 よ り 、 不 明 水 対 策 に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 下 水 道 管 渠 に 侵 入す
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る 不 明 水 に つ い て は 、 県 の モ デ ル 事 業 と し て 保 田 地 区 で 調 査 が 実 施 さ れ 、 不 明 水

が 侵 入 し て い る こ と が 判 明 し た 。 今 後 、 県 の 協 力 の も と 、 原 因 調 査 を 実 施 し 、 対

策していくことになる」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ７ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 下 水 道 事 業 会 計予

算を承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ８ 号 、 平 成 ２ ９ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議 案 第１

２ 号 、 平 成 ２ ９ 年 度 川 西 町 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て 及 び 議 案 第 １ ３ 号 、 平

成 ２ ９ 年 度 川 西 町 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て は 、 提 案 説 明 の と お り 承 認 い

たしました。  

次 に 、 条 例 等 の 案 件 で す が 、 議 案 第 １ ４ 号 、 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に関

す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、 議 案 第 １ ５ 号 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例

の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 １ ６ 号 、 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正

については、提案説明のとおり承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 １ ７ 号 、 川 西 町 行 政 組 織 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 及 び 議 案 第 １８

号、一般職の職員の給与に関する条例の一部改正についてであります。  

委 員 よ り 、 当 該 条 例 の 改 正 理 由 等 に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 従 来 の部

と い う 枠 組 み の 中 で は 対 応 し 切 れ な い 行 政 事 務 が 増 加 し て き て お り 、 こ の よ う な

こ と に 柔 軟 に 対 応 で き 、 意 思 決 定 を 迅 速 に す る と の 思 い で 今 回 の 組 織 改 革 を 提 案

さ せ て い た だ い た 。 ま た 、 県 内 の 市 な ど に 比 べ て 本 町 の 規 模 を 考 え る と 、 町 長 、

副 長 に お い て 業 務 進 捗 状 況 等 に つ い て は 統 括 で き る も の と 考 え る 。 ま た 、 駅 前 整

備 や 工 業 ゾ ー ン の 整 備 な ど 、 そ の 時 々 に 必 要 と な る 施 策 に 合 わ せ て 課 を 組 み 合 わ

せ て 事 業 に 臨 め る よ う に し た い 。 そ の 課 の 取 り ま と め と し て 理 事 を 設 置 し て い け

ると考えている」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 「 課 長 制 に な っ た 場 合 、 対 外 的 に 問 題 は な い の か 。 組 織 とし

て の 均 衡 は 保 た れ る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 他 の 町 で も 例 の あ る こ

と で あ り 、 県 と の 渉 外 交 渉 に お い て も 問 題 は な い と 考 え て い る 。 理 事 ・ 主 幹 の 配

置もあり、バランスのとれるものと考えている」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 「 組 織 改 革 に 伴 う 職 員 の 処 遇 ま た は 組 織 の 機 能 に つ い て はど

う か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 職 給 の 対 応 に つ い て は 、 課 長 級 の 職 員 に つ

い て も 最 終 的 に は ６ 級 対 応 と し 、 主 幹 級 の ポ ス ト を 増 や し て ５ 級 待 遇 と す る よ う

に 持 っ て い く 予 定 で あ る の で 、 処 遇 面 で は 改 善 に な っ て い る 。 組 織 と し て の 機 能

も 、 住 民 の 皆 様 の 必 要 に 迅 速 に 応 じ て い け る も の と 考 え る 」 と の 回 答 が あ り ま し

た。  

次 に 、 委 員 よ り 、 「 現 行 の 組 織 の 簡 素 化 で は 対 応 で き な い の か 」 と の 質 疑 があ

り 、 当 局 よ り 、 「 そ の 場 合 、 結 局 、 部 長 と 課 長 の 兼 務 と い う こ と に な り 、 職 員 全

体 へ の 負 担 が 増 す こ と に な る と 思 う 。 こ の 点 を 考 え る と 、 兼 務 の な い よ う に 課 長

の職責を明確にするほうがよいと考える」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 「 新 組 織 で の 職 員 の 昇 給 の 速 度 な ど に つ い て は ど の よ う にな
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る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 管 理 職 給 に つ い て は 、 当 然 職 員 の 能 力 や

適 性 に よ る と こ ろ で も あ り 、 個 人 差 も 出 て く る も の と 思 う 。 し か し 、 主 任 級 以 下

の ３ 級 職 ま で に つ い て は 、 従 来 よ り も 早 く な る よ う に 考 え て い る 。 他 団 体 と 比 較

し て も 適 正 な ラ ス パ イ レ ス 指 数 と な る よ う に し て い き た い 。 ま た 、 部 を な く し て

課 長 を ６ 級 に す る と い う 観 点 か ら 見 て も 、 昇 給 は 早 く な る も の と 考 え て い る 」 と

の回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 「 水 道 部 や 教 育 委 員 会 事 務 局 の 組 織 に つ い て は ど の よ う に考

え て い る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 同 級 の 他 団 体 と 比 較 し て 、 部 課 数

が 多 い も の と 考 え て い る の で 、 今 よ り も ス リ ム 化 を 考 え て い る 」 と の 回 答 が あ り

ました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 今 般 の 改 革 案 の 前 後 に お い て 、 管 理 職 ポ ス ト の 比 較 は どう

な る の か 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 管 理 職 の 職 給 は 、 従 来 同 様 ４ 級 以 上 と

な る 。 改 革 案 で は 、 主 幹 ポ ス ト を 機 動 的 に 配 置 す る こ と が で き る た め 、 ５ 級 以 上

の職給となる者は増えていくものと考えている」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 債 権 管 理 課 の 取 り 扱 い に つ い て 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「債

権 管 理 課 に つ い て は 、 町 の 債 権 整 理 に 対 す る 姿 勢 を 示 す 意 味 が あ る 。 職 員 数 等 に

は余り変化がないものと考えている」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 １ ７ 号 、 川 西 町 行 政 組 織 条 例 の 一 部 改 正 につ

い て 及 び 議 案 第 １ ８ 号 、 一 般 職 の 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て を

承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 １ ９ 号 、 川 西 町 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て は 、 提 案 説 明 の と おり

承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ８ 号 、 川 西 町 企 業 立 地 の 促 進 等 に よ る 地 域 に お け る 産 業 集 積の

形 成 及 び 活 性 化 に 関 す る 法 律 第 １ ０ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 準 則 を 定 め る 条 例 の

一部改正についてであります。  

委 員 よ り 、 「 内 容 は 、 緑 地 面 積 の 緩 和 を 図 る 内 容 で あ る が 、 既 存 の 企 業 に 対す

る 周 知 な ど の 対 応 に つ い て 」 と の 質 疑 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 既 存 の 企 業 に 対 し て

も、緑地面積の緩和等について周知していく」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ２ ８ 号 、 川 西 町 企 業 立 地 の 促 進 等 に よ る 地域

に お け る 産 業 集 積 の 形 成 及 び 活 性 化 に 関 す る 法 律 第 １ ０ 条 第 １ 項 の 規 程 に 基 づ く

準則を定める条例の一部改正については承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ９ 号 、 川 西 町 都 市 公 園 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 ３ ０ 号 、

川 西 町 消 防 団 員 等 公 務 災 害 補 償 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 ３ １ 号 、 川 西 町

道 路 線 の 認 定 に つ い て 、 議 案 第 ３ ２ 号 、 川 西 町 道 路 線 の 廃 止 に つ い て 、 議 案 第 ３

３ 号 、 川 西 町 道 路 線 の 一 部 廃 止 に つ い て 、 議 案 第 ３ ４ 号 、 川 西 町 体 育 施 設 の 指 定

管理者の指定については、提案説明のとおり承認いたしました。  

以上が、当委員会所管の議案に対してなされた質疑及び回答であります。  

次 に 、 当 委 員 会 所 管 に 係 る 審 査 案 件 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １ ０ ９ 条の
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規 定 に 基 づ き 、 議 会 閉 会 中 に お い て も 調 査 並 び に 審 査 で き る よ う に 議 決 さ れ ん こ

とを望みまして、総務建設経済委員長報告とさせていただきます。  

何とぞ議員各位の御賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   続きまして、厚生委員長、今村榮一君。  

厚 生 委 員 長 （今 村 榮一 君 ）   議長 の 御指 名 を い た だき ま した の で 、 厚 生委 員 会を 代 表

いたしまして委員長報告をいたします。  

去 る ３ 月 ９ 日 の 本 会 議 に お い て 当 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 各 議 案 に つ き ま し て 、

過 日 、 ３ 月 １ ６ 日 に 委 員 会 を 開 催 し 、 全 委 員 出 席 の も と 、 慎 重 に 審 議 を い た し ま

した。その結果をご報告いたします。  

ま ず 、 議 案 第 １ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 予 算 に つ い て 、 委 員 よ り 、 川

西 町 第 ３ 次 障 害 者 計 画 、 第 ５ 期 障 害 福 祉 計 画 、 第 １ 期 障 害 児 福 祉 計 画 に つ い て 質

問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 障 害 の あ る 全 て の 人 が 地 域 の 一 員 と し て 尊 重 さ れ 、 自 己

選 択 と 自 己 決 定 の も と に 安 心 し て 自 分 ら し く 自 立 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る 地

域 社 会 を 実 現 す る た め に 、 川 西 町 に お け る 障 害 福 祉 施 策 の 基 本 的 な 方 向 を 定 め 、

必 要 な 施 策 を 一 つ 一 つ 着 実 に 推 進 し て い く こ と を 目 的 と し て 、 こ れ ら の 計 画 を 策

定 し ま し た 。 １ つ 目の 川 西 町 第 ３ 次 障 害者 計 画 は 、 障 害 者 基本 法 の 規 定 に 基 づ き、

本 町 に お け る 障 害 者施 策 全 般 に 係 る 理 念や 基 本 的 な 方 針 、 目標 を 定 め る も の で す。

２ つ 目 の 第 ５ 期 障 害 福 祉 計 画 は 、 障 害 者 自 立 支 援 法 に 基 づ き 、 ２ ０ ２ ０ 年 度 を 目

標 年 度 と し て 、 障 害 の あ る 人 の 地 域 移 行 や 一 般 就 労 へ の 移 行 に 関 す る 数 値 目 標 を

定 め る と と も に 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス に つ い て 必 要 量 及 び 必 要 量 確 保 の た め の 方 策

を 定 め る も の で す 。 ３ つ 目 の 第 １ 期 障 害 児 福 祉 計 画 は 、 平 成 ２ ８ 年 ６ 月 の 障 害 者

総 合 支 援 法 及 び 児 童 福 祉 法 の 一 部 改 正 に よ り 策 定 が 新 た に 義 務 づ け さ れ た も の で

あります」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 社 会 福 祉 費 に お け る 相 談 支 援 事 業 委 託 料 の 増 額 に つ い て 質問

が あ り 、 当 局 よ り 、 「 川 西 町 で は 、 障 害 の 特 性 を 考 慮 し 、 精 神 障 害 と 知 的 ・ 身 体

障 害 の 相 談 支 援 を 委 託 し て い ま す 。 今 回 増 額 を お 願 い す る 分 は 、 知 的 ・ 身 体 障 害

の 相 談 支 援 分 で 、 相 談 等 の 件 数 が 大 き く 増 加 し 、 困 難 事 例 も 増 え て い る こ と に 対

応するためのものです」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 福 祉 医 療 費 の 現 物 給 付 に 伴 う 国 保 の ペ ナ ル テ ィ ー に つ い て質

問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 奈 良 県 下 の 市 町 村 で は 、 未 就 学 児 の 現 物 給 付 化 を 平 成 ３

１ 年 ８ 月 か ら 実 施 す る こ と に な り 、 こ れ ま で は 現 物 給 付 化 に す る と 、 国 の 考 え と

し て は 医 療 機 関 を 受 診 す る 患 者 数 が 増 え る と 解 釈 し 、 そ の 増 え た 医 療 費 部 分 に つ

い て は 国 保 の 国 庫 負 担 金 を 減 額 す る と い う ペ ナ ル テ ィ ー が 課 さ れ て い ま し た が 、

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 以 降 は 、 子 ど も 医 療 費 助 成 の う ち 未 就 学 児 に 限 っ て は 、 現 物 給 付

化 と し て も 、 国 保 法の 改 正 に よ り ペ ナ ルテ ィ ー を 科 さ れ な いこ と に な っ て い ま す」

との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 児 童 福 祉 費 に お け る 委 託 料 の 増 加 に つ い て 質 問 が あ り 、 当局

よ り 、 「 保 育 所 等 の 運 営 費 用 で あ り 、 増 加 の 要 因 は 、 内 閣 総 理 大 臣 が 定 め る 基 準
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に よ り 算 定 し た 費 用 の 額 で あ る 公 定 価 格 の 上 昇 と 、 在 籍 児 童 の う ち 保 育 単 価 の 高

い 児 童 （ ０ ～ ２ 歳 児 ） が 占 め る 割 合 が 高 い こ と が 原 因 と 考 え て い ま す 」 と の 回 答

がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 成 和 保 育 園 に 対 す る 運 営 補 助 が 前 年 よ り 増 額 さ れ て お り、

延 長 保 育 分 で あ る と 事 前 に 説 明 を 受 け て い ま す が 、 延 長 保 育 の 実 施 主 体 は 川 西 町

で あ る か ど う か 」 に つ い て 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 児 童 福 祉 法 で は 、 保 育 の 実

施 主 体 は 市 町 村 で あ り 、 延 長 保 育 の 実 施 主 体 も 川 西 町 で あ る 」 と の 回 答 が あ り ま

した。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 川 西 町 こ ど も 園 に 対 す る 運 営 補 助 の 中 の 病 児 保 育 事 業 につ

い て 、 昨 年 の 総 括 質 疑 の 中 で 、 川 西 町 こ ど も 園 を 利 用 し て い な い 子 ど も も 同 様 に

病 気 の と き に 利 用 で き る よ う な 手 だ て は 打 て な い の か と 質 問 し 、 検 討 し て い く と

の 答 弁 を い た だ い た が 、 ど の よ う な 対 応 を さ れ て い る の か 」 と の 質 問 が あ り 、 当

局 よ り 、 「 認 定 こ ど も 園 の 看 護 師 の 成 和 保 育 園 児 へ の 対 応 拡 充 利 用 に つ い て は 、

補 助 対 象 で な く な る こ と 、 役 場 保 健 師 等 の 利 用 や さ ま ざ ま な 方 法 を 奈 良 県 と も 相

談 ・ 協 議 し な が ら 検 討 を 進 め て お り 、 近 隣 や 先 進 地 の 研 究 、 認 定 こ ど も 園 の 利 用

実 績 も 考 慮 し 、 平 成 ３ １ 年 度 策 定 予 定 の 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 計 画 の 中 で 検 討 し て

いきます」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 昨 年 度 末 ぐ ら い か ら 保 育 園 等 に 待 機 児 童 が 出 て き て い る状

況 で あ る が 、 そ の 後 に つ い て 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 待 機 児 童 の 発 生 は

年 度 途 中 の こ と で あ り 、 現 時 点 で の 新 年 度 待 機 児 童 は あ り ま せ ん 」 と の 回 答 が あ

りました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 放 課 後 児 童 対 策 で の 学 童 保 育 の ニ ー ズ が 高 ま っ て き て お り 、

定 員 を 上 回 る 希 望 の た め 、 何 名 か の 入 所 を お 断 り し て い る と 聞 い て い る が 、 詳 細

に つ い て 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 学 童 保 育 の 利 用 に は 、 通 常 利 用 と 長 期

休 暇 の 利 用 が あ り ま す 。 今 回 、 小 学 校 ６ 年 生 は 、 通 常 利 用 を １ 名 、 長 期 休 暇 利 用

を ５ 名 お 断 り し 、 小 学 校 ５ 年 生 の ５ 名 に つ い て は 、 通 常 利 用 を お 断 り し 、 長 期 休

暇利用にかわっていただきました」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 学 童 保 育 で 今 で き る 範 囲 で 最 大 限 の 受 け 入 れ 努 力 は 十 分理

解 で き る が 、 今 後 の 対 応 と し て 、 子 ど も セ ン タ ー の 活 用 も 検 討 し て い く と 総 括 質

疑 で 答 弁 さ れ て い た が 、 こ れ は 学 童 保 育 事 業 と し て 行 う の か 、 地 域 の 方 を 巻 き 込

ん だ 、 子 ど も の 居 場 所 づ く り の よ う な も の を 目 指 す の か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局

よ り 、 「 川 西 町 は 子 育 て 環 境 の 向 上 を 目 指 し て お り 、 ど ち ら か と い え ば 子 ど も の

居場所づくりと考えています」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 「 予 防 費 の 委 託 料 、 産 後 ケ ア 事 業 と は 具 体 的 に 何 か 」 と の質

問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 産 後 の 援 助 が 必 要 な 母 子 に 対 し て 、 助 産 院 等 で 宿 泊 ・ 通

所での心身のケアを行う育児支援事業です」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 「 子 育 て 支 援 全 体 に つ い て 、 川 西 町 へ の 子 育 て 世 代 の 移 住 か 、

川 西 町 民 の 子 育 て 関 係 の 福 祉 向 上 か 、 ど ち ら に 重 き を 置 い て い る の か 」 と の 質 問
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が あ り 、 当 局 よ り 、 「 ど ち ら か で は な く 、 現 在 の 川 西 町 の 子 育 て 支 援 を 推 進 す る

こ と が 川 西 町 の 子 育 て や 出 産 の 環 境 の 向 上 に つ な が り 、 そ の こ と が 川 西 町 へ の 子

育て世帯の転入につながればと考えています」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 １ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 予 算 につ

いてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 予 算 に つ い て、

委 員 よ り 、 「 平 成 ３ ０ 年 度 以 降 の 国 民 健 康 保 険 で 何 が 変 わ る の か 。 町 の 事 務 は 。

町 民 は 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 市 町 村 の 国 保 特 別 会 計 は 、 平 成 ３ ０ 年 度

以 降 も 残 り ま す 。 こ れ ま で 国 保 は 市 町 村 単 位 で 運 営 し て い ま し た が 、 平 成 ３ ０ 年

度 以 降 は 都 道 府 県 も 国 保 の 運 営 主 体 と な り 、 い わ ゆ る 市 町 村 と 県 の 共 同 運 営 に な

り ま す 。 ま ず 、 都 道 府 県 の 方 は 財 政 運 営 の 責 任 主 体 と な り 、 安 定 的 な 財 政 運 営 や

効 率 的 な 事 業 の 確 保 等 の 国 保 の 運 営 の 中 心 的 な 役 割 を 担 う こ と に な り ま す 。 市 町

村 は 、 地 域 住 民 と 身近 な 関 係 の 中 、 資 格管 理 、 保 険 給 付 、 保険 料 率 の 決 定 、 賦 課、

徴 収 、 保 険 事 業 等 、 地 域 に お け る き め 細 か い 事 業 を 引 き 続 き 担 う こ と と な っ て お

り 、 市 町 村 の 行 う 業 務 内 容 は ほ ぼ 変 わ り ま せ ん 。 次 に 、 町 民 は 何 が 変 わ る の か と

い う こ と に つ い て は、 国 保 の 被 保 険 者 の方 に と っ て は 、 母 体が 大 き く な る こ と で、

将 来 的 に 急 激 な 保 険 料 の 上 昇 が 起 き に く く な り 、 安 心 に つ な が り ま す 。 ま た 、 特

別 会 計 で の 変 更 点 は 、 市 町 村 が 国 民 健 康 保 険 を 運 営 す る た め に 、 県 に 対 し て 事 業

納 付 金 を 納 め る こ と と な り ま す 。 県 は 、 納 付 金 に 国 費 等 を 加 え て 市 町 村 の 保 険 給

付費等を支払うこととなります」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ２ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 国 民 健 康 保 険 特別

会計予算についてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ３ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 予 算 に つ いて

は、提案どおりであり、承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ４ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 予 算 に つい

て 、 委 員 よ り 、 グ ル ー プ ホ ー ム の 予 算 化 の 内 容 に つ い て 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、

「 現 在 、 町 内 に は ぬく も り の 郷 グ ル ー プホ ー ム が １ カ 所 で すが 、 待 機 者 数 が 多 く、

認 知 症 高 齢 者 の 増 加 に 伴 い 、 利 用 ニ ー ズ が 高 く 、 第 ７ 期 介 護 保 険 事 業 計 画 に お い

て 整 備 を 見 込 ん だ も の で あ り 、 県 費 補 助 を 活 用 し 、 整 備 し よ う と す る も の で す 」

との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ４ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 介 護 保 険 事 業 勘定

特別会計予算についてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ８ 号 、 平 成 ２ ９ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議 案 第９

号 、 平 成 ２ ９ 年 度 川西 町 国 民 健 康 保 険 特別 会 計 補 正 予 算 に つい て 、 議 案 第 １ ０ 号、

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ い て 、 議 案 第 １ １ 号 、

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 町 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 補 正 予 算 に つ い て は 、 い ず れ も 提

案説明どおりであり、承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ０ 号 、 川 西 町 後 期 高 齢 者 医 療 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、
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議 案 第 ２ １ 号 、 川 西 町 国 民 健 康 保 険 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て は 、 い ず れ も 提 案 説

明どおりであり、承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ２ 号 、 川 西 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 委 員よ

り 、 保 険 料 の 見 直 し に つ い て 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 平 成 ３ ０ 年 度 の 保 険 料 の

改 正 で は 、 こ れ ま で ４ 方 式 で 賦 課 し て い た 税 率 を も と に 、 賦 課 総 額 を さ ほ ど 変 え

な い で 、 医 療 と 後 期 支 援 金 分 に つ い て は 資 産 割 を 除 く ３ 方 式 と し 、 介 護 分 に つ い

て は 資 産 割 、 平 等 割 を 除 く ２ 方 式 と し て 税 率 の 設 定 を 行 い ま し た 。 資 産 割 は 、 算

定 対 象 が 居 住 市 町 村 内 の 資 産 の み で 不 公 平 が 生 じ る こ と 、 ま た 、 居 住 用 の 資 産 も

対 象 と す る と 、 低 所 得 に よ り 軽 減 さ れ た と し て も 資 産 割 部 分 は そ の ま ま 賦 課 さ れ

て し ま う こ と に な り 、 結 果 、 低 所 得 者 へ の 負 担 が 増 す こ と と な る た め 、 賦 課 の 方

式 か ら 除 外 し ま し た 。 ま た 、 介 護 納 付 金 に つ い て は 、 ４ ０ 歳 以 上 ６ ５ 歳 未 満 の 被

保 険 者 が 賦 課 対 象 で あ り 、 平 等 割 に つ い て は 、 世 帯 へ の 一 律 の 賦 課 と い う 考 え 方

に 余 り な じ ま な い こ と か ら 、 用 い な い こ と と し ま し た 。 奈 良 県 の 方 針 と し て は 、

７ 年 後 の ３ ６ 年 度 に は 、 同 じ 所 得 ・ 世 帯 構 成 で あ れ ば 、 県 内 ど こ に 住 ん で も 保 険

料 水 準 が 同 じ に な る こ と を 目 指 し て い る の で 、 ３ ６ 年 度 ま で は 激 変 を 生 じ さ せ な

い よ う 保 険 料 設 定 す る 必 要 が あ る の で 、 本 町 と し ま し て も 、 県 が 示 す 標 準 保 険 料

率 を も と に 、 段 階 的 に 税 率 の 見 直 し を 行 っ て い き た い と 考 え て い ま す 。 ま た 、 現

時 点 で 県 が 示 し て い る 平 成 ３ ６ 年 の 推 計 保 険 料 水 準 に は 、 高 齢 化 の 伸 び 率 の み を

反 映 さ せ た も の と な っ て お り 、 診 療 報 酬 改 定 分 や 高 度 な 医 療 に 係 る 伸 び は 考 慮 さ

れ て い ま せ ん の で 、 県 が 行 う ３ 年 後 の 推 計 見 直 し 時 点 で の 改 定 幅 が 大 き く 変 動 し

て い る こ と も 念 頭 に 置 い て 、 国 保 の 財 政 調 整 基 金 を 活 用 し な が ら 税 率 の 改 正 を 進

めていく」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ２ ２ 号 、 川 西 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部改

正についてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ３ 号 、 川 西 町 指 定 介 護 支 援 事 業 者 の 指 定 に 関 し 必 要 な 事 項 並び

に 指 定 居 宅 介 護 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 に つ い て

は、提案どおりであり、承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ４ 号 、 川 西 町 介 護 保 険 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 委 員 よ り 、保

険 料 の 設 定 と 今 後 の 見 通 し に つ い て 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 次 期 介 護 保 険 料 の

設定は、今期の標準保険料に比べ て１５２円アップの月額５ ,０１７円となりまし

た が 、 こ れ に は 、 平成 ２ ８ 年 度 末 の 介 護給 付 費 準 備 基 金 残 高７ ,６ ４ ９ 万 １ ,０ ０

０ 円 を 全 額 取 り 崩 し 、 第 ７ 期 の 保 険 料 の 上 昇 を 抑 制 す る た め に 使 用 し ま し た 。 今

後 の 見 通 し は 、 団 塊 の 世 代 が ７ ５ 歳 を 迎 え る 平 成 ３ ７ 年 に は 高 齢 者 人 口 は 減 る も

の の 、 後 期 高 齢 者 の 増 加 に 伴 い 、 要 介 護 認 定 者 及 び 保 険 給 付 費 も 増 大 す る と 見 込

ま れ 、 現 在 の 介 護 保 険 水 準 を 維 持 し た 場 合 、 介 護 保 険 料 、 介 護 給 付 総 額 は 大 幅 に

膨 ら む こ と が 予 測 さ れ ま す 。 介 護 保 険 制 度 の 持 続 可 能 性 を 確 保 す る た め に 、 給 付

の 適 正 化 に 留 意 し 、 更 な る 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 構 築 を 進 め 、 さ ら に 深 化 ・ 推

進 し た 高 齢 者 の 自 立 支 援 と 要 介 護 状 態 の 重 度 化 防 止 に 向 け た 取 り 組 み を 進 め て い
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きます」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ２ ４ 号 、 川 西 町 介 護 保 険 条 例 の 一 部 改 正 につ

いてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ５ 号 、 川 西 町 指 定 介 護 予 防 支 援 事 業 者 の 指 定 に 関 し 必 要 な 事項

並 び に 指 定 介 護 予 防 支 援 等 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 並 び に 指 定 介 護 予 防 支 援 等 に 係

る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 に

つ い て 、 議 案 第 ２ ６ 号 、 川 西 町 指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 、 議 案 第 ２ ７ 号 、 川 西 町 指 定

地 域 密 着 型 介 護 予 防 サ ー ビ ス の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 並 び に 指 定 地 域 密 着 型

介 護 予 防 サ ー ビ ス に 係 る 介 護 予 防 の た め の 効 果 的 な 支 援 の 方 法 に 関 す る 基 準 を 定

め る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て は 、 い ず れ も 提 案 説 明 ど お り で あ り 、 承 認 い た し ま

した。  

以上が、当委員会所管の議案に対してなされた質疑及び回答であります。  

次 に 、 当 委 員 会 所 管 に 係 る 審 査 案 件 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １ ０ ９ 条の

規 定 に 基 づ き 、 議 会 閉 会 中 に お い て も 調 査 並 び に 審 査 で き る よ う 議 決 さ れ ん こ と

を お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 厚 生 委 員 会 を 代 表 い た し ま し て の 委 員 長 報 告 と い た し

ます。  

議員各位の御賛同を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   以上で各委員長の報告が終わりましたので、これより委員長

報告に対する質疑に入ります。  

質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   質疑がないようですので、質疑を終わり、これより討論に入

ります。  

討論ありませんか。  

１１番  芝和也君。  

11番議員（芝  和也君）   １１番  芝和也です。ただいま総務建設経済及び厚生の両常

任 委 員 長 よ り 報 告 が な さ れ ま し た 、 議 案 第 １ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 予

算 に つ い て よ り 、 議 案 第 ３ ４ 号 、 川 西 町 体 育 施 設 の 指 定 管 理 者 の 指 定 に つ い て ま

での３４議案に対する討論を行います。  

態 度 表 明 と し ま し て は 、 １ 号 、 ２ 号 、 ３ 号 、 ６ 号 の 一 般 会 計 を 初 め 新 年 度 の４

本 の 予 算 案 並 び に １ ７ 号 及 び １ ８ 号 の ２ 本 の 条 例 案 は 反 対 、 あ と の ２ ８ 本 の 議 案

につきましては、いずれも賛成するものであります。  

まず、新年度の一般会計予算についてであります。  

町 長 就 任 以 来 、 低 所 得 者 対 策 の 工 面 を 自 治 体 と し て ど う 図 っ て い く の か 等 々 に

つ い て 議 論 を 重 ね て き て い る と こ ろ で あ り ま す 。 い ず れ の 施 策 に お き ま し て も 、

そ れ を 果 た す に は 、先 立 つ も の と し ま して は 財 源 の 工 面 と いう こ と に な り ま す が、

こ の 点 、 財 源 の 集 め 方 と 使 い 方 の 見 き わ め は い か に あ る べ き か に つ い て は 、 一 言
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で 言 い ま す と 、 あ る と こ ろ か ら し っ か り 集 め て 、 な い と こ ろ に 工 面 す る 、 こ う い

うことに尽きると存じます。  

自 治 体 の 取 り 組 み に あ っ て は 、 入 り を 計 り て 出 を 制 す る と い う こ と で 言 い ます

と 、 新 年 度 も 取 り 組 ま れ て い ま す よ う に 、 企 業 用 地 に 向 け た 事 業 展 開 が 図 ら れ て

お り ま す 。 総 額 で ５ ４ 億 規 模 に 及 ぶ 事 業 に な り ま す が 、 こ れ で お さ ま れ ば 住 民 の

持 ち 出 し に は 至 り ま せ ん が 、 こ れ を 超 え て い く こ と に な れ ば 、 そ の 超 過 分 を 誰 が

負 担 し て い く の か 、 売 り 値 に 乗 せ て い け る の か 、 足 ら ず を 住 民 負 担 に か ぶ せ て い

く の か 、 こ こ の と こ ろ は 今 の と こ ろ 不 透 明 で あ り ま し て 、 何 と も 言 え ま せ ん 。 そ

の 処 理 い か ん で は 、 今 後 に 影 響 を 及 ぼ す こ と に も な り か ね ま せ ん し 、 こ れ は 入 り

を は か る た め の 事 業 で あ り ま す の で 、 こ こ で 住 民 負 担 が 生 じ る と い う よ う な こ と

になりますと、それは、言うまでもありませんが、事業の意味をなしません。  

現 時 点 で は 、 新 た な 住 民 負 担 を 生 じ る こ と の な い よ う 、 抜 か り な く 進 め る 旨、

おっしゃってはおりますが、事業の進捗につれ、既に２億５ ,０００万円ほど膨ら

む 傾 向 に あ る と の 説 明 も あ り ま す の で 、 こ こ は 策 を 講 じ て 、 入 り を は か る す べ と

し て の 取 り 組 み で あ り ま す か ら 、 こ の 点 、 逸 脱 の な い よ う に 願 う と こ ろ で あ り ま

す。  

こ の 間 、 本 町 に お い て 、 ハ ー ド 、 ソ フ ト の 両 面 で 新 た な 取 り 組 み が 展 開 さ れて

き て い る と こ ろ で あ り 、 住 民 施 策 の 前 進 が 図 ら れ て き て お り ま す が 、 一 方 で 、 国

の 取 り 組 み と も 大 き く 絡 ん で ま い り ま す が 、 新 年 度 は 、 生 活 保 護 制 度 の 基 準 の 引

き 下 げ を 初 め 、 国 保 の 県 単 位 化 の 導 入 な ど 、 医 療 や 社 会 保 障 の 分 野 で 国 が 制 度 を

改 め た こ と に よ る 影 響 が 、 住 民 レ ベ ル で は 負 担 増 と し て 重 な り 始 め て い る 事 態 が

生 ま れ て き て お り ま す 。 好 む と 好 ま ざ る と に か か わ ら ず 、 そ の 影 響 を 拭 え る か 否

か は 自 治 体 の 取 り 組 み に か か る 以 外 に あ り ま せ ん の で 、 そ れ を 担 え る か 否 か で 住

民生活への影響は避けられません。  

こ の 点 で は 、 町 長 と は 意 見 の 一 致 を 見 て い ま せ ん が 、 財 源 の 分 配 と し て は 、ま

ず は 暮 ら し を 支 え て 、 そ の 上 で 他 の 取 り 組 み を 工 面 す る と い う 財 政 配 分 の 流 れ を

つ く る し か あ り ま せ ん し 、 本 町 が 有 す る 財 務 能 力 に お い て は 、 そ れ を 果 た せ る だ

け の 能 力 は 十 分 に 備 わ っ て い る も の と 存 じ ま す の で 、 あ と は 視 点 の 持 ち よ う 次 第

ということであります。  

御 承 知 の と お り 、 本 町 は 、 そ の 規 模 か ら し て 、 行 政 と 住 民 と の 距 離 は 、 人 口的

に は も ち ろ ん の こ と 、 面 積 的 に も 非 常 に 恵 ま れ て お り ま す の で 、 既 に 展 開 さ れ て

い る よ う に 、 こ れ を 生 か さ ん 手 は あ り ま せ ん 。 タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ や 出 前 講 座

等 々 を 充 実 さ せ な が ら 、 役 場 と 住 民 の 風 通 し は も ち ろ ん の こ と 、 役 場 の 風 通 し も

し っ か り 図 っ て 、 職 員 一 丸 と な っ て 住 民 の 意 を く み 上 げ る と と も に 、 大 い に 意 思

の 疎 通 を 展 開 し て 、 み ん な で 知 恵 を 絞 っ た ま ち づ く り を 推 進 さ れ ん こ と を 求 め る

ものであります。  

今 日 の よ う な 発 達 し た 経 済 社 会 に あ っ て は 、 社 会 的 弱 者 を い か に 支 え る か は、

政 治 に し か 求 め ら れ な い 重 要 な 役 割 と 心 得 ま す 。 力 の あ る 者 は 、 そ れ を 伸 ば す べ
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く 、 あ の 手 こ の 手 で 政 治 も 含 め て 働 き か け て 取 り 組 み を 進 め ま す の で 、 問 題 は 、

力 の な い 者 を い か に フ ォ ロ ー し て い く か は 政 治 で し か 解 決 を 見 る こ と の で き な い

問題です。  

ま た 、 こ の 間 議 論 を 重 ね て き た 医 療 、 教 育 、 子 育 て 、 環 境 、 社 会 資 本 整 備 等々

の 問 題 で は 、 一 定 の 前 進 を 見 て い る こ と は 間 違 い あ り ま せ ん し 、 こ れ ら は 大 い に

評 価 を す る 次 第 で す 。 引 き 続 き 、 中 学 校 へ の ク ー ラ ー の 設 置 や 、 小 学 校 同 様 に 入

学 時 の 制 服 の 支 給 、 給 食 費 の 現 物 給 付 化 に よ る 援 助 制 度 の 実 施 等 、 本 町 独 自 で い

け る も の と 、 中 学 校 組 合 の 分 野 は そ う は い か な い も の も あ り ま す が 、 そ れ は そ れ

で 口 火 を 切 っ て 道 を 開 か ん こ と に は 俎 上 に も 乗 り ま せ ん の で 、 そ こ は テ ー ブ ル を

設けられんことを求める次第であります。  

医 療 費 補 助 制 度 も 義 務 教 育 終 了 ま で 前 進 し ま し た 。 現 物 給 付 化 も 就 学 前 ま で見

通 し が つ き ま し た 。 求 め ら れ て い る 問 題 と し て は 、 国 保 証 の 支 給 年 齢 と 同 等 に 、

高 校 生 ま で の 補 助 年 齢 引 き 上 げ に つ い て は 積 み 残 し で あ り ま す の で 、 こ れ ら の 実

施を引き続き求める次第であります。  

社 会 保 障 の 問 題 で も 、 国 が 基 準 を 下 げ た こ と に よ り 、 そ の 人 の 所 得 に 変 化 がな

い に も か か わ ら ず 、制 度 適 用 か ら 除 外 され る 事 態 な ど が 生 じて い る の が 現 実 で す。

こ れ ら は 、 対 象 の 皆 さ ん の 置 か れ て い た 状 態 が 改 善 さ れ た の で 除 外 さ れ た の と は

全 く 違 い ま し て 、 よ り 暮 ら し が 厳 し く 迫 ら れ る 事 態 が 生 じ る だ け の こ と で あ り ま

し て 、 根 本 は 、 ル ー ル を も と に 戻 す か 、 さ ら な る 改 善 を 講 じ な い 限 り は 解 決 を 見

ま せ ん が 、 自 治 体 に 問 わ れ て い る の は 、 事 態 の 推 移 を 見 て 過 ご す だ け で い い の か

と い う 問 題 に ほ か な り ま せ ん 。 身 近 で あ る だ け に 苦 し い と こ ろ で す が 、 一 般 財 源

を 繰 り 出 す 以 外 に は 手 だ て に な り ま せ ん の で 、 議 論 は 平 行 線 の 域 を 出 ま せ ん が 、

財 源 の 工 面 を 求 め る と と も に 、 国 が 消 費 税 の 増 税 分 は 全 額 社 会 保 障 に 向 け る と 説

明 を し た 以 上 は 、 配 分 さ れ て き て い る 交 付 金 の 全 額 を 社 会 保 障 財 源 に 充 て る こ と

は当然の措置でありますので、手がけられんことを求める次第であります。  

耐 震 化 や 住 宅 リ フ ォ ー ム 、 太 陽 光 パ ネ ル の 設 置 等 々 へ の 手 だ て も 講 じ て 、 住民

の 暮 ら し 向 上 と 地 域 経 済 の 活 性 化 、 方 法 も 含 め 、 地 域 交 通 の 充 実 に 向 け た 取 り 組

み も 自 治 体 と し て 手 だ て を 打 つ 分 野 に ほ か な り ま せ ん 。 田 園 に 囲 ま れ た 住 環 境 を

維 持 し 、 住 居 空 間 と田 園 の 維 持 推 進 、 農業 の 担 い 手 づ く り に向 け た 取 り 組 み 等 々、

山 積 す る 課 題 も こ つ こ つ こ な し な が ら 、 住 民 の 意 に 沿 い 、 願 い に 応 え る 、 身 近 で

役 立 つ 町 政 目 指 し て 取 り 組 ま れ ん こ と を 改 め て 求 め ま し て 、 一 般 会 計 予 算 に つ き

ましては反対をするものであります。  

次 に 、 特 別 会 計 の 国 民 健 康 保 険 並 び に 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 に つ い て で あ り ま す 。  

国 保 は 、 県 単 位 化 に よ り ま し て 、 そ の 仕 組 み が 大 き く 変 わ る こ と と な り ま し た 。

全 国 的 に は 少 数 派 で す が 、 奈 良 県 は 、 県 内 ど こ に 住 ん で い て も 同 じ 保 険 料 と す る

統 一 保 険 料 に な り ま す の で 、 仕 組 み と し て は 、 地 域 の 医 療 水 準 等 々 に 開 き が あ っ

て も 、 そ れ ら が 加 味 さ れ な く な り ま す の で 、 全 県 で な ら し た 場 合 、 こ れ ま で 低 か

っ た と こ ろ は 保 険 税 負 担 が 膨 ら ま ざ る を 得 ま せ ん 。 本 町 も 例 外 で は あ り ま せ ん で
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し て 、 新 年 度 は 賦 課 総 額 を 変 更 す る こ と な く 、 ３ 方 式 に よ る 保 険 料 率 に 変 更 し た

こ と と 、 こ れ ま で の 基 金 を 取 り 崩 し た こ と 等 に よ り 、 平 均 で ３ ％ 弱 の 上 げ 幅 に と

ど め て い ま す が 、 統 一 が 完 了 す る こ ろ に は 、 ２ ９ 年 に 比 べ て ２ 割 の 上 げ 幅 の 試 算

も 示 さ れ て お り ま す 。 こ れ ま で は 本 町 独 自 の 取 り 組 み で し た の で 、 手 だ て を う つ

こ と は 仕 組 み 上 で は で き ま し た が 、 今 後 は こ の 道 が 閉 ざ さ れ る と い う 厳 し い 状 況

になっていることは避けられませんので、大きな問題と心得ます。  

こ れ ま で 何 度 も 議 論 を 交 わ し て お り ま す が 、 国 保 は 、 そ の 仕 組 み 上 、 医 療 費の

支 出 に 比 べ て 保 険 料 収 入 が 伴 い ま せ ん の で 、 運 営 に は 苦 慮 す る と こ ろ で す が 、 国

民 皆 保 険 制 度 の 要 と し て の 役 割 を 担 っ て い る 大 切 な 保 険 事 業 で あ り ま す の で 、 決

し て お ろ そ か に で き る も の で は な い こ と は 、 町 長 も よ く 御 承 知 の と お り で あ り ま

す。  

ま た 、 後 期 高 齢 者 も そ う で す が 、 法 定 軽 減 が か か る 世 帯 も 加 入 世 帯 の 大 半 に及

ん で い る こ と か ら も わ か る よ う に 、 仮 に 保 険 料 が 膨 ら ん だ 場 合 、 そ れ を 賦 課 す る

こ と は た や す く で き ま す が 、 支 払 い 能 力 を 超 え て 賦 課 さ れ て も 、 払 う す べ が な い

と い う の が 実 態 で す 。 問 題 は 、 こ こ に 対 し て ど う 手 だ て を 講 じ る か が 求 め ら れ て

い る 問 題 で す 。 国 保 は 、 社 会 保 険 の よ う に 加 入 者 の 所 得 に だ け 着 目 し て 保 険 料 が

か か る 仕 組 み と は 違 い 、 世 帯 の 人 数 に 対 し て も 賦 課 さ れ る た め 、 世 帯 人 数 が 多 い

ほ ど 負 担 が 膨 ら む 仕 組 み に も な っ て い ま す 。 こ の た め 、 多 子 世 帯 ほ ど 負 担 が 膨 ら

み ま す の で 、 子 ど も 医 療 費 等 子 育 て 支 援 で 、 積 年 の 議 論 を 経 て 、 さ ま ざ ま な 取 り

組みを実施していることにも逆行することにほかなりません。  

い ず れ に し ま し て も 、 県 の 取 り 組 み に 準 じ る と の こ と で す の で 、 問 題 の 解 決に

は 至 り ま せ ん 。 国 保 や 後 期 高 齢 者 と い っ た 医 療 保 険 が 抱 え る 根 本 的 な 問 題 の 解 決

に 至 ら な い ま ま の 今 般 の 制 度 の 変 更 で あ り ま す が 、 あ く ま で 課 税 権 限 は 市 町 村 の

首 長 に あ り ま す の で 、 多 子 世 帯 及 び 低 所 得 者 へ の 手 だ て を 講 じ な い 限 り 、 負 担 の

軽 減 を 見 る こ と は あ り ま せ ん 。 与 え ら れ た 権 限 を フ ル 活 用 し て 、 軽 減 に 向 け た 手

だ て を 講 じ る こ と を 改 め て 求 め ま し て 、 医 療 保 険 の ２ つ の 会 計 に は 反 対 を す る も

のであります。  

次に、新年度の水道事業予算についてであります。  

県 営 水 道 に 直 結 し て 最 初 の 予 算 と い う こ と に な り ま す 。 当 該 事 業 に つ き ま して

は 、 そ の 安 定 供 給 に 向 け ま し て 、 積 年 携 わ っ て き て い る 職 員 の 皆 さ ん に は 敬 意 を

表 す る と こ ろ で あ り ま す 。 そ れ ら も 含 め 、 ２ ９ 年 度 途 中 よ り 県 水 直 結 が 始 ま り 、

そ の メ リ ッ ト と し て い た 、 こ れ ま で の 上 水 に 係 る 費 用 が 一 切 不 要 に な っ て い ま す

の で 、 受 水 費 用 は 膨 ら む も の の 、 全 体 と し て は 相 殺 さ れ て 経 費 の 節 減 に つ な が る

見込みの予算ということであります。  

今 後 、 磯 城 郡 の 一 本 化 、 そ の 後 に は 県 全 体 で の 一 本 化 も 見 え 隠 れ し て い る 問題

で す の で 、 こ の 辺 の 事 業 展 開 が 、 医 療 保 険 同 様 に 、 町 と し て の 取 り 組 み の 融 通 が

ど こ ま で き く の か 等 々 、 こ の 辺 が 懸 念 さ れ る と こ ろ で あ り ま す が 、 事 態 の 進 展 、

推 移 を 見 守 る 以 外 に は あ り ま せ ん が 、 一 本 化 に 向 け た 準 備 が 進 め ら れ る 以 上 、 不
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利益になることのないように見きわめることも必要であります。  

ま た 、 せ っ か く 経 費 の 節 減 に つ な が る 取 り 組 み と な っ て い る わ け で す の で 、そ

の 分 は 利 用 者 に 還 元 す る 取 り 組 み が あ っ て し か る べ き と 存 じ ま す 。 こ れ ま で の と

こ ろ 、 意 見 の 一 致 は 見 て い ま せ ん が 、 水 道 水 は 、 本 町 の 全 て の 住 民 が 利 用 す る 、

今 日 、 一 般 行 政 サ ー ビ ス と 何 ら 変 わ り の な い 水 準 で 実 施 さ れ て い る サ ー ビ ス で あ

る こ と は 、 町 長 も お 認 め の と お り で あ り ま す の で 、 固 定 経 費 に 充 て る と の こ と で

すが、わざわざ基本料金を設定する必要はどこにもないと存じます。  

使 用 量 に 応 じ て 料 金 を 徴 収 す る こ と に 何 の 支 障 も 矛 盾 も 生 じ る 余 地 は あ り ませ

ん の で 、 改 め て 基 本 料 金 の 廃 止 を 求 め ま し て 、 本 会 計 に つ い て も 反 対 を す る 次 第

であります。  

次 に 、 行 政 組 織 の 改 編 に 関 す る １ ７ 号 と １ ８ 号 の ２ 本 の 条 例 案 に つ い て で あり

ま す 。 内 容 は 、 部 を 廃 止 し て 、 町 長 事 務 部 局 を ８ 課 体 制 に 絞 っ て 、 事 務 方 ト ッ プ

を 課 長 と し 、 給 料 は こ れ ま で の 部 長 級 の ６ 級 に し て 、 こ れ ま で 課 長 級 で あ っ た ５

級に新たに主幹を置くとのことであります。  

町 長 と し て は 、 こ れ ま で 介 し て い た 部 長 を 省 く こ と に よ り 、 じ か に 課 長 に 指示

を 出 し て 仕 事 を ス ピ ー デ ィ ー に こ な し て い け る 旨 の 提 案 で あ り ま す の で 、 よ り 効

率 的 に 消 化 し て い こ う と の こ と と 存 じ ま す 。 効 率 性 を 上 げ る こ と に は 何 も 異 論 は

あ り ま せ ん が 、 今 般 の ８ 課 体 制 に す る に 当 た っ て 、 部 を 廃 止 せ ず と も ８ 課 に す る

こ と は 幾 ら で も 可 能 で す し 、 部 長 を 介 す る こ と に よ ほ ど の 支 障 で も な い 限 り は 、

特 に 現 行 の 組 織 体 制 を 変 更 す る 必 要 は な い も の と 存 じ ま す 。 た だ 、 将 来 の 人 口 を

見 据 え た 場 合 、 ど の 規 模 ま で こ れ ま で の 組 織 体 制 を 維 持 す る の か と い う 問 題 は 念

頭に置く必要はあると存じますが、喫緊の課題とは感じません。  

行 政 組 織 を 効 率 的 に 配 置 し て 、 ス ピ ー デ ィ ー に 事 に 当 た っ て い く こ と は 、 決し

て 悪 い こ と で は あ り ま せ ん 。 む し ろ 、 行 政 が 住 民 と 一 体 に な っ て 働 く こ と は 求 め

ら れ て い る 問 題 で す し 、 本 町 の 場 合 は 、 人 口 的 に も 面 積 的 に も 実 施 で き る 条 件 に

あ り ま す の で 、 こ れ を 生 か さ ん 手 は あ り ま せ ん 。 そ の た め に は 、 住 民 の 意 向 を し

っ か り と く み 上 げ る こ と が か か せ ま せ ん し 、 く み 上 げ た 意 向 を 消 化 し て い く 上 で

は 、 ま ず は 行 政 組 織 が 上 か ら 下 ま で 風 通 し が ス ム ー ズ で な け れ ば な り ま せ ん 。 ま

た 、 行 政 組 織 は 、 事を 進 め る に 当 た っ ても 、 方 針 化 す る 場 合に も 、 よ く 練 り 上 げ、

集 約 す る 機 能 を 損 な っ て は な り ま せ ん 。 そ の 点 で は 、 機 能 と し て 、 部 、 課 と い う

具 合 に 組 織 を 維 持 し 、 行 政 と し て の 合 議 体 の 体 を 欠 く こ と が な い よ う に 努 め る こ

とが常に求められていることと存じます。  

も の づ く り に 徹 し 、 効 率 的 に 利 潤 を 追 求 し て い く 民 間 組 織 と 、 行 政 組 織 は この

点 が 決 定 的 に 違 う と 存 じ ま す 。 町 長 や 副 長 が こ れ ら を こ な し て 組 織 を 束 ね て い く

こ と は 物 理 的 に は 可 能 で す が 、 行 政 組 織 と し て 備 え る べ き 機 能 的 役 割 が 損 な わ れ

て は 元 も 子 も あ り ま せ ん の で 、 こ こ は あ え て 、 不 都 合 と 映 る か も し れ ま せ ん が 、

ま ず は 組 織 体 制 を 維 持 し 、 そ の 上 で そ れ ぞ れ の 能 力 を 磨 い て 役 割 を 担 え る よ う に

備 え 、 住 民 の 意 に 沿 い 、 願 い に 応 え る 行 政 事 務 と サ ー ビ ス に 当 た る と い う こ と で
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はありませんか。  

首 長 は 、 直 接 公 選 で 住 民 に 行 政 権 力 の ト ッ プ の 座 を 与 え ら れ ま す が 、 そ れ は、

そ の 座 を 白 紙 委 任 で 与 え ら れ て い る わ け で は 決 し て な い こ と は 、 町 長 も 御 承 知 の

と お り で あ り ま す 。 し た が っ て 、 そ の 座 に 着 い て い る 以 上 は 、 全 体 の 奉 仕 者 と し

て 、 事 務 部 局 の 全 職 員 と と も に 、 住 民 の 願 い に 応 え る 行 財 政 運 営 の か じ を と っ て

い く こ と に 邁 進 す る こ と は 言 う ま で も あ り ま せ ん が 、 常 に 粒 が そ ろ っ て い る と も

限 り ま せ ん 。 そ の と き の 在 籍 者 を 駆 使 し て 、 雇 い 主 で あ る 住 民 に 奉 仕 す る こ と に

徹することが、憲法に照らして求められている問題にほかなりません。  

住 民 に 与 え ら れ た 権 限 を 遺 憾 な く 発 揮 さ れ 、 住 民 奉 仕 に 徹 す る 行 政 組 織 の 構築

に 努 め ら れ ん こ と を 求 め ま し て 、 今 般 の 行 政 組 織 改 編 の 条 例 案 ２ 本 に つ き ま し て

は、反対をするものであります。  

以 上 、 こ れ ら ６ 議 案 以 外 の 新 年 度 の 予 算 案 、 補 正 予 算 案 、 条 例 提 案 に つ き まし

ては、いずれも賛成し、上程されました全３４議案に対する討論を終わります。  

議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

３番  福西広理君。  

３番議員（福西広理君）   ３番  福西広理でございます。まず、態度表明ですが、議案

第１号から議案第３４号までの全ての議案に対し、賛成の立場で討論を行います。  

議 案 第 １ 号 の 一 般 会 計 予 算 に つ い て で す が 、 住 民 が 待 ち 望 ん で い る 駅 周 辺 整備

事 業 、 ま た 工 業 ゾ ーン 創 出 の 実 現 に 向 けた 予 算 が し っ か り と組 ま れ て お り ま す し、

こ れ か ら ま す ま す 増 加 が 懸 念 さ れ て い る 空 き 家 問 題 に つ い て も 、 取 り 組 み が 期 待

で き る も の と な っ て お り ま す 。 総 務 、 福 祉 、 建 設 、 教 育 、 全 て の 予 算 配 分 に つ い

ても妥当であると認め、賛成するものであります。  

議 案 第 ２ 号 か ら 第 ４ 号 ま で の 特 別 会 計 予 算 に つ い て も 、 住 民 福 祉 の た め に 必要

な費用が適切に計上されており、妥当であると判断いたします。  

６ 号 、 ７ 号 の 上 下 水 道 事 業 予 算 に つ き ま し て も 、 精 査 し た 結 果 、 適 切 で あ ると

判断いたします。  

議 案 第 １ ４ 号 か ら １ ６ 号 ま で の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 関 係 で す が、

こ れ は 、 本 町 が こ れ か ら 行 お う と し て い る 結 崎 駅 周 辺 開 発 、 工 業 ゾ ー ン 創 出 、 島

の 山 古 墳 整 備 事 業 な ど 、 大 き な 事 業 の 効 率 的 な 実 現 、 ま た 、 今 後 の 専 門 的 知 識 を

要 す る 事 業 の 遂 行 の た め に 必 要 な 有 識 者 な ど の 人 材 確 保 を 考 え た 条 例 の 制 定 で あ

ると考え、賛成いたします。  

次 に 、 議 案 第 １ ７ 号 及 び １ ８ 号 の 川 西 町 行 政 組 織 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て です

が 、 今 回 上 程 さ れ て い る 条 例 改 正 案 は 、 部 を 廃 止 し 、 町 長 部 局 の 課 を ８ つ に し て

川 西 町 の 行 政 運 営 を 行 う と い う 組 織 改 革 の た め の も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 意 思

決定のスピード化を目指すものであると説明を受けております。  

高 齢 化 、 人 口 減 少 と い う 社 会 経 済 状 況 の 中 で 、 若 年 人 口 は ま す ま す 減 少 し 、本

町 に お い て も 職 員 の採 用 の 確 保 が 難 し いと い う 時 代 に 突 入 して い る の が 現 状 で す。

こ の 社 会 環 境 の 激 変 時 代 を 乗 り 越 え る た め に は 、 行 政 運 営 の ス タ イ ル も 変 わ っ て
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い か な け れ ば な り ま せ ん 。 今 回 の 部 の 廃 止 案 は 、 行 政 組 織 の ス リ ム 化 と い う こ と

で、川西町にとって必要な組織改革の第一歩となると考えます。  

一 方 で 、 こ の 改 革 は 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 な ど に よ る 業 務 の 簡 素 化 、 職 員 の ス キ ルア

ッ プ 、 外 部 の 有 識 者 や 民 間 事 業 者 の 活 用 な ど の 対 応 を 同 時 並 行 で 考 え て い か な け

れ ば 、 住 民 サ ー ビ ス の 低 下 に な り か ね な い と い う 懸 念 が あ り ま す 。 ま た 、 職 員 の

間 で も 、 こ の 組 織 改 革 を 行 う に 当 た り 、 不 安 や 混 乱 が 起 こ り 、 職 務 へ の や る 気 の

低 下 が 起 こ る 可 能 性 も 議 論 し て き た と こ ろ で あ り ま す 。 し か し 、 こ れ ら の 懸 案 へ

の 対 策 は 、 今 回 上 程さ れ て い る 組 織 改 革を 行 っ た 上 で 、 継 続し て 議 会 と し て 提 案、

議 論 を 重 ね な が ら 、 改 善 に 努 め て い け る こ と で あ る と 考 え 、 本 案 に お き ま し て も

賛成いたします。  

議 案 第 １ ９ 号 か ら ３ ０ 号 ま で の 条 例 改 正 に つ い て は 、 法 律 、 省 令 及 び 計 画 に基

づく改正であり、適切であると認めます。  

最 後 に 、 議 案 第 ３ ４ 号 、 川 西 町 体 育 施 設 の 指 定 管 理 者 の 指 定 に つ い て で す が、

川 西 ス ポ ー ツ ク ラ ブ は 、 川 西 町 民 で 構 成 さ れ る 、 地 域 に 根 づ い た ス ポ ー ツ ク ラ ブ

で あ り ま す 。 今 後 も 引 き 続 き 本 町 の ス ポ ー ツ 振 興 に 寄 与 し て い た だ け る こ と と 期

待し、賛成いたします。  

以上、今回上程された全ての議案に対し、賛成の立場での討論を終わります。  

議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

１番  松村定則君。  

１番議員（松村定則君）   １番  松村定則でございます。今回の議会に上程されました

議案第１７号、川西町行政組織条例の一部改正についてと、議案第１８号、一般職

の職員の給与に関する条例の一部改正についての２議案に反対の意思表示をさせて

いただきます。  

１ ７ 号 議 案 の 川 西 町 行 政 組 織 の 再 編 で 、 部 長 職 を 廃 止 し 、 組 織 の フ ラ ッ ト 化、

意 思 決 定 の ス ピ ー ド ア ッ プ 、 職 員 の 自 主 性 の 育 成 を 目 的 と さ れ て い ま す が 、 今 回

提 案 さ れ た 行 政 改 革 で は 、 職 員 数 と 人 件 費 の 削 減 幅 が 明 確 に さ れ て お ら ず 、 １ 、

部 長 職 を 廃 止 す る が 、 理 事 、 参 事 を 設 け る 、 ２ 、 一 部 の 課 長 職 の 給 与 を １ 等 級 昇

格 す る 。 こ れ で は 、 同 じ 課 長 職 で も 給 与 に 格 差 が 生 ま れ て し ま い ま す 。 部 長 職 を

廃止することにより、対外的な危機管理体制にも不安を感じざるを得ません。  

組 織 の フ ラ ッ ト 化 に は 、 決 裁 や 指 示 系 統 の ス ピ ー ド ア ッ プ が 期 待 さ れ ま す が、

上 司 が 課 長 だ け な の で 、 チ ェ ッ ク 機 構 が 十 分 に 働 か な か っ た り 、 問 題 を 一 人 で 抱

え 込 み 、 対 応 に 苦 し み 、 意 思 決 定 が で き ず 、 業 務 が お く れ が ち に な る 。 ポ ス ト の

削 減 は 、 職 員 の 意 識 低 下 を 招 き か ね な い 。 こ の よ う な 事 例 に よ り 、 も と の 部 課 長

制を復活した市町村もあると聞いております。  

今 回 上 程 さ れ た 議 案 第 １ ７ 号 と １ ８ 号 に つ い て は 、 既 に 組 織 を フ ラ ッ ト 化 し、

グ ル ー プ 制 を 導 入 し て い る 町 村 で の 事 例 を い ま 一 度 調 査 研 究 し 、 検 討 委 員 会 な ど

で再度検討が必要として、この２議案については反対します。  

以上、反対討論を終わります。  
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議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

２番  安井知子君。  

２番議員（安井知子君）   ２番  安井知子です。議案第１７号、川西町行政組織条例の

一部改正のみにつき、賛成討論をさせていただきます。  

部 を 廃 止 し 、 課 の 統 合 を 行 い 、 町 長 部 局 の 課 を ８ 課 と す る こ と に 対 し ま し て、

他 市 町 村 対 応 と し て 、 相 手 方 が 部 長 級 を 出 し た と き 、 川 西 町 は 課 長 か 。 相 手 に 失

礼 で は 。 対 外 的 に 部 長 を 必 要 と す る 場 面 が 多 々 あ る の で は 。 人 は 、 上 が あ る か ら

努 力 し 、 上 を 目 指 す の と 違 う の で す か 。 ピ ラ ミ ッ ド が 今 も 残 っ て い る の は 、 安 定

し た 二 等 辺 三 角 形 だ か ら と 思 い 、 行 政 の 体 系 も 形 を 変 え る と き は 深 慮 す べ き と 考

えていました。  

そ こ で 、 町 長 の 考 え 、 熱 意 、 や る 気 等 を お 聞 き し ま し た 。 こ れ を 実 行 さ れ る前

か ら 反 対 し て は 何 も で き ま せ ん 。 た っ た ９ ６ 人 の 体 制 で す 。 町 長 が 課 長 と 直 接 話

し合い、部を超えた施策を練る。ここに若い町長に期待したいものです。  

ま た 、 住 民 の ニ ー ズ に 対 応 し た い 、 迅 速 に 進 め た い と の 意 向 を 聞 き 、 今 回 は町

長の施策を見せていただき、協力することが一番大事ではないかと考えます。  

よ っ て 、 議 案 第 １ ７ 号 、 川 西 町 行 政 組 織 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て は 、 賛 成 い た

します。  

終わります。  

議   長（森本修司君）   ほかに討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   ほかに討論がないようですので、討論を終わり、これより採

決に入ります。  

お諮りいたします。  

議案第１号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成多数により、本案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議案第２号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成多数により、本案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議案第３号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成多数により、本案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ４ 号 か ら 議 案 第 ５ 号 ま で を 一 括 採 決 し た い と 思 い ま す が 、 御 異 議 ご ざい

ませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  
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議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括採決いたします。  

お諮りいたします。  

議案第４号から議案第５号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成全員により、各案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議案第６号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成多数により、本案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ７ 号 か ら 議 案 第 １ ３ 号 ま で を 一 括 採 決 し た い と 思 い ま す が 、 御 異 議 ござ

いませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括採決いたします。  

お諮りいたします。  

議案第７号から議案第１３号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成全員により、各案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 １ ４ 号 か ら 議 案 第 １ ６ 号 ま で を 一 括 採 決 し た い と 思 い ま す が 、 御 異 議ご

ざいませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括採決いたします。  

お諮りいたします。  

議案第１４号から議案第１６号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成全員により、各案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 １ ７ 号 及 び 議 案 第 １ ８ 号 は 、 関 連 し て お り ま す の で 、 一 括 採 決 し た いと

思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括採決いたします。  

お諮りいたします。  

議案第１７号、議案第１８号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成多数により、各案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 １ ９ 号 か ら 議 案 第 ３ ４ 号 ま で を 一 括 採 決 し た い と 思 い ま す が 、 御 異 議ご
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ざいませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、一括採決いたします。  

お諮りいたします。  

議案第１９号から議案第３４号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長（森本修司君）   賛成全員により、各案件は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ３ ５ 号 、 川 西 幼 稚 園 ・ 小 学 校 空 調 設 備 設 置 工 事 請 負 契 約 に つ い て 、 同意

第 ２ 号 、 川 西 町 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ い て の ２ 議 案 を 追 加 議 案 と い た し た い

と思いますが、御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、追加議案といたします。  

そ れ で は 、 日 程 第 ２ 、 議 案 第 ３ ５ 号 、 川 西 幼 稚 園 ・ 小 学 校 空 調 設 備 設 置 工 事請

負契約についてを議題といたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長  

町   長 （竹 村 匡 正君 ）   そ れで は 、今 議 会 に 追 加し て 審議 を お 願 い いた し ます 議案

の提案要旨について御説明いたします。  

ま ず 、 議 案 第 ３ ５ 号 、 川 西 幼 稚 園 ・ 小 学 校 空 調 設 備 設 置 工 事 請 負 契 約 に つ いて

でございます。  

こ れ は 、 川 西 幼 稚 園 ・ 小 学 校 空 調 設 備 設 置 工 事 を 行 う に 当 た り 、 そ の 予 定 価格

が条例で定める額である５ ,０００万円を超えることから、地方自治法第９６条第

１項第５号の規定に基づきまして、議会の議決を求めるものでございます。  

入 札 に つ き ま し て は 、 条 件 付 き 一 般 競 争 入 札 と し 、 参 加 希 望 の あ っ た ２ 社 によ

り 、 ３ 月 １ ９ 日 に 入 札 を 行 い ま し た 。 最 低 の 価 格 で 入 札 さ れ ま し た 松 田 電 気 工 業

株 式 会 社 が 落 札 者 に 決 定 い た し ま し た の で 、 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て 御 承 認 を お

願いするものであります。  

契約金額は、９ ,８０６万４ ,０００円でございます。  

何とぞよろしく審議賜りますよう、お願い申し上げます。  

議   長（森本修司君）   説明が終わりましたので、ただいまより審議に入ります。  

質疑ありませんか。  

１１番  芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   １１番  芝和也です。ただいま町長から説明ありましたよう

に、請負契約の締結についてであります。  

今 般 、 条 件 付 き の 一 般 競 争 入 札 と い う こ と で 実 施 さ れ ま し た 。 そ れ は 、 一 定時

間 的 な 余 裕 が と れ た と い う こ と か ら 、 今 般 の 条 件 を 付 け た 一 般 競 争 入 札 と い う 形

に 方 法 を 変 え た と い う ふ う に 聞 い て お り ま す が 、 同 様 の や り 方 、 時 間 に 余 裕 を 持
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た せ る や り 方 で い き ま す と 、 今 後 も こ う い う 入 札 方 法 を と る こ と が 可 能 と 思 い ま

す。  

町 長 は 、 従 前 か ら 、 指 名 競 争 と 一 般 競 争 の 場 合 、 一 般 競 争 の ほ う が よ り オ ープ

ン に な る し 、 そ れ に こ し た こ と は な い 旨 お 述 べ で あ り ま す の で 、 急 を 要 し た り 、

あ る い は 補 助 金 の 関 係 と か で 、 い わ ゆ る 年 度 を ま た げ な い 、 そ う い う 場 合 は 無 理

で す け れ ど も 、 一 般 財 源 で 、 今 回 の よ う に 契 約 を 結 べ る 場 合 は 、 こ う い う 方 式 に

し て い く こ と が 、 入 札 の 競 争 方 法 と し て は 、 よ り オ ー プ ン に な る の で は な い か と

思 い ま す が 、 そ の 辺 に つ い て 、 今 後 こ う い う や り 方 に つ い て い か が お 考 え か 、 お

聞かせいただきたいと存じます。  

そ れ か ら 、 今 般 、 条 件 を 加 味 し た 、 本 町 に 指 名 願 を 出 し て い る 業 者 と い う こと

で あ り ま す 。 こ れ も 従 前 か ら 議 論 を 重 ね て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 オ ー プ ン に

し た 、 条 件 を 加 味 し な い 一 般 競 争 入 札 と い う こ と に な る と 、 そ も そ も 指 名 願 を 出

し て い な い と こ ろ は 興 味 が な い の で 来 な い だ ろ う と い う こ と も 含 め て 、 条 件 付 き

と い う 話 も 出 て お り ま し た 。 今 般 の ３ 条 件 で す け れ ど も 、 近 隣 に 営 業 所 や 本 社 が

あ る と い う こ と と か 、 過 去 の 実 績 と か 、 経 営 審 査 で の 評 価 点 数 と か 、 そ れ ら を 加

味 し て の こ と で あ りま す の で 、 今 回 の この ３ 条 件 と 同 じ よ うな 条 件 を 加 味 す れ ば、

当 然 、 指 名 願 を 出 し て い る 業 者 は も ち ろ ん の こ と 、 そ の 他 の 業 者 も 含 め て 、 一 般

競 争 入 札 で す の で 、 応 募 し て く る 人 は 応 募 し て く る こ と に な り ま す し 、 今 般 も ２

者 の 応 募 で す け れ ど も 、 対 象 で 言 い ま す と 、 も っ と は る か に 超 え る こ と に な り ま

す。  

そ う い う 点 で 言 え ば 、 指 名 願 云 々 に と ら わ れ る こ と な く 、 こ れ か ら は 一 定 の条

件 を 加 味 し た 一 般 競 争 入 札 と い う こ と で 実 施 は 可 能 で は な い か と 考 え ま す が 、 町

長 御 自 身 、 こ の 点 に つ い て も い か が お 考 え か 、 方 針 を お 聞 か せ い た だ け た ら と 存

じます。  

以上２点、よろしくお願いします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   このたび、条件付き一般競争入札を採用させていただきまし

た の は 、 ま ず 、 指 名 競 争 入 札 で は な く て 一 般 競 争 入 札 と い う の は 、 今 回 、 議 会 の

議 決 を い た だ い て か ら 時 間 的 に 余 裕 が と れ た と い う こ と か ら 、 一 般 競 争 入 札 に さ

せていただいた次第でございます。  

な お 、 条 件 付 き と し て 条 件 を 付 け さ せ て い た だ い た の は 、 請 負 業 者 の 所 在 地、

今 回 に つ き ま し て は 奈 良 、 京 都 、 大 阪 に 本 支 店 が あ る こ と が 条 件 に な っ て お り ま

す け れ ど も 、 所 在 地 が 、 緊 急 の こ と が あ っ た と き に す ぐ に 対 応 で き る と い う こ と

で 、 そ う い う 地 域 を 指 定 さ せ て い た だ い た ん で す が 、 所 在 地 及 び 施 工 能 力 の 確 保

を求めるために条件を設定させていただいた次第でございます。  

御 質 問 に ご ざ い ま す と お り 、 そ れ だ っ た ら 従 来 の 指 名 競 争 入 札 で は な く て 一般

競 争 入 札 を 今 後 は 時 間 の 余 裕 を 持 っ て 対 応 で き る の で は な い か と い う よ う な 意 図

の 御 質 問 だ っ た と 思 う ん で す け れ ど も 、 基 本 的 に 本 町 で 行 う 工 事 ・ 事 業 に つ き ま
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し て は 、 町 内 業 者 育 成 の 観 点 か ら 、 引 き 続 き 指 名 競 争 入 札 と い う 形 を と ら せ て い

ただきたいとは思っておるんですけれども、今回のように特定の工事―空調工事、

管工事になるんですけれども―町内に業者がございませんでしたので、一般競争

入札させていただいたということでございます。  

基 本 的 に は 、 今 後 工 事 が あ っ た と し て も 、 土 木 ・ 建 築 に な る と 思 う ん で す が、

町 内 業 者 が お り ま す こ と か ら 、 今 後 も 引 き 続 き 指 名 競 争 入 札 で の 対 応 と さ せ て い

ただきたいと思います。  

以上でございます。  

議   長（森本修司君）   芝議員。  

11番議員（芝  和也君）   地元業者育成の観点というのは、当然、大いに育成していく

た め に 公 共 事 業 を 発 注 し て い く と い う 自 治 体 と し て の 取 り 組 み は 何 も お か し く あ

りません。５ ,０００万円を超える規模の事業ということになってきましたので、

そ れ ま で は 議 会 に か か る 金 額 が も っ と 低 か っ た の で 、 地 元 業 者 の 工 事 も 議 会 の 議

決 案 件 と し て 上 が っ て き ま す け れ ど も 、 引 き 上 が っ て か ら 、 上 が っ て く る 工 事 高

の 事 業 の 中 身 は 結 構 大 き な 工 事 が 多 い で す の で 、 建 築 も 含 め て 、 町 内 業 者 で は 負

え な い 、 そ れ を 上 回 る 規 模 の 工 事 と か が 大 体 議 会 に 上 が っ て く る 、 こ う い う こ と

になっているかと思います。  

そ う い う 点 で 、 何 も 十 把 一 絡 げ に 全 部 一 般 競 争 入 札 云 々 と い う 話 を し て い るの

で は あ り ま せ ん で し て 、 今 回 の よ う な パ タ ー ン で 条 件 を 付 け て 一 般 競 争 入 札 と い

う 方 式 を せ っ か く 今 採 用 し た わ け で す か ら 、 こ れ で い く ん や っ た ら 、 同 様 の 取 り

組みは今後やっていけるのではないかと、こういう話であります。  

今 回 は 管 工 事 と い う こ と に も な り ま す し 、 そ れ に 限 ら ず 、 大 規 模 な 工 事 に なっ

て く る と 、 当 然 、 町 内 業 者 を 上 回 る 全 国 レ ベ ル の 業 者 と か い う こ と に も な っ て き

ま す の で 、 そ う い う 点 で も 、 川 西 町 が そ の 業 者 が ち ゃ ん と 仕 事 を し て く れ る と い

う ふ う に 見 抜 く た め の 条 件 、 今 回 は ３ 条 件 を 付 け て ま す け れ ど も 、 そ う い う 条 件

を付けた上で実施をすれば問題はないかと存じます。  

そ れ に 該 当 す る 工 事 の と き は 、 今 後 そ う い う ふ う に し て い け る の で は な い かと

いうことであります。重ねてお伺いいたします。  

議   長（森本修司君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   御質問でございますが、今後、工事額が大きくなったりとか、

ま た 複 雑 ・ 難 航 な 工 事 に つ い て は 、 町 内 の 企 業 で は な か な か 手 に 負 え な く て 、 一

般 競 争 入 札 が 適 し て い る の で は な い か と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 従 来 か ら 、 や

り 方 と し て は プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 な ど も ご ざ い ま す の で 、 従 来 の や り 方 も 配 慮 し な

がら対応していきたいと。  

今 回 に つ い て は 、 あ る 程 度 期 間 が と れ た こ と と 、 工 事 の 内 容 に つ い て 条 件 付き

の 一 般 競 争 入 札 と い う 形 で の 対 応 を さ せ て い た だ い た わ け で ご ざ い ま す 。 今 後 に

つきましては、従来の方式も加味しながら考えていきたいと思っております。  

議   長（森本修司君）   ほかに質疑ありませんか。  
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伊藤彰夫君。  

４ 番 議 員 （伊 藤 彰 夫君 ）   契 約案 件 の整 理 の た め に 改 め て確 認 し ま す けれ ど も 、 条件

付 き の ３ 条 件 と い う の を 、 再 度 、 ど う い う 条 件 で あ っ た の か 。 そ れ と 、 そ の 条 件

に見合った業者が何社おったのかをお聞かせいただきたいと思います。  

議   長（森本修司君）   教育次長。  

教育次長（栗原  進君）   今回の条件付きの一般競争入札ですが、条件につきましては、

請 負 業 者 の 所 在 地 、 施 工 能 力 の 確 保 を 図 る た め に 、 官 工 事 に お い て 総 合 評 価 点 が

９ ０ ０ 点 以 上 と 、 学 校 施 設 に お い て 、 今 回 実 施 す る ヒ ー ト ポ ン プ 能 力 の ９ ５ キ ロ

ワット以上の施工実績を持つ者といたしました。  

そ の 中 で 、 今 回 該 当 す る 業 者 に 関 し ま し て は 、 指 名 願 を 提 出 し て い る 、 こ の条

件 に 合 う 業 者 と い う 形 で 検 索 し た と こ ろ 、 約 １ ０ 社 に つ い て は 確 認 で き て お り ま

す。  

以上です。  

議   長（森本修司君）   ほかに質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   質 疑が な いよ う で す の で、 質 疑を 終 わ り 、 これ よ り討 論に

入ります。  

討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   討 論が な いよ う で す の で、 討 論を 終 わ り 、 これ よ り採 決に

入ります。  

お諮りいたします。  

議案第３５号について、賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   賛 成全 員 によ り 、 本 案 件は 、 原案 の と お り 可決 い たし まし

た。  

続 き ま し て 、 日 程 第 ３ 、 同 意 第 ２ 号 、 川 西 町 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ い てを

議題といたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長 （竹 村 匡 正君 ）   次 に、 同 意第 ２ 号 、 川 西町 教 育委 員 会 委 員 の任 命 につ いて

でございます。  

現 在 、 川 西 町 教 育 委 員 会 委 員 と し て 就 任 し て い た だ い て お り ま す 中 村 貴 子 委員

の 辞 任 に 伴 う 後 任 と し て 、 川 西 町 下 永 ６ ６ ３ 番 地 の ２ の 樋 口 真 由 美 氏 を 任 命 い た

したく、同意をお願いするものでございます。  

樋 口 氏 は 、 昭 和 ５ ０ 年 ５ 月 １ 日 生 ま れ で 、 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 か ら 、 川 西 幼 稚 園Ｐ

ＴＡ会長として御活躍されています。  

何とぞ御同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  
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議   長 （森 本 修 司君 ）   た だい ま 説明 が あ り ま した 同 意第 ２ 号 に つ いて 、 質疑 あり

ませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（ 森 本修 司君 ）   質 疑 がな いよ う で すの で 、討 論を 省 略 し、 採 決い たし ま す。  

お諮りいたします。  

同 意 第 ２ 号 、 川 西 町 教 育 委 員 会 委 員 （ 樋 口 真 由 美 氏 ） の 任 命 に つ い て 、 同 意す

ることに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   賛 成全 員 によ り 、 本 案 件は 、 原案 の と お り 同意 す るこ とに

決しました。  

た だ い ま 同 意 い た だ き ま し た 川 西 町 教 育 委 員 会 委 員 の 樋 口 真 由 美 氏 に お 越 しい

ただいておりますので、御挨拶を受けることにいたします。  

（樋口真由美君  入場）  

教育委員会委員（樋口真由美君）   教育委員に任命いただきました樋口真由美と申し

ます。  

微 力 で は ご ざ い ま す が 、 皆 様 の 御 指 導 を い た だ き な が ら 、 川 西 町 の 教 育 発 展の

ために頑張らせていただきたいと思います。  

どうぞよろしくお願いいたします。（拍手）  

議   長 （森 本 修 司君 ）   あ りが と うご ざ い ま し た。 そ れで は 、 樋 口 様、 よ ろし くお

願いいたします。  

（樋口真由美君  退場）  

議   長（森本修司君）   以上をもちまして、本定例会に付議されました議案について

は、全て議了いたしました。  

お諮りいたします。  

総 務 建 設 経 済 委 員 会 、 厚 生 委 員 会 及 び 議 会 運 営 委 員 会 並 び に 駅 周 辺 整 備 特 別委

員 会 、 工 業 ゾ ー ン 創 出 特 別 委 員 会 所 管 に 係 る 議 会 閉 会 中 の 審 査 事 件 に つ き ま し て

は 、 地 方 自 治 法 の 規 定 に 基 づ き 、 議 会 閉 会 中 に お い て も 継 続 し て 調 査 及 び 審 議 し

たいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（森本修司君）   異議なしと認め、閉会中においても常任委員会及び特別委員

会を開催できることに決しました。  

以上をもちまして、本定例会の日程は全て終了いたしました。  

議 員 各 位 に は 、 何 か と お 忙 し い 折 に も か か わ ら ず 、 本 定 例 会 に 提 案 さ れ ま した

諸 議 案 に つ き ま し て 慎 重 に 御 審 議 賜 り 、 か つ 議 会 運 営 に 御 理 解 の あ る 御 協 力 を い

ただきましたことに対し、議長として厚く御礼申し上げる次第でございます。  

理 事 者 に お か れ ま し て は 、 今 後 も 引 き 続 き 厳 し い 財 政 環 境 が 予 想 さ れ る た め、

予 算 の 執 行 に 当 た っ て は 、 経 済 性 、 効 率 性 及 び 有 効 性 に 配 慮 し つ つ 、 厳 正 な 執 行

を 望 む も の で あ り ま す 。 ま た 、 議 員 各 位 か ら 出 さ れ ま し た 御 意 見 な り 要 望 を 十 分
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に 尊 重 し て い た だ き 、 今 後 の 町 政 に 一 層 の 御 努 力 を 賜 り た い と 存 ず る 次 第 で ご ざ

います。  

閉会に当たり、町長より閉会の挨拶をお願いいたします。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）   平成３０年川西町議会第１回定例会の閉会に当たり、一言御礼を

申し上げます。 

今議会に提出いたしました各議案につきまして、慎重に御審議を賜り、全議案につきま

して議決いただきましたことに厚く御礼申し上げます。  

審議を通じ議員各位から賜りました御意見、御指摘を真摯に受けとめまして、今

後の町政に取り組んでまいりたいと考えておりますので、議員各位におかれまして

は、より一層の御指導、御協力を賜りますことをお願い申し上げまして、閉会に当

たっての御礼の挨拶とさせていただきます。  

ありがとうございました。  

議   長（森本修司君）   これをもちまして、平成３０年川西町議会第１回定例会を閉

会いたします。  

  ありがとうございました。  

            （午後３時５８分  閉会）  
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(議決の結果) 
  

議案番号 件           名 議決月日 審議結果 

議案第 1 号 平成 30 年度川西町一般会計予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 2 号 平成 30 年度川西町国民健康保険特別会計予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 3 号 平成 30 年度川西町後期高齢者医療特別会計予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 4 号 平成 30 年度川西町介護保険事業勘定特別会計予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 5 号 平成 30 年度川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 6 号 平成 30 年度川西町水道事業会計予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 7 号 平成 30 年度川西町下水道事業会計予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 8 号 平成 29 年度川西町一般会計補正予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 9 号 平成 29 年度川西町国民健康保険特別会計補正予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 10 号 平成 29 年度川西町後期高齢者医療特別会計補正予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 11 号 平成 29 年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 12 号 平成 29 年度川西町水道事業会計補正予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 13 号 平成 29 年度川西町下水道事業会計補正予算について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 14 号 一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 15 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 16 号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 17 号 川西町行政組織条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 18 号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 19 号 川西町税条例等の一部を改正する条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 20 号 川西町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 21 号 川西町国民健康保険条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 22 号 川西町国民健康保険税条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 23 号 川西町指定介護支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居

宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例に

ついて 
3 月 23 日 原案可決 

議案第 24 号 川西町介護保険条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 
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議案第 25 号 川西町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指

定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部改正について 
3 月 23 日 原案可決 

議案第 26 号 川西町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 27 号 川西町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正に

ついて 

3 月 23 日 原案可決 

議案第 28 号 川西町企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び

活性化に関する法律第 10 条第 1 項の規定に基づく準則を定める条

例の一部改正について 
3 月 23 日 原案可決 

議案第 29 号 川西町都市公園条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 30 号 川西町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 31 号 川西町道路線の認定について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 32 号 川西町道路線の廃止について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 33 号 川西町道路線の一部廃止について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 34 号 川西町体育施設の指定管理者の指定について 3 月 23 日 原案可決 

議案第 35 号 川西幼稚園・小学校空調設備設置工事請負契約について 3 月 23 日 原案可決 

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 3 月 9 日 原案推薦 

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 3 月 9 日 原案推薦 

同意第１号 川西町監査委員の選任について 3 月 9 日 原案同意 

同意第２号 川西町教育委員会委員の任命について 3 月 23 日 原案同意 

 


